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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ


１話「終わりの始まり！」

２話「日本が消える日！」

３話「彼女は米国下院議長！」

４話「運命の瞬間！」

５話「終わる世界！」

６話「彼女は押さない核ボタン！」



エピローグ

さらに２人のエピローグ




巻末付録〈あすか正太＆剣康之対談〉

あとがき





























　ノア




『創世記』の登場人物。

　天地創造から始まる旧約聖書は、アダムとイブの物語、その子孫であるカインとアベルの物語に続き、ノアの物語へと至る。

　神は土よりアダムを作り、イブはアダムのあばら骨から生まれた。

　アダムとイブの子孫たちは大地に根を張り、その数を増やしていった。

　けれども神は苦く悩のうした。

　あまりにも人間が多くの悪を為なしたからである。

〝人類を一度滅ほろぼし、最初からやりなおそう〟

　神は「世界を再生するために」一人の人間を選んだ。

　それがノアである。
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　我が国には、日本政府の権限がいっさい及およばない場所がある。

　在日米軍駐ちゆう留りゆう基地。

　沖おき縄なわ本島の二〇％は現在もアメリカの管理下だ。

　その基地施し設せつの一角に、てるてる坊ぼう主ずのような形をした白い建物がある。

　太平洋の西半分を防空監かん視ししているレーダードームだ。

　その中は完全に閉め切られている。並べられた無数のディスプレイに映る光点の一つ一つは民間、軍事それぞれの飛行機の行方ゆくえを示していた。

「ん？」

　顔色を変えたのは一機の友軍輸送機を追っていた金きん髪ぱつの青年兵だった。

「少しよう佐さ、マーカー消失です」

　輸送機からの発信電波が一時的に途と切ぎれることはよくある。

　しかし根が真面目まじめな青年兵は、規程に従って上官に報告をした。

「台風のせいではないのか？　この時期にはよくあることだろう」

　少佐は、笑いながら青年兵の肩かたをからかうように叩たたいた。

　勤めも長いだけあって、余よ裕ゆうがある。

「９Ｐ１５５です」

　その機体コードを聞いたとたん、笑っていた少佐の顔がこわばった。

「ウルムスタンに向かっていた機体か！」

　少佐は青年兵を乗り越こえるようにして、ディスプレイを凝ぎよう視しする。

「人工衛星からの信号は!?」

「確かく認にんはとれていません」

「消失場所はどこだ!?」

　いらだちに任せ、少佐は声を張り上げた。

　青年兵は上司のうろたえぶりが理解できず、声を泳がせる。

「ア、アルカンタラ近海ですが……」

「アルカンタラだと!?」

　少佐の顔にいっそうの緊きん張ちようが走った。

　アメリカにしてみれば、エメラルドの海に浮うかぶ鮮あざやかな島国アルカンタラは、政治、経済、軍事の全面で敵対を続けているテロ支し援えん国家だ。

「輸送機が運んでいるものをアルカンタラが知っていたとすれば……。まさか！　そんな馬ば鹿かな！　あの国にそんな情報力があるわけが！」

　ははっ。

　少佐は笑い飛ばそうとして、脳のう裏りにこびりついた数パーセントの可能性を振ふり払はらうことができず、顔色をみるみる暗くしていった。

「………………………………」

「お言葉ですが少佐。この程度の消失はままあることではないですか。悪天候とか、機体のトラブルとかで……」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合か！　あの輸送機には核かく……！」

　言いかけたところで、少佐は慌あわてたように首を振り。

「い、いいや、なんでもない。とにかく本ペン国タゴンに入電しろ。国防長官に連れん絡らくを取れ」

　それだけを言って、少佐はがっくりと椅い子すに座り込んだ。

「ですが、あと何分か、様子を見たほうが……」

「手て遅おくれになってからでは遅おそいのだ！」

　少佐は世界の終わりを見るような目をして、ディスプレイを見つめた。

　どんなに目をこらしても、レーダーには輸送機の存在を示す一ドットの光点も映ることはなかった……。
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　深くたれ込めた鉛なまり色いろの空は、徐じよ々じよに近づく冬の足音を感じさせる。

　その頃ころ、一四歳のアメリカ合衆国大統領、ノア・オルブライトはカタンダイヴァにいた。

「ここが、ホーデノショーニーね」

　地を這はうような風が吹ふき、長く豊かな赤毛が焰ほのおのようにたなびく。

　凜りんとしたまなざしは、きらきらと輝かがやきを放っていた。

　カナダとの国境にほど近く、ニューヨーク州北西部にあるその土地は、アメリカ合衆国の中にあって、ホワイトハウスの権限の及およばない場所だ。

　そこに、ノアは一歩を刻んだ。

　イロコイ連れん邦ぽう。

　白人たちが入植する以前からアメリカ大陸で暮らしていた人たち──ネイティブアメリカンである彼らがホーデノショーニーと呼ぶ国家は、国連にも認められた独立自治領である。合衆国政府と対等な政府として今もなお、存在している。

　毎年一一月になると、合衆国からホーデノショーニーへ四五〇〇ドル分の更さら紗さ布を贈ぞう呈ていする式典がある。

　建国当時の昔なら財務官が必死の思いで捻ねん出しゆつしたであろう大金も、今では車一台の価値もない。

　一四歳の少女、ノア・オルブライトは米国の代表、つまり合衆国大統領として、この土地を訪おとずれていたのだ。

　質素なたたずまいを見せる館やかたの一つに、大族長はいた。

　恰かつ幅ぷくのよい大男である。微笑ほほえむ顔に威い厳げんがあった。

「大統領が訪れるのは久しぶりだ」

　にこりと笑い、大族長はノアに手を差し出した。

「〝ピースメーカー〟を育はぐくんだ土地を見ておきたかったのです」

　ノアは握あく手しゆをする。大族長の手は温かく、ふかふかに柔やわらかかった。

「ほう、彼の名を知っているのか」

　大族長は大きな目を興味深げに動かし、年若い彼女を見つめた。

　こくりとノアはうなずく。

　物もの怖おじしない素す直なおなまなざしに、大族長は満足したようだった。

「外は冷える。中へ入ろう」

　二人は部屋に入り、向かい合わせに座った。

　ノアは胸に手を当て、大族長を見上げた。

「どうしてアメリカという国が人類の歴史において偉い大だいな旅を成し遂とげることができたのか、わたしは子供の頃から不思議に思っておりました」

「偉大な旅、とな」

「今をさかのぼること二〇〇年前、世界中にあった植民地の中で、アメリカだけがなぜ果か敢かんにも独立し、民主主義の旗をかかげることが出来たのか？　コロンブス以来、南北のアメリカ大陸には無数の植民地が生まれ、中には本国よりも栄えている植民地もあったにもかかわらず、どうしてそれらの国をさしおいて、アメリカは輝くことができたのか。幼い頃から答えを知りたくて、わたしは本という本を読みました」

「それで、我が土地に？」

「建国の父たちは、太古からこの場所に住んでいたあなたたちから、様々なアメリカンスピリッツを学んできたと聞きました」

「我々は、独立戦争を共に戦った仲だ」

「はい。建国の父たちはあなたたちに敬意を払はらっておりました」

　ノアの頭にあるのは本で読んだ知識でしかない。

　二一世紀の今になっても、合衆国政府はこの土地に税金をかけることはない。

　州を越こえて活動できる権限を持ったＦＢＩですら、この土地に踏ふみ込むことはできない。

　ニューヨークから車で来られるほどの、この場所に。

「〝ピースメーカー〟は、幾いく多たの国に分かれ、互たがいに争っていたあなたたちの先祖を一つにまとめたといいます」

〝ピースメーカー〟とは、イロコイの英えい雄ゆうである。

　イロコイの人々は彼のことを名前では呼ばない。

　白人だけが呼ぶので〝ピースメーカー〟という英語名が付いていた。

「彼は偉大な父だ。わたしだけではない、この土地アメリカに住む者すべての父でもある」

「はい」

　ノアははっきりとした声でうなずいた。

「わたしはこの世界からすべての争いをなくしたい。かつてこの土地からすべての争いをなくした〝ピースメーカー〟のように、わたしもこの星のすべての国をなくすことで、すべての戦争をなくしたいのです。わたしはこの世界の〝ピースメーカー〟になりたい！」

　決然とつぶやくノアの瞳ひとみには、ひとかけらの迷いも、ためらいも、不安も存在しなかった。

　世界でただひとり、自分だけがこの使命を果たせる人間なのだと、心の底から確信していた。

（わたしだけが、地上から争いをなくすことが出来る！）

　胸のうちで、ひとりの友達の顔が思い浮うかぶ。

（それが、サラに誓ちかった約束だから……!!）

　気づくとノアは、自分の手を強く、強く握にぎりしめて震ふるえていた。

「娘むすめよ。争いによって争いをなくすことは出来ない」

　大族長は、両手でサラの手を優やさしく包み込むと。

「人は握った拳こぶしで相手を殴なぐることも、開いた手のひらで握手をすることも出来る」

「えっ……」

「争いをなくしたければ、まず自分の拳をほどくことだ」
















　ノアの方はこ舟ぶね




　世界をよりよいものに生まれ変わらせようと思い立った神は、新しい人類の祖となる人物を選んだ。

　それがノアである。

　大洪こう水ずいで世界を一度滅ほろぼすことを決めていた神は、ノアに方舟の建設を命じた。

　神を信じたノアは、人々の嘲ちよう笑しように挫くじけることなく、すべての動物のつがいを乗せられるだけの巨きよ大だいな方舟を造りあげた。

　神は大洪水を起こした。

　嵐あらしのような夜は四〇日ものあいだ続き、ノアを信じなかったものはすべて溺おぼれ死んだ。
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　そのころ、長谷はせ川がわ健けん太たは思いきり気が抜ぬけていた。

　学校である。ぽかぽかと暖かい日が射さす、昼休みの時間だ。

「平和だなぁ」

　なにしろ、のえるがいない。

　来年度の予算を決める折せつ衝しようが間近に迫せまっているということで、のえるは学校にも行けず、官かん邸ていで書類の山に埋うもれている真っ最中だ。

「のえるさんがいなくて、寂さびしい？」

　声をかけてきたのは、ほのかだった。

　はにかんだ笑え顔がおが可愛かわいらしい。健太とは仲の良いクラスメイトの女の子だ。

「まさかぁ」

　健太は首を手をぶんぶんと横に振ふる。すると、ほのかは優しい顔つきで微笑ほほえんで。

「退たい屈くつしてる顔、してますよ」

「安心してるんだよ」

「そうかなぁ？」

「予算折衝のあいだは僕が見張ってなくても、官かん房ぼう長官さんがのえるを見張っててくれるからね。のんびりできるよ」

「長官さんが？」

「そりゃ、ずっとのえるに逢あえなかったら寂しいけど、たまには休みもないと、僕の神経も保もたないよ。長官さんには悪いけどね」

　その、官房長官の声がした。

「長谷川補ほ佐さ官～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　ガラッと扉とびらが開かれて、白はく髪はつの紳しん士しが現れた。

　豊かにたくわえられた髭ひげの持ち主の登場に、健太はびっくりした。

「官房長官さん!!　なんで!?」

「それは私の台詞せりふです!!」

　北ほう条じよう官房長官の顔は怒いかりのあまり、真っ赤に染まっていた。

　ツカツカと健太の前に駆かけ込んで、健太の襟えり首くびをつかみあげると。

「あなたって人は、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことを、なんてことをしてくれたんですか～～!!」

「お、落ち着いてください！　ちゃんと説明をしてくれないと、何がなんだか分からないですよ!!」

　首を絞しめ上げられながら、健太はうめく。

　確かに、冷静沈ちん着ちやくが服を着て歩いている長官が我を忘れるなんて珍めずらしいことだ。

「しらばっくれないでください！　総理のことです!!」

「え、あ……」

　健太は顔を赤くした。

（のえるは話したのか……）




　地球の裏側で、愛の告白をしたことである。




「好きなの」

　──星明かりの夜だった。

　誰だれもいない波打ち際ぎわで、のえるは健太を捕つかまえた。

「好きなの……。健ちゃんのことが大好きなの……。だから、嫌きらいだなんて言わないで……」

　言いながら、のえるは涙なみだを流していた。

　健太は驚おどろいた。

（のえるが泣くなんて……）

　信じられなかった。

　強気で勝気で元気のカタマリのようなのえるが、みっともないぐらいにぽろぽろと涙を流すなんて。

　誰もいない砂すな浜はまだった。いるのは二人だけだった。

　聞こえるのはただ寄せては返す、波の音だけ……。

（こんな僕を……）

　健太は思った。拉ら致ちされた自分を助けるため、のえるは地球の裏側まで追いかけてきてくれたのだから。

「ごめんね。もう、嫌いだなんて言わないよ。好きだ。大好きだ。これから何回、君に凹へこまされるか分からないけど、それでも、君のことが大好きだ！」

　健太はのえるを抱だきしめた。

　自分でも訳の分からないことを言っていると思ったが、まんざら噓うそでもないと思った。

　のえるに振り回される日々は大変だけれど、楽しくて、面おも白しろくて、すっごくキラキラとした毎日になるはずだと。

　大好きなのえるを抱きしめながら、健太は疑いもなく、そんな未来を確信した。

　………………はずだった。
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　思い返しながら、健太は考える。

（のえるの涙に、ひっかかった気もしなくはないけれど……）

（かわいいって思っちゃったんだから、いいよね）

　のえると口づけをしたことを、健太は後こう悔かいしていなかった。

　だから、健太はこくりとうなずき。

「のえるから、聞いたんですね」

「あなたはなんてことを～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　官房長官は頭を抱かかえ、地球の終わりを見るような絶望を表情に浮うかべると、健太の肩かたをつかんで、激しく激しく激しく揺ゆさぶった。

「断じて！　私は許しませんよ!!」

「長官さんにだって、止める資格はないです！」

　他人の言いなり大明神と呼ばれる健太にだって他人の言いなりにならない時がある。

　それが今だった。

　健太は長官の腕うでを振ふり払はらうと胸を張り、堂々と宣言した。

「僕とのえるは好き合ってるんです！」

「好き合ってるからって、していいことと悪いことがあります！」

「悪いこと？」

　きょとんと、健太は目を丸くした。

「総理が妊にん娠しんしたんです！」

「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　教室にいたクラスメイトというクラスメイトが驚いた。

「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

　健太が一番驚いていた。

　なぜか？

　まったくもって身に覚えがなかったからだ。

「僕は何もしてないよ～～～～～～～～～～～～っ！」

　だが長官は、疑いの目つきをじとーっと向けている。

　クラスのみんなも、白い目をじとーっと向けている。

　ううっ、と健太はたじろいで。

「ほのかちゃんは信じてくれてるよね！　ね！」

　助けを求めるように健太は振り返った。

「…………」

　返事はなかった。なぜなら。

　ほのかは健太の叫さけびを聞く前に気絶していたからだ。
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「のえるっ!!」

　ばたん、と扉とびらを開け、血相を変えた顔で総理官かん邸ていの執しつ務む室に飛び込んだ健太が目にしたのは、ふかふかの椅い子すに腰こしをかけながら雑誌を読んでいるのえるだった。

「あら、健ちゃん！」

　手には、妊婦さんの読むマタニティ雑誌が。

「ホントに読んでるし────っ!!」

「読んでるだけよ」

「へ？」

「大人になった時に備えて、ただ、読んでるだけ」

「してないの？」

「なにを？」

「なにをって…………」

　健太は困ったように口ごもると、みるみると顔を赤くする。

「に……、に……、妊娠」

　きょとん、とのえるは目を丸くして。

「なに言ってるの健ちゃん、気が早いわねぇ。これは単に興味本位で読んでるだけよぉ」

「興味？」

「ここんとこ、官邸に詰つめっぱなしで退たい屈くつだから、ちょっと奥さま気分にでも浸ひたれば楽しいかと思って、いわゆる一つの妄もう想そう遊び？」

　あははははは、とのえるは愉ゆ快かいそうに笑い始めると、健太の背中をぱしぱしと叩たたいた。

　健太と長官は放心状態になり、紙のように真っ白になるばかりだ。

「もー、びっくりさせないでよ……」

「まったくです……」

　すると、のえるは噂うわさ好きのおばさんがするように口に手を当てて。

「て、ゆーか健ちゃん、中二にもなって子供の作り方も知らないんだぁ」

「ばっ、馬ば鹿かにしないでよっ！　知ってるよ！　長官さんが言うから……」

「わ、私は総理が紛まぎらわしいことをするから」

「いわゆる一つの花はな嫁よめ修業？」

「花嫁修業なら、もっと他ほかにすることあるだろ！」と、健太。

「総理みずから少子化対策？」

「早すぎです！」と、長官。

「ふう～ん」

　にまにまと、のえるの瞳ひとみがいたずらっぽく輝かがやいた。

「……あのさあ、長官」

「私ですか？」

　意味深な目をして、のえるは長官を見上げた。

「長官の奥さんって、小学校の時の同級生なのよね？」

「そ、そうですが……」

「大人になるまで何もなかったの？」

「へっ？」

「ねえねえ、大人になるまで何もしなかったの？　ねえねえ」

「え、いや、それは、その……」

　冷静沈ちん着ちやくが服を着ているはずの長官は、のえるの質問に突とつ如じよとして顔をしどろもどろにし、あわあわと狼ろう狽ばいしはじめた。

「なるほど」

　何を理解したのか、のえるは深くうなずいて。

「大人になる前でもアリらしいわよ、健ちゃん」

「ええっ!?」

「ダメです！　総理っ！」

　真っ赤な顔をして、長官は声を荒あららげた。

「ずるーい、自分のことは棚たなに上げてる～」

「総理のためなら、いくらでも棚に上げます！」

「ズルい大人が、今ここに……」

「ダメなものはダメです！　結けつ婚こんは一六歳からなんです!!」

「あと、たった二年じゃないの」

「一四歳はまだ義務教育中ですよっ!!」

「じゃあ、独立する」

　しれっとした顔で、のえるはうなずいた。

「はぁ？」

「日本があたしの思い通りにならないのなら新しい国を作ればいいんだわ！　のえる国！　ああっ、なんていい響ひびきなんでしょう！」

「……そうか？」

　首をかしげる健太の目の前で、のえるは心の底から名案だと思っているのか、踊おどるようにくるくると回り始めて。

「人はみな、自分という名の独立国を持つべきなのよ！」

「言うことだけは、いつももっともらしいんだよね……」

　いつもといえばいつものノリに、健太はやれやれと肩かたをすくめる。

　けれど、一度なにかを思いついたのえるはブレーキの壊こわれた車だ。

　誰が踏ふんでも止まらない。

「あたしの、あたしによる、あたしのための国の建設よ！」

「リンカーンも泣くような話だね」

「でしょ？　いい考えよね！」

「リンカーンも呆あきれて涙なみだを流すって言いたいんだよ、僕は！」

「まずはディズニーランドの誘ゆう致ちね！」

「僕の話を聞いてるっ？」

「ランドとシーだけじゃ足りないわ。あの待ち時間を解消するには、最低でもあと一〇個は必要ね」

「一〇個もっ!?」

「さっそくアメリカに電話しよーっと」










　断られた。




　不満そうに、のえるは受話器を置いた。

「お金なら出すのに……」

「テーマパーク一つ作るのに、いくらかかるか知ってるの!?」

「簡単よ。お札を刷れば」

「個人的な都合で造ぞう幣へい局を動かしちゃダメなんだってば！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、日本銀行に迷めい惑わくはかけないから」

「は？」

　健太は目を点にした。

「日銀に頼たよらずに、どうやってお金を作るのさ？」

「さすが健ちゃん、いいことを聞いてくれました！」

　えへん、とのえるは胸を張った。

「自由にお金を生み出す方法、知りたい？」

「そんなこと出来るの!?」

　簡単よ、とのえるは言って。

「大陸の偽にせ札さつ製造ブローカーと契けい約やくするのよ！」

「どこの世界に、偽札業者と契約する国家権力者がいるんだよ!?」

「だって、みんなうるさいんだも～ん」

「のえるが自由すぎるんだよ!!」

　あははははは。

　思いっきり、のえるは笑い飛ばした。

　反省の色など、ひとかけらもない。

　馬ば鹿かなことを思いついては、まわりのみんなを振ふり回す。

　折おり原はらのえるは、どこまでいっても折原のえるなのだ。そう、健太は思った。

「何も変わってない気がする……」

　窓の向こうの空を仰あおぎ、健太はため息をついた。

　告白をして、少しは二人の関係も変わってきたんじゃないかと思ったこともあったけれど。

（まあ、それぐらいでのえるの性格が変わるわけもないか……）

「そうよ、何も変わってない」

　自信満々にのえるは振り向いた。

「あたしは健ちゃんのことが昔から、だーい好きなんだから」

「えっ……」

　そんなことを顔いっぱいの笑顔で言われると、健太はなんと返事をしてよいのか分からなくなって、しどろもどろになってしまうのだ。

　赤くなるしかないではないか。




　　　　３




「みんな、誤解してるかもしれないけれど、あたしだって、たまには総理の仕事を真面目まじめにすることもあるのよ」

「たまにしか真面目にならないことを胸を張って言われても困るんだけど……」

　まあまあ、とのえるは手をひらひらとさせて。

「怒おこらない怒らない。今夜は政府主しゆ催さいのパーティなんだから」

「そんな仕事しか真面目にしないのっ!?」

　……いまさら、そんなことにガーンとなっていてもいけないのかもしれないが。

　今夜は迎げい賓ひん館かんでレセプションが開かれることになっていた。

　米国との戦争で疲ひ弊へいしたウルムスタンの復興を支し援えんするための国際協議会（通つう称しよう、東京会議）に参加するためにやってきた国家元首たちをもてなすのだ。

　いつもは普ふ段だん着ぎで通すのえるも、フォーマルなドレスに着き替がえて参加している。

　そこへ。

「久しぶりだな、折ミス・原プライのムミニえるスター」

　話しかけてきたのは、かつて、アメリカ合衆国大統領の席に着いていた男だ。

　懐なつかしい顔にのえるは目を輝かがやかせて。

「ロバート！　元気そうね！」

「君ほどではないがね」

　ニカッと明るく白人特有の笑い方をすると、壮そう年ねんである彼にしては真っ白な歯並びを見せた。

　さもあらん、うち数本はのえるに折られて足した差し歯だ。

「大統領を辞やめて、落ち込んでるかと思ってたけど……」

　まさか、とロバートは首を振り。

「今はもう支持率に一いつ喜き一いち憂ゆうすることもない安あん眠みんの日々さ。君がくれたメダルのおかげで、喋しやべるだけで一生暮らしていけるしね」

　メダルとは、ノーベル平和賞のことだ。

　かつて、ロバートはウルムスタンとの戦争を企たくらんで、開戦に反対したのえるを暗殺しようとしたことがある。

　しかし、その目もく論ろ見みは大失敗。

　逆にのえるに『天下のアメリカ大統領が、同盟国の総理を殺そうとしたことをバラしたらどうなるかなぁ～？』と脅きよう迫はくされるハメとなり、戦争屋だったロバートは一転、各国の紛ふん争そう解決に血ち眼まなこになって尽じん力りよくすることになった。

　ところが因果というものは分からないもので、何も知らないノーベル財団は、平和実現に血眼になるロバートを見て、何を勘かん違ちがいしたのかノーベル平和賞に全会一いつ致ちで大決定。

　そんなこんなで今回の東京会議にも、ロバートは記念講演のスペシャルゲストとして招かれていたのである。

　歴史というものは分からないものだ……。

「のえる、ひとつ聞きたかったことがあるのだが」

「なあに？」

「私が得た栄えい誉よは君が得るべきものだったはずだ。そして君には私への恨うらみがあったはずだ。なのに、どうして憎にくむべき私に花を持たせるようなことを？」

　簡単よ、とのえるは笑った。

「戦争するトコまでイッちゃった連中に、武力もない日本が戦争やめてってお願いするより、逆らったら何するか分からないヤバい国に脅おどされたほうが、相手だって聞く耳を持つでしょ？」

　なるほど、とロバートは苦く笑しようした。

「私よりも米国の使い方を心得ている」

「でしょ」

「日本が退たい屈くつになったら、我が国アメリカの大統領になるといい」

「あたしはそれより、健ちゃんのお嫁よめさんになりたいんだけれど……」

「ずいぶんと可愛かわいい夢だ」

「それがなかなか難しいのよ」

「興味深い話だな。君にも不可能なことがあるとは」

　ロバートは驚おどろいた顔で、のえるを見やる。

　と、そばに控ひかえていた北条官かん房ぼう長官が近寄り、のえるに耳打ちをした。

「総理、ウルムスタン大統領が到とう着ちやくしました」

「メインゲストの登場ね」

　のえるはロバートに別れの挨あい拶さつをすると。

「ばぁーんとアメリカも景気よくお金を出してくれるよう、ノアを説得してよね！　そのために呼んだんだから！」

　と、裾すその長いスカートを邪じや魔まにならない高さにつまみあげて、のえるはタタタっとエントランスに向かって駆かけていった。

　そのはしたない後ろ姿に、ロバートは苦笑した。

「彼女にはいつまでおねだりをされることになるのかな」

　それも悪くない、と思いながら。
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　ウルムスタン大統領、ハミッド・アルマジフはたくわえたヒゲも豊かな紳しん士しだ。

　浅黒い肌はだに鋭するどい眼光がある。のえるの目には、厳しそうな男性に映った。

「ようこそ！　日本は寒くない？」

「我が国のために各国首脳を集めていただいた総理の厚意を思えば」

「人を集めるのはタダなんだけどね、実際のお金はどれだけ集められるか……」

　ははっ、とハミッドは笑った。

「総理は正直に生なま臭ぐさい話をする人だ」

「がっかりした？」

「裏表がなくていい。話も早い」

「でしょ、でしょ」

「彼女に聞いた通りの人ひと柄がらだ」

「えっ？」

　何のことか分からず、のえるはきょとんと目を丸くした。

「渡わたして欲しいと頼たのまれたものがある」

　言うと、ハミッドはポケットから、おそらくは渡された時と同じ状態なのだろう、あまりきれいな状態ではない封ふう筒とうを丁てい寧ねいにのえるへ手渡した。

「あたしに？」

　ハミッドがうなずくと、のえるは封筒の中身を見た。

　手作りのペンダントだった。

　それを見ただけで、のえるはそれが誰だれからのものか分かった。

「ラピス……！」

　つぶやいた名前は、かつて、ロバートに生命を狙ねらわれたのえるがウルムスタンを彷徨さまよったときに、仲良くなった少女の名前だ。

「逢あったの!?　ラピスに」

「難民キャンプで出会った。撃うたれて負傷した母を健けな気げに看病している優やさしい子だった」

「ラピスだわ！」

「彼女から君の話を聞いた。空からやってきて村を守ってくれたと」

「信じたの？　そんな突とつ拍ぴよう子しもない話」

「わたしはね、総理。声を聞くだけでホントかウソか分かるんだ」

　そう言って、ハミッドはにんまりと笑うと。

「……と、でも言えば信じてくれるかね」

「あたしは目を見るだけで、ホントかウソか分かるの」

　そう言って、のえるはペンダントをかけた。

「信じると力がわいてくるわ。なんだって出来るって、支えてくれるの」

　ハミッドは、のえるの首にかかったもう一つのペンダントを見つけた。

　決して高価なものではない。一〇代の子が小こ遣づかいで買えるぐらいの品物だ。

「その、もう一つのペンダントもかね」

「うん、大切な友達から貰もらったの」

　今はいない友達、サラからプレゼントされたものだ。

「ノアに逢うのは初めて？」

「残念ながら、米国ノアにとってウルムスタンは首脳会談をするのに値しない国らしい」

　屈くつ辱じよくを感じているような声こわ音ねで、ハミッドは苦笑いした。

　そんなことないわよ、とのえるは首を振ふり。

「彼女はそういう差別はキライな子だから。単にタイミングが合わなかっただけよ。そうでなかったら、この会議にだって来ないハズでしょ？」

「それはそうだが……」

「あたしより頭のいい娘むすめだから、いいアイデアもたくさん出してくれるはずよ。一いつ緒しよにおねだりしましょ」

　と、だ。

「の、のえるっ！　大変だよっ!!」

　慌あわてながら会場に駆かけ込んできたのは、健太だった。

　何があったのか、思わず写真に残しておきたくなるぐらい真っ青な顔をしている。

「あら健ちゃん。社交場で走るのは紳士の振るまいでなくてよ」

「それどころじゃないんだ、のえる。さっきノアから電話があって」

　ぼそぼそ、と健太が耳打ちをした

「ノアがアメリカに引き返しちゃったあ!?」

　東京会議に参加するために日本に向かっていたアメリカ大統領専用機エアフォースワンは、突とつ如じよとして太平洋上で機首を一八〇度旋せん回かい、自国への帰路についたのだ。
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「どういうことです、これは！」

　機上である。

　稲いな妻ずまのような少女の怒ど声せいがエアフォースワンを揺ゆるがした。

　ノアが叩たたきつけたのは一冊のファイルだ。

　表紙にはこうある。

『新型核かく爆ばく弾だん（純じゆん粋すい水素爆弾）の移送計画について』

　純粋水素爆弾とは、起爆装置に原子爆弾を必要としない「純粋」な水爆である。

　原爆を使わない核融ゆう合ごう装置の開発に成功したことで、スーツケースに入るぐらいの小型化を実現した世界初の水素爆弾であった。

「おそらくは前政権下で始められた極ごく秘ひプロジェクトだったのかと思われます」

　冷静に、リース国防長官は答えた。

　細い眼鏡めがねの奥に見える眼光がとりわけ鋭するどい、鮫さめのような男だ。

「後付けで閣下の許可を取って、つじつまを合わせるつもりだったのではないかと……」

「純粋水爆については、許可をしなかったはずです」

「だからこそ、関係者は極秘裏りに国外へ爆弾の移送を図ったのではありませんか」

「……っ！」

　ノアは固く握にぎった拳こぶしを机に叩きつけた。

　その振しん動どうでファイルが床ゆかに落ち、ページがぺらりとめくれる。そこには『純粋水爆の移送に関する注意事じ項こう』という文字が躍おどっていた…………。

「純粋核は開発禁止を命じたはずです!!」

「申し訳ありません、国防長官である私の責任です」

「…………！」

　ノアは黙だまって震ふるえた。

　軍隊の最終責任は大統領である自分にある。

　知らなかったのなら、知らなかったことに対して責任がある。

　大統領とは、そういう立場だ。

「誇ほこり高き我が軍が、命令を無視して新型の核兵器を開発して、あまつさえ証しよう拠こ隠いん滅めつのために持ち出しを図っていたなんて…………！」

　ノア自身、ショックだった。倒たおれたくなるほどの衝しよう撃げきだった。

　けれど、ノアはそれをすべて自分の中に吞のみこんだ。

（言い訳はしない。大統領わたしがすべきことは行動だけ！）

　きりっと、ノアは気き丈じような顔でリースを見つめた。

「……本当に輸送機はアルカンタラ島上空で消えたのね？」

「地上基地、監かん視し衛星、空中警けい戒かい機、すべてのレーダーが同座標での消失を観測しています」

「アルカンタラで……」

　それだけを言い、ノアは唇くちびるを結んだ。

　重い面おも持もちで、リース国防長官は続ける。

「凶きよう悪あくなテロ支し援えん国家です。過去に何度も反米行動を起こし、先日の大統領救出作戦のときも、人ひと質じちとなった大統領めがけてミサイル攻こう撃げきを……」

「予断は禁物よ、前政権ロバートがあの国をどう見なしていたかは知りませんが、わたしはアルカンタラがそのような行動を取るような国とはみなしておりません」

「実際に輸送機は消えてなくなっております！」

「誰かが我々アメリカの敵意をアルカンタラに向けるために罠わなを仕し掛かけた、と考えることは出来ないかしら？」

「まさか、そんな……！」

「排はい除じよすべきは単純な回答よ」

　厳しいまなざしをして、ノアは言い切った。

「もちろんアルカンタラがやったという可能性も捨ててはいないわ。でも我が国アメリカが間ま違ちがった情報に惑まどわされて、攻撃をしなくてもよい国と戦火を交えることだけは決してあってはなりません」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている時間は残されていません！」

　たまらず、リースは声を荒あららげた。

「純粋水爆は鞄かばんに入るほどに小型です！　渡わたしてはならない者の手に渡った場合、我が国へのテロ核攻撃に使われる恐おそれも……！」

「だからといって、証拠も揃そろわないうちからアルカンタラを傷つけてもよい理由にはならないわ、リース！」

「どんなに小さくても核は核です！　いったん使われた時の惨さん劇げきは９１１の比では……！」

　９１１──アメリカに対して仕掛けられた同時多発テロのことだ。

　多数の民間人を乗せた旅客機をハイジャックしたテロリストたちが、ニューヨークを始めとする数カ所に自爆攻撃を敢かん行こう、罪もない数千の命が奪うばわれた。

　誰かに言われるまでもない。忘れられるはずもない。

　９１１はノアの心にも深い傷を残していた。

　その日のことを思い出すだけで、ノアは胸の奥が熱く、そして悲しく震えだす。

　それでも、ノアは首を横に振ふった。

「偉大わたなる国したちは、間違ってはいけないのよ」
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「き、急な事情が出来ただと……？」

　真っ先に顔色を変えたのはウルムスタン大統領であるハミッドだった。

「馬ば鹿かにしている！　ここには世界各国の首脳が揃っているのだぞ！」

（……ノアのやりそうなことではあるけれど）と、思うのはノアのことをよく知る健太だ。

「あの国はいつも自分の都合だけで行動する！　勝手に戦争を始めて、勝手に国中に基地を置いて。その我が国の復興会議をさしおいて、いったいどんな事情があるというのだ!?」

　報告を持ってきた健太に、ハミッドは詰つめ寄った。

　健太はただただ困った顔をして、

「ひ、……秘密だそうです」

「馬鹿にしている!!」

　ハミッドは身体からだを震わせた。怒ど気きを蒸気のように噴ふき出して。

「誰が粉々にした国の復興会議だと思っているのだ!!」

「ご、ごめんなさいっ!!」

　自分のしたことでもないのに健太は謝った。

　すると、のえるは健太をかばうように口を挟はさみ、

「ノアは理由もなくそんなことをするような子じゃないわ。きっと目的があるはずよ」

　その時だ、のえるの携けい帯たい電話が鳴った。

　アルカンタラの王女、シャイニィからのものだった。

『お久しぶりですわ、のえる』

「あ、おしゃべりなら待って。後で掛かけ直すから……」

『我が国と日本が結んでいる友好条約を破は棄きいたしたいのです』

　受話器から聞こえてくるシャイニィの声の震ふるえに、のえるは何かを感じとった。

「──もしかして、アメリカと関係してること？」

　日ア属国友好条約。

　……どこらへんが友好なのかよくわからない条約だが。

　外交的に日本はアルカンタラと同盟条約を結んでいた。

　かつて、前首相の黒くろ瀬せが欧おう州しゆう系の企き業ぎよう集団ドルマン・ユニオンに日本を売り渡そうとしたときに、シャイニィは日本を買い取ったのだ。

　それ以来、公文書上は日本はアルカンタラの所有物ということになっている。

『今後、日本はアルカンタラと行動を共にする必要はありません』

「シャイニィ！　何かあったのね!!」

「…………」

「言って！」

　シャイニィは黙だまり込み、しばらく迷いに迷いを重ねた上でようやく口を開いた。

『……アメリカが我が国に最さい後ご通つう牒ちようを突つきつけてまいりました』

「最後通牒っ!?」

「総理っ！」

　青ざめた顔で官かん房ぼう長官は一枚のファックスを持ってきた。
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アメリカ合衆国政府は、アルカンタラ政府に以下の措そ置ちを執とることを提案する

１．貴国領空上で消失した米国軍輸送機及および人員及び積み荷の完全なる返へん還かん

２．貴国の行っている核かく開かい発はつ疑ぎ惑わくの払ふつ拭しよく

３．すなわち、貴国の完全武装解除及び米国軍による進しん駐ちゆうの許可








「これって……！」

『アメリカは我が国が核を盗ぬすんだと言いがかりをつけてきたのです』

「核ぅ!?」

『信じて下さい！　そんなことはしていません！』

「分かってるわよ。あたしがシャイニィのことを疑うわけないじゃない」

　そう言って、のえるはシャイニィとの通話を切った。
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　そのころ、大統領エアフオ専用機ースワンでは、リース国防長官が激しい剣けん幕まくでノアに詰め寄っていた。

「閣下！」

「それに、これは自国の軍も正しく管理できなかったわたしたちのミステイクから始まった話です」

「分かります！　分かりますが、事は一刻を争うのです！」

「もちろん、このまま敵に振ふり回されるつもりなどありません」

　と、ノアは隣となりにいたオリバー国務長官に目を向けた。

　国務長官というのは、日本でいうと総理大臣と外務大臣を兼けん務むするポストである。

「アルカンタラからの反応は？」

　最後通牒のことだ。

「いまだ、返事はありません」

「相手が吞のめない条件を出すことで、アルカンタラから先に手を出させる作戦なのですか？」

　リースが聞いてきたので、ノアは答えた。

「最悪のパターンとしてはそうです」

「では閣下、本当の狙ねらいは？」

「敵の狙いが、我が国アメリカへの攻こう撃げきにあるのなら、この状じよう況きようを逆に利用して、我々が無敵であることを世界に示します。ねえ、オリバー」

「はい、大統領」国務長官はうなずいた。

「ファイルＪの実行準備は出来てる？」

「はい、いつでも、ぬかりなく」

　不敵な笑えみを浮うかべて、オリバーはうなずく。

「ファイルＪですと!?」

　リースは叫さけび、驚おどろきに声を失った。

「何を驚いているのです？　ファイルＪはリース国防長官、あなたも目を通しているはずですよ」

「ですが大統領！　どうしてこのような状況下でそのような作戦を!!」

　信じられないと言った顔で、リースは訊たずねた。

　ノアは平然と、一言。

「この事件を利用して、日本を再占せん領りようします」
















　神との契けい約やく




「産めよ、増えよ、地に満ちよ」

　大洪こう水ずいの後、神はノアと新たなる契約を交かわした。

　すべての動物はノアとその子供たちのものであり、神は二度と洪水で世界を滅ほろぼすことはないと。

　ノアには三人の息子がいた。

　いま、この世界に生きるすべての人々は彼らから生まれていったのである。
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　シャイニィからの電話を終えたのえるは、返す刀でノアへ電話を入れた。

『あら、どうしたのですか、のえる』

　受話器の向こうから聞こえてきたのは、冷静なノアの声だ。

「アルカンタラに無条件降こう伏ふくを迫せまるって、どういうこと？」

『アルカンタラで我が軍の輸送機が消失したのはれっきとした事実です』

「アルカンタラはそんなことをしないわ！」

『そう思うのは、あなたがシャイニィさんと個人的な友ゆう誼ぎを持っているからでしょう？』

「えっ……」

『シャイニィさんが信用できる人だとしても、シャイニィさんが国のすべてを把は握あくしているわけではありませんわ』

　ノアの物言いに、のえるはムッとなった。

「アルカンタラに裏切り者がいるって言いたいの！」

『どこの国にも裏切り者はいるものです』

　きっぱりとノアは告げると、さらに続けて。

『のえる、あなただって日本のすべてを把握しているわけではないでしょう？』

「…………っ」

『ともかく、生きるも滅ぶもアルカンタラの決断次し第だいです』

「だからアルカンタラに核かくなんてないの！　ないものをどうやって返せっていうのよ！」

『盗ぬすつ人とはみな、そう言ってしらばっくれるものです』

「分からずや！　そんなの許さないんだから！」

『許さない？』

　ノアの口調が変わった。

　微び妙みようにあざ笑いを含ふくんだ口調が受話器から伝わってくる。

『日本に何が出来るというのです？　我が国アメリカの力がなければ自分の身も守れない日本が』

「あたしを脅おどしているの？」

『東京の五〇キロ圏けん内ないに存在している戦力をご存じ？』

「…………！」

　ノアの言わんとしていることに気づき、のえるは息を吞のんだ。

『自衛隊と、米軍と、どちらの戦力のほうが強大かしら？』

　事実、沖縄を除いた七つの主要在日米軍基地のうち、四つが首都圏に存在している。

　座ざ間まには陸軍、空軍は厚あつ木ぎと横よこ田たに第五空軍司令部を置き、アメリカ海軍最大の第七艦かん隊たいにいたっては横よこ須す賀かを本ほん拠きよ地ちとしていた。

　対して自衛隊は最前線防衛という名目で、日本海側を中心に部隊展開がなされており、東京を中心としている在日米軍とは対照的な配置を成している。

　米軍が東京の近くばかりに基地を置きたがる理由は謎なぞだが…………。

「……すぐにでも東京を占領できるって言いたいの？」

「占領っ!?」

　のえるの台詞せりふに健太は声をあげた。

『それは嫌いやでしょう？』

「好きにしたら？」

　のえるはあっけらかんと答えた。

「ええーっ！」

　健太は目を点にした。

「ちょ、ちょっとのえる！　そういう発言は軽はずみにしないほうがいいと思うけど！」

「心配しないで、健ちゃん」

　と、のえるは官かん房ぼう長官に六法全書を持ってこさせた。






日米安保条約　第十条　２

この条約が十年間効力を存続した後は、いずれの締てい約やく国も、他方の締約国に対しこの条約を終しゆう了りようさせる意思を通告することができ、その場合には、この条約は、そのような通告が行なわれた後一年で終了する。








「こ、これって……」

　そーよ、健ちゃん、とのえるはうなずき。

「条約終了を通告しても、一年はアメリカは日本を守る義務があるの」

「そうか、だから戦争にはならないんだ！」

「アメリカが日本に攻こう撃げきを始めたら、アメリカは日本を攻撃するアメリカを攻撃しなければならないという事態に陥おちいるわけよ」

『陥りません』

　きっぱりとノアは言った。

『我が国はそのように下らない条じよう項こうを含めた日米安全保障条約のすべてを一方的に破は棄きするからです』

「ずるいっ！」

　さすが、アメリカは自由な国だった。
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「なに考えてるんだよ!!」

　健太がのえるから電話を奪うばった。

「ノア！　何もしてないのに戦争なんて、そんなの許されないよ！」

『誰だれが許さないというのです？　日本に止められるのですか？　我が国を』

「こっ、国連に訴うつたえるよ！　こんなメチャクチャな話、世界中が黙だまってるもんか！」

『国連？　健太は何も知らないのですね』

「何を知らないって言うんだよ」

『国連が日本のために動くことはありません』

「動くさ！　日本のためじゃない！　世界だって許さないよ！」

『許しますわ』

「どうやって！」

『すでに事務総長には国連憲章第五三条の発動を通告しています』






国連憲章第五三条（要約）

敵国（第二次世界大戦において連合国に敵対した国・日本、ドイツ、イタリア、ブルガリア、ハンガリー、ルーマニア、フィンランドの七カ国）に対しては、各国は国連の決議なしに武力行使をしてもよい。








「なんなのさ、この決まり～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　健太はひっくり返った。

『テロ支し援えん国であるアルカンタラへの助力は、世界平和に対する敵対行こう為いと見なされます』

「噓うそだよね！　のえる、国連にこんな決まりがあるなんて噓だよね！」

「……ところがホントなのよね、それ」

　呆あきれるように、のえるは肩かたをすくめて。

「国際連合は、第二次大戦で日本と戦った連合国がカタチを変えただけの組織だもの」


　国際連合（United Nations）と、連合国（United Nations）。



「そうなのっ!?」

「どっちも英語だと同じ名前なのに、どこに配はい慮りよしたんだか、当時の外務省が別の訳語を付けてくれちゃったのよ。そのせいで、日本人は自分たちと敵対した勢力と国連をまったく別の存在みたいに思いこんでるかもしんないけれど、二一世紀の今になっても第五三条はきっぱり存在するのよね」

　やれやれとでも言いたげに、のえるは腕うでを組んで。

「だからあたし、基本的にそーゆー項目を削さく除じよしてくれない国連には、あまり夢は抱いだいてないのよね」

「そ、そんなバカなぁ…………」

　へなへなと、健太は力をなくして崩くずれ落ちた。

　最後に、ノアは告げた。

『悪いことは言いません。夢から覚めて、我が国に降こう伏ふくすることです』
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　カチャッと受話器を戻もどし、ノアは座っていた椅い子すをくるりと回して、ソファに座る長官たちを見やった。

　リース国防長官がこくりとうなずき。

「読み通りでしたね、彼女のえるなら挑ちよう発はつに乗る、と」

　ノアはオリバー国務長官に視線を向けて。

「このエアフォースワンはただちにワシントンに向かいます」

「……しかし大統領。国連憲章を盾たてにとっても、戦争になれば各国の反発は必至かと」

「いいのよ、それで」

　ノアは言い切った。

「日本のために、我が国を敵に回してまで軍隊を出して支援しようとする国なんてないわ。せいぜい口先だけで文句を言うだけ。言いたいだけ言わせておけばいいのよ」

「黙もく殺さつ、ですか」

「行動を伴ともなわない言葉に歴史を動かす力なんてないことを教えてあげるだけだわ」

　そう言って、ノアは窓から外を見た。

　雲ひとつない空に、果てしなく広がる太平洋が見える。

　一万メートルの高度から見下ろす水平線は丸く、この星の輪りん郭かくを描えがいていた。

　まさに今、ノアは地球を見下ろしている…………。

「……わたしは本気よ、のえる」

　ゆっくりとひとりごちて、ノアは目を閉じた。

「この星から争いをなくすためには、誰かが世界を一つにするしかないの。たった一つの国を作ることだけが、人の手から武器を奪うばう方法よ。未来なんて待っていられない。一〇〇年後に手に入る平和になんて意味がないことぐらい、あなたなら分かるはずでしょ、のえる……」

　そう言って、机の上に置かれたフォトスタンドに目をやった。

　雪の積もる冬の街を背景に、まだ幼いノアと、褐かつ色しよくの肌はだをした少女が写っている。

　少女は車くるま椅い子すに座って、にこにこと笑えみを浮うかべている。

「──サラ」

　名前を口にするだけで、ノアは胸が締しめ付けられそうになった。

（素す敵てきな友達だった……）

　サラは、歩けない女の子だった。

　イラクに生まれた彼女は、米軍の使用したＤＵ（劣れつ化かウラン弾だん）の影えい響きようで身体からだが不自由になり、戦後、反政レジス府勢力タンスと米軍の戦せん闘とうに巻き込まれて家族を失った。

　父と母と兄の四人家族だったらしい。

（私がサラと会ったのは、ニューヨークだった……）

　──四年前のことである。

　ボランティアでやってきたリハビリテーションセンターで、治ち療りようのために海外からやってきた女の子がいると聞かされ、サラと出会った。

　戦争に肉親を奪われた子、戦争で身体の自由を失った子。とても可哀かわい想そうな子。

　そんな先入観を、彼女は一言で吹ふき飛ばした。

「歩けるようになりたいの。応おう援えんしてね」

　信じられない！　とノアは思った。

　理由もなくすべてを奪われて、敵の手を借りなければ命もつなげないような境きよう遇ぐうに陥おちいって、自じ暴ぼう自じ棄きになっても無理もないはずなのに、それでも笑顔でいられる心の力に圧あつ倒とうされた。

　言ったのだ。サラは笑顔で。

「泣くのはやめることにしたの、約束したから」

　約束の相手が、のえるだと知ったのはしばらく後のことだ。

　サラは血がうまく作れない病気だった。だから、ちょっとしたことでも疲つかれて、頑がん張ばろうにも頑張ることが許されない。なのに、サラは歩けるようになるためのリハビリを諦あきらめなかった。

　何度、転んでも立ち上がって、最後には補助なしで歩けるようになった。

　それだけじゃない。医師になりたいという夢を叶かなえるために大学にも合格した。

　なのに、

（テロリストがサラの命を奪った！）

　ハイジャックした飛行機を使って激げき突とつしたビルの中に、彼女はいた。

　９１１。

　その日のことを思い出すたびに、ノアの胸に何度問い返したのか分からない問いが蘇よみがえる。

（わたしとサラに、どんな違ちがいがあったの？）

　生まれた時から衣食住に困らない暮らしを与あたえられた自分と、悪いことなんて何もしていないのに人生を奪われたサラ。

（生まれた場所が違うだけで……）

　そこには何の努力も関係ない。

　もし、人生の実りがその人がした頑張りによって決まるのなら、幸せになる資格があるのは自分ではなくサラだと、ノアは何度も何度も考えた。

（なのに……）

　許せなかった。納なつ得とくがいかなかった。

　サラを喪うしなって初めて、神さまは理り不ふ尽じんだとノアは思った。

（この世の誰にも、サラの生き様をゼロにする権利なんてない！）

　だから、世界を変えたいと思った。

　だから、この世に存在する理不尽を正す方法を考えた。




　世界を公平にする。




（人が「国」という単位でしか豊かさを配分できない以上、この星から不公平をなくす術すべはただ一つ、世界から国境線をなくすしかない！）

　それが、ノアの達した結論だった。

（世界中がアメリカになってしまえば、どこに住んでいても、どんな肌をしていても、アメリカ人と同じ自由と権利を得る事が出来る）

　それは言い方を変えた世界征せい服ふくだ。

　かまわない、とノアは思う。

（人が国を超こえないかぎり、戦争はなくせない）

（だから、わたしは世界を一つにするのよ、のえる）

（あなたなら分かるでしょう？　サラを喪ったあなたなら）

（のえる、わたしの願いを分かってくれるのは、あなただけなのよ）

　祈いのるような想いを、ノアは込めた。




「……大統領」

　物思いにふけっていたノアの意識を、国防長官の声が遮さえぎった。

「さっそく市場は反応しております。ロンドン、ニューヨークともに円は暴落。シカゴの先物市場でも日経平均が二〇〇〇円を超える下落を始めております」

「お金は素す直なおなものね」

「就任直後の半島統一や、先日のエネスドラ侵しん攻こうが効いているようです」

「わたしは本気の戦ウオー争屋モンガーだって？」

「失礼ながら」

　ふふっ、とノアは口もとに手をあてて笑った。

「それはいい悪評ね。数時間もすれば日本も朝を迎むかえるわ。日本国民がわたしを恐おそれるか、のえるを恐れるか、見ものだわ」

　ノアはふたたびフォトスタンドに目をやった、

「サラ……」

　生まれた国が違っただけで、普ふ通つうに生きることすら許されなかった子。

（サラみたいな子を、二度と生み出してはいけない……！）

　ノアは強く、強くそう想おもった。
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　そのころ、アメリカ東部は夕暮れを迎えようとしていた。

　オレンジ色の太陽が山の稜りよう線せんにかかり、湖を赤く焦こがす。

　ぽつんと一軒けん、湖のほとりに瀟しよう洒しやな館やかたが建っていた。

　ここには摩ま天てん楼ろうの喧けん噪そうはない。人よりも牛馬のほうが多い、穏おだやかな草原である。

　窓のそばで、マスリー・クリューエルは一枚の写真を見つめていた。

　古びた写真だ。

　これまで肌はだ身み離はなさず持ち歩いていたのだろう、写真はところどころで色が褪あせ、折り目がつき、破れている。

　写っているのは家族だ。

　父と、母と、妹。

　今はもう、二度と会うことはない。

「…………」

　瞳ひとみが潤うるんだように見えるのは、夕日の照り返しのせいなのだろうか？

　彼のいた廊ろう下かを、呼び出しのチャイムの音が響ひびき渡わたった。

「ラファエルさまがお呼びだ」

　マスリーは写真を胸にしまい、歩き出した。




　ラファエルは、暖だん炉ろの部屋にいた。




　本を読んでいた。

　見事な白はく髪はつだが、老人というわけではない。

　長い髪かみは衣服の生地に溶とけ込み、あるいは白銀の輝かがやきそのものであるかのようだ。

　瞳には鋭えい利りな生気がある。肌は新雪のように瑞みず々みずしく、息を吞のむほどに美しい。

「日本はどうなっている？」

　足音を察して、ラファエルはマスリーに呼びかけた。

「はい」

　と、マスリーはうなずき。

「日本はパニックに陥おちいっております。首都高速は東京から脱だつ出しゆつする車で数百キロの渋じゆう滞たい。スーパーは買いだめをするために押し寄せた買い物客でケガ人が続出。明日の株式市場は閉へい鎖さを宣言しました」

「ほう、日本国民は自国の総理ではなく、敵国アメリカの大統領を信じたわけか」

　ラファエルは笑った。

「日本のパニックが愉ゆ快かいなのですか？」

「小娘ノアが今ごろ機上で、我々の裏をかけたと喜んでいるだろうと思ってな」

「我コル々ドロンの存在に気づいたのでしょうか？」

「知らぬだろう。知っていれば日本と衝しよう突とつしたりはすまい」

「ではなぜ、日本を」

「ノアは反米勢力が核かくを盗ぬすんだと想定しているのだろう」

「そうです」

「だから日本を併へい合ごうすることで、反米勢力の気を挫くじかせようとしたのだろうな」

　ラファエルは本を閉じると、ソファから立ち上がった。

「アルカンタラへすぐに攻せめ込まなかったところまではよい推理だったがな」

「まさか我々がアメリカの世界支配を期待しているとは思ってもいないでしょうね」

「そういうことだ」

「ラファエル様も意地が悪い」

「なんにしたところで、こちらは通貨ドルを握にぎっている。小娘が我コル々ドロンに気づいたところで、逆らえぬ存在だと思い知るまでのことだよ」

　ククッ、とラファエルは笑った。

「日本の逆転は想定しておらぬのですね」

「マスリー、おまえはこの期ごに及およんで日本が勝てると思っているのか？」

「いえ、ですが可能性としては」

「それは、お前がのえるという小娘を知っているからか？」

「縁えんというほどのものではありません」

「のえるはどうだ？　やってくれそうか？」

　小こ賢ざかしいだけですよ、とマスリーは一いつ笑しようし。

「ただ、しぶとい奴やつではあります」

「そうか、私はてっきりお前が……」

「なんでしょう？」

「たしか、お前の妹も彼女と同じぐらいの年だったはずだ。それでのえるという小娘に感情移入をしているのではないかと思ってな」

「まさか」

「逢あいにはいかぬのか？　妹に」

　マスリーは無言で首を横に振ふり。

「レジスタンスの盛さかんだった村です。米軍の掃そう討とう作戦で滅ほろぼされたあと、行方ゆくえ知れずになったと聞いております」

「そうだったな。お前を拾ったのはイラクだった」

「ラファエル様に従えば、復ふく讐しゆうが果たせると」

「私が憎にくくはないのか？　マスリー」

「どういう意味でしょう」

「湾わん岸がん戦争も、そのあとの戦争も我コル々ドロンが仕し掛かけたことだ。怒いかりがお前の原動力なら、懐ふところに隠かくした銃じゆうで私を撃うつべきだろう？」

　いいえ、とマスリーは首を横に振った。

「ラファエル様はそうあるべき道へ世界を導いているだけです。世に知られることのない、見えざる手で」

「神だと言いたいのか？　私は人だ、ただの人間だ」

「わたしの父母と妹が味わった苦しみを世界中の人間に与あたえてくれるのなら、神でも悪あく魔までもよいのです」

「復讐か、それがお前の」

「わたしは公平を求めているだけです」

「怖こわい男だ」

　つぶやき、ラファエルはマスリーに新しい指令を与えた。

「──わかりました。ただちにウルムスタンへ向かいます」

「楽しそうだな」

　ラファエルは部屋のかたわらに置かれた銀色のジュラルミンケースに目を向けた。

「我々は純じゆん粋すい水すい爆ばくを手に入れた」

　と、マスリーは静かに笑えみ。

「彼らが作り出した核が、彼らの上に落ちる。その日が来るのが待ち遠しいのです」

「核……そうか。お前の妹は米軍の劣化ウＤラン弾Ｕで……」

「サラも浮うかばれると思います」

　胸に秘ひめた写真に写る妹の名を、マスリーは口にした。
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　三日後、

　第二次日米戦争へ!!




米軍、戦力のほとんどをアジアに集結

対日、対ア同時作戦に向けて準備は着々

　ノア大統領は「日本がアルカンタラと手を切らなければ三日後に開戦する」と宣言した。

　米国は世界に派は遣けんしている駐ちゆう留りゆう米軍のほとんどをハワイ、グァム、ディエゴガルシアなどの周辺基地に集結させつつあることを発表し「我が国は同時に二つの戦争を遂すい行こうできるだけの戦力を保持している」と発言。米国はアルカンタラ戦よりも早く、対日戦を始めるつもりでいることが明らかになった。

　いっぽうアルカンタラ政府は「かかる理り不ふ尽じんな疑いをかけられて、膝ひざを屈くつするいわれはない」と米国の要求を断固拒きよ否ひ。しかし行方ゆくえ不明になった米軍機の捜そう索さくと救出を両国で情報交こう換かんを行いながら合同で行うことを提案した。

　対して、米国は「時間稼かせぎの悪あがきだ」と一いつ蹴しゆう。両国の話し合いは平行線をたどっている。

　かたや日本政府の動きはというと呆あきれるほど何もなく、折原のえる総理は官かん邸ていにこもるばかりで何の動きも見せていない。あまりの無策っぷりに各方面で不安の声が相次いでいる。








「確かに、不安だ……」

　家から持ってきた新聞を読みながら、健太はため息をついていた。

　ここは教室である。授業の始まる前、朝の時間だ。

「どうしたの？　健太くん」

　きれいに切りそろえられたショートボブが揺ゆれる。

　優しい顔をして、ほのかが顔をのぞかせた。

「のえるのことが心配で……」

「心配だよね。こんなことになっちゃって、戦争なんて……」

「のえるがまたよからぬことを考えてそうで……」

「まさか！」

　信じられないとでも言いたげに、ほのかは首を振ふった。

「いくらのえるさんだって、こんな時に悪ふざけなんて……」

「甘い、甘いよ、ほのかちゃん」

　健太はこれ以上ないほど、真しん剣けんな顔をして。

「ほのかちゃんはのえるのことがぜんぜん分かってないよ。のえるはマジで子供なんだ。シャレにならない時ほど、バカなことをしたがるんだ……」

「健太くんっ！」

　ほのかは怒おこった。

「のえるさんはそんな人じゃありません！　ふざけていい時とよくない時の見み極きわめぐらいつく人です！」

「……そうかなぁ？」

　健太は首をひねった。するとほのかは「めっ」と怒るような顔をして。

「当の健太くんが信じてあげなくてどうするんですか！」

　ほのかのあまりの剣けん幕まくに、健太はたじろいで。

「……う、うん。そうだね、僕が信じないとね」

「そうですよ！　学校が終わったら、応おう援えんに行きましょう！」




　──で、放課後だ。

　健太とほのかは首相官邸を訪れた。

　いちおう相手は総理大臣である。健太は執しつ務む室に入る前にドアをノックした。

「のえる、激げき励れいに来たんだけれど……」

「このっ、米国アメリカめっ！」と、ドアの向こうから彼女の声が。

「のえるっ！　何やってるの!?」

「ちょっと待ってて！　いま、米国を倒たおしてる最中なんだから！」

「ええっ!?」

　たまらず、健太は扉とびらを開けた。

　のえるはテレビの前でガッツポーズをあげていた。

「勝った！　米国に勝ったわ!!」

　ゲームの中で。

　画面の中では、バスケのワールドカップで日本チームが米国を撃げき破はしていた。

「ゲームで勝ってるだけじゃないか!!」

「なに言ってるの健ちゃん。バスケの世界じゃ米国を倒すの大変なんだから」

「だから何だってのさ!?」

　パチッ。

　健太はゲーム機の電源を抜ぬいた。

「うわっ、ワールドカップを勝ち抜いたデータがなくなっちゃった！」

「日本がなくなっちゃう事態なんだよ!?」

「だから現実逃とう避ひしてたのに……」

「総理が現実逃避してどうするんだよっ!!」

「総理大臣も一いつ介かいの人間、弱さを見せることもある」

「こんなときだけ凡ぼん人じんぶらないでよ！」

　あははははは。

　のえるは豪ごう快かいに笑い飛ばして。

「ていうか、本気になった米軍に勝とうって考えるほうが間ま違ちがいよね」

「開き直る気!?」

「まー、なるようになるわよ。つまり、なんともならない」

　あははははは。

　のえるは笑うばかりだ。

「アメリカの開戦予告日まで三日だよ！　三日で日本がなくなっちゃうんだよ!?」

「……健ちゃん」

　のえるがグッと顔を寄せてきたから、健太はドキっとなった。

「な、何だよ……」

「あたしがマトモなことなんて考えてると思う？」

「うわー、やっぱり！　何も考えてないんだ～～～～っ!!」

　ほのかは健太に謝った。

「ごめんなさい……。健太くんの言う通りだったね……」

「当たってたのにぜんぜん嬉うれしくない～～っ！」

「さーて、あたしはテレビでも見よっかな」

「うわ、のえる、仕事する気がまるでないし！」

　健太はソファに深々と座りこんだのえるからリモコンを取り上げようとした。

　と、だ。

　のえるが変えたチャンネルに、米国議会の中ちゆう継けいが映っていたのだ。

『──いま、平和を口にすることが、はたして友のためでしょうか？』

「ノア!?」

　演説台にノアが立っていた。

　アメリカでは大統領が議会に現れることはめったにない。

　こんな時に演説をする理由があるとすれば、答えは一つだ。

　のえるはつぶやいた。

「戦争予算を承しよう認にんしてもらうための演説ね」

　民主主義を実じつ践せんする国はそれぞれ、自国の最高権力者を暴走させないためのシステムがある。

　アメリカの場合、宣戦布告を決議する権利は議会が握にぎっていた。

　いくら大統領が開戦したくても、議会がそれを許さなければ戦争は始められない。

　それがアメリカなりの戦争抑よく止しシステムだった。

「じゃあ、米国の議会がノアに反対したら！」

　健太が希望を見いだしたように顔を明るくさせた。

「それはどーかなー」

　のえるは首を横に振ふった。その向こうでノアは力強く演説を続けている。

『かつて米国と日本は友でした。鎖さ国こくをして、近代化から目を背そむけていた日本の扉を開いたのが我々の偉い大だいな祖先の一人、ペリー提てい督とくでした』

「……アメリカは西太平洋でクジラ漁をするための寄港地が欲しかっただけなんだけどね」

　のえるは半眼でつぶやく。

『我々は日本と良好な関係を結び、日本は近代化の道を歩み始めました』

「欧おう米べいにばかり都合のいい、不平等条約だったんだけれどね」

『日本がファシズムと手を結び、近きん隣りん諸国を次々と侵しん略りやくする間もアメリカはそれを見過ごして参りました』

「他の国に言われるならともかく、同じ頃ころにフィリピンやハワイを侵略してたアメリカに言われるとねえ……」

『その結果はどうだったでしょう？　第二次大戦です！　ヨーロッパの友たちはナチスに対して同じ過あやまちを犯おかしました。いま、日本は同じ過ちを繰くり返そうとしています。ナショナリズムの昂こう揚よう、極右勢力の躍やく進しん、かつての大戦前と同じ危険に我々は直面しております！』

　壇だん上じようで、ノアは拳こぶしを握りしめた。

『友が罪に手を染めようとしている時に、友だからという理由で見て見ぬふりをすべきでしょうか？　否いな！　断じて否です。友だからこそ、止めるべきです。私は決して戦争を望んではいません。開戦期限までに日本がテロ国家との連合を止やめ、正義の世界に戻もどることを選べば、私は振り上げた拳を下ろすことをためらいません』

　わたしが言いたいことはただ一つ、とノアは拳を上げ。

『偉大な力を持つものには使命がある、ということだけです！』

　議会は爆ばく発はつするような拍はく手しゆに包まれた。

　与よ野や党とうを問わず議員という議員が立ち上がり、歓かん声せいをもってノアを祝福した。

「ＵＳＡ！　ＵＳＡ！」

　ここはスタジアムかコンサート会場かと言わんばかりの熱ねつ狂きようで、議員たちが拳を振り上げ出した。みんないい年をしたおじさんおばさんだろうに、実に元気なものである。

　それを見て、のえるは予想通りだったのか。

「ほらね」

　たまらず、健太は頭を抱かかえた。

「日本はどうしたらいいんだ～～～～っ！」

「あきらめる」

「あきらめてどーするんだよ!?」

「ひたすら現実逃とう避ひする」

「三日後には戦争が始まるんだよ!!」

「ま～、このままやられっぱなしってのは癪しやくね」

　かりかり、と頭をかきながら、のえるはうなずいた。

「健ちゃん、長官に電話を頼たのんで。国連事務総長にこのメッセージを伝えてって」

「うんっ、なんて言えばいいの!?」

「日本が脱だつ退たいしたら、誰が国連の予算を払はらうの？　って」












　国連、対日戦反対決議を上程




国連事務総長声明「米国は考えを改めよ」

世界各国からも賛同の声。決議は可決へ

「無益な争いは避さけるべきだ。米国こそ冷静になって、話しあいのテーブルにつかなければならない」と国連事務総長が戦争回かい避ひへの働きかけを開始した。緊きん急きゆうアピールを受けて、各国は戦争回避に賛成の意を表明、その数は現在一〇〇カ国を超こえている。緊急国連総会は米東部時間で今晩開かれることになっているが、多数決で採さい択たくされるこの国連決議案は、すでに賛成を表明している国が多数を占しめていることから、間ま違ちがいなく可決される見通しがついている。








「のえる…………っ！」

　届けられたニュースペーパーを読みながら、ノアは苦虫をかみつぶしたような顔をした。

　朝食を兼かねたブリーフィングである。そばにいたオリバー国務長官が報告書を読み上げた。

「日本は国連予算の約二〇パーセントを負担している立場を利用して、事務総長を脅おどしたそうです」

「……あの子のやりそうなことだわ」

　呆あきれた顔をして、ノアはミルクを口にする。

「一〇〇カ国といっても、そのほとんどは日本が普ふ段だんから多額の援えん助じよをしているアジア、アフリカの小国なのですが、国連総会は一国一票である以上、可決をひっくり返すのは困難かと」

「また金の力で……！　あの国は!!」

　ノアの脳のう裏りに、札束をはじいて愉ゆ快かいな顔をしているのえるのイメージが浮うかんだ。

　やりそうなことだ。のえるなら充じゆう分ぶんにやりそうなことだ、とノアは思った。

　ムカムカと怒いかりが胸の奥から沸わき立ってきた。

「あの子は……、まだ分からないの？」

　いらだちが口をついて漏もれる。

「国連憲章第五三条を盾たてに、投票を止やめさせるという手もありますが」

「やらせておきなさい」

「よいのですか？」

　かまいません、とノアはうなずいた。

「いい気になってる連中に、格の差を思い知らせてやるのです」






　米国、拒否権発動！




大統領「何があろうと

我々は正義を断行する」

開戦予告まであと二日！

第二次日米戦争不可避へ

　昨晩、国連総会において圧あつ倒とう的多数で可決された対日戦反対決議は、その日のうちに国際紛ふん争そうについて討議する安全保障理事会にかけられることになったが、その場において、米国は「拒否権」を発動し、一いつ瞬しゆんで決議を葬ほうむり去った。

「拒否権」とは第二次大戦の主要戦勝国であるアメリカ、ロシア、中国、イギリス、フランスのみに認められた特別な権利だ。大きな国も小さな国も平等に一票を持ち、多数決で物事を決める国連において唯ゆい一いつ、その決定事じ項こうを自由に破は棄きすることが出来る。

　安全保障理事会は拒否権を持つ上記の五大国の他に、各地域の代表一〇カ国が参加しているが、日本は理事会への参加資格をもっておらず、米国の横暴に対して、何の抵てい抗こうも出来ないままに終わってしまった。








「まあ、しょせん日本は国連の『敵国』だしね…………」

　肩かたをすくめて、のえるは笑った。

「笑いごとじゃないよ──っ！」

「……だから、国連に大きな期待なんて初めからしちゃダメなんだってば」

　のえるは手をひらひらとさせて。

「関ヶ原で負けた大名は江え戸ど時代のあいだ、ずっと外と様ざま扱あつかいだったでしょ？　それと同じ。幕府が潰つぶれて、明治政府が出来るまでは日本はずっと外様なのよ」

「毎年、毎年、国連にたくさんのお金払はらってるのに？」

「罰ばつ金きんみたいなもんだと思えば？　六〇年前にアメリカに逆らった」

「そうなんだ……、罰金なんだ……」健太はがっくりと肩を落とし。

「社会科の授業じゃ、国連って素す晴ばらしい組織だって書いてあったのに……」

「なぁんだ健ちゃん。一四にもなってまだ教科書に書いてあること鵜う吞のみにしてたんだぁ」

「だって、教科書には……」

　はっはー、とのえるは笑いとばし。

「教科書には、大人に都合のいい情報しか書いてないものなのよ！」

「世の中は間ま違ちがってる～～～～！」

「だからあたしは勉強をしない！」

「それはもっと間違ってるよっ!!」

「もーっ！」

　隣となりにいたほのかが、両手をぐーにして怒って。

「のえるさんも健太くんも、真面目に考えて下さいっ！」

「さすが副総理」

　のえるは褒ほめた。

「副総理じゃありませんっ！」
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「決めた。日本のことはほのかちゃんに任せた。あたしは海外に行く！」

「逃にげる気っ!?」

　健太がうろたえた。

　するとのえるはじとーっと軽けい蔑べつをするような目をして。

「…………健ちゃんが普段から、あたしのことをどれだけ信じていないか、よおく分かったわ」

　遠い目を、のえるはした。

「だって今、日本を飛び出してどこに行くんだよ!?」

「目には目を、国連には国連よ」

　のえるは席を立つと、ハンガーにかけておいたジャケットを羽織った。

「ニューヨークに行くの？」

「別の国連に行くの」

「別のって……」

「国連だけが国連だと思ったら甘いんだから」




　　　　５




　ウルムスタンは日本より南に位置しているが、国土の多くが山さん岳がく地帯にあるため、平均気温は日本よりも低い。冬が始まる前から岩いわ肌はだは雪ゆき化げ粧しようを始めている。




　ウルムスタンであって、ウルムスタンではない領域があった。




　そこには、何重にも張り巡めぐらされた柵さくがある。

　看板には英語とアラビア語で『立入禁止』と書いてあった。

　その向こうを、黒いコートを身にまとった男が歩いている。

　マスリー・クリューエルだ。

　彼の先を、軍服姿の男が歩いている。

　空を舞まい落ちてくる雪とは正反対に浅黒い肌をしていた。

　階級は中ちゆう佐さ。制服に付けられたバッジで分かる。

　ドレッド・ストーン中佐。れっきとしたアフリカ系アメリカ人だ。

　ここは米国がウルムスタン政府から接収した軍事基地である。

　降り積もった雪を踏ふみしめながら、二人は目的の場所に向かっていた。

　ドレッド中佐は、あるひとつの巨きよ大だいな倉庫の前で止まり。

「ここです」

　白い息を吐はきながら、ドレッドはＩＤカードをエントリーに差し込んだ。

　乾かわいた電子音のあと、鉄てつ扉ぴが音を立てて開き始めた。

　扉とびらの隙すき間まから、凍こおった靄もやが滝たきのようにこぼれ、地面に広がっていく。

　それを見て、マスリーは感心するような声をもらした。

「外よりも冷やしているのか。もう充じゆう分ぶんに寒いだろう？」

「デリケートな子でして」

　軽く笑い、ドレッドは中へ入ってゆく。

　倉庫は暗い。けれど、言われるままにマスリーは足を踏み入れた。

　暗くら闇やみに目が慣れると、おぼろげに見えていたものがはっきりと輪りん郭かくを露あらわにしていった。

「……これが、炭たん疽そ菌きん爆ばく弾だんか」

　見た目には細い、きわめて細長い銀の筒つつに過ぎない。

「おかしなものだな」

　にやり、とマスリーは口の端はしに笑えみを浮うかべた。

　むろん、皮肉である。

「米国はジュネーブ議定書を批ひ准じゆんしているはずだが」

　生物化学兵器の使用を禁じた条約のことだ。

「ここは米国領ではありませんからな」

「米国が批准した条約の効力外、と言い張るつもりか。ウルムスタン政府にはこのような兵器を持ち込んでいることを何も知らせていないのにか？」

「問題ありません」

　詭き弁べんだな、とマスリーはつぶやいた。

「正義の御み旗はたを立てれば何をしても許されると考えている、米国らしい発想だ」

「おやおや、『国防長官直属の政務官』としてはずいぶんと不適切な発言ですね。マスリー一級補ほ佐さ官」

「こんなものを目にすればおかしくもなるさ。芽が胞ほう形成が始まれば半永久的に環かん境きよう汚お染せんが続くことになる。核かく以上の兵器だ。正気を疑う」

　簡単ですよ、とドレッドは腕うで組ぐみをした。

「ここは米国ではない。よその国で作って、よその国で落とせば、我が国アメリカには何の危険もない。万が一、敵国の工作員に爆弾を破は壊かいされたところで、汚よごされるのはウルムスタンの国土です」

　ははっ、とドレッドは歌うように笑い。

「そんな爆弾がここにあることはウルムスタン政府も知らない。我らの大統領ノアも知らない。哀あわれな前大統領ロバートは、あとで知らされ、ラファエル様の罠わなに落ちた。さて、現大統領ノアはどう出るか」

　まるで明日の天気を占うらなうような陽気さで、ドレッドは爆弾のまわりを回った。

　対して、マスリーの目は冷ややかだ。

「従うしかないさ、彼女ノアが我コル々ドロンの存在に気づいた時はもう終わっている」

「まるで運命ですな」

　そうだな、とマスリーはうなずき、手て袋ぶくろを脱ぬいだ手で冷たい爆弾に触ふれた。

「運命を前に、人に出来ることなど何もない」
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　あくる日、のえると健太はジュネーブ国際空港に到とう着ちやくした。

　ドイツの南、ヨーロッパの真ん中にある永世中立国、スイスの首都である。

「日本が大変な時なのに、なんで、こんなところに来なくちゃいけないんだろうか…………」

　健太の頭の中は疑ぎ問もん符ふでいっぱいだ。

「あ、タクシーみっけ。健ちゃん、こっちこっち！」

　健太の手を引っ張って車に乗り込んだのえるは開口一番に。

「おじちゃん、国際連盟に行ってほしいの」

　と、住所の記されたメモを渡わたした。

「のえる、コクサイレンメイって何？」

　目を点にする健太に、のえるは説明を開始した。

「第二次大戦より前から存在した、国際連合より歴史のある組織よ」


　国際連盟（League of Nations）とは、西せい暦れき一九二〇年に発足した史上初の国際平和機構である。



　発足当初の理事国はイギリス、フランス、イタリア、日本の四カ国で、参加を断ったアメリカは関係していない。本部は特定の国の利害に振ふり回されぬよう、永世中立国を宣言したスイスのジュネーブに置かれることになったが、第二次大戦の防止に失敗。大戦後に世界の覇は権けんを握にぎったアメリカがニューヨークに国際連合を設立したため、国際平和機構としての役割を国際連合に譲ゆずることとなった。

「そんな組織があったんだ……」

「今は、やることもなくて町外れのビルに事務所があるだけって聞いたけれど……」

　確かにそれは、うら寂さびれたオンボロビルだった。

　元は白かっただろう壁かべはうす汚れた灰色で、配管は赤さび、塗と装そうがはげ落ちたところからは亀き裂れつが走っている。

「地じ震しんが起きたら、すぐにペシャンコになりそうな建物ね」

「ホントにここが国際組織なんだろうか……」

　健太は不安に顔をゆがめながらも、タクシーを降りたのえるの前に出た。

「いちおう僕は補佐官だから」

　言って、健太はドアを開く。

「すみません、日本政府の代表として来たのですが」

　中は、ホントに田舎いなかの役場みたいにのんびりとした雰ふん囲い気きだった……。

「なにか用かね」

　話しかけてくれたのは、受付に座っていた丸い眼鏡めがねをかけたおじさんだ。

「ウチの総理大臣が話があると」

「そうりだいじん？」

「ええ、折原のえる総理大臣です」

　と、健太の背後からのえるがちょこんと首を出した。

「本物っ!?」

　おじさんが仰ぎよう天てんするや、他の職員たちも次々に立ち上がりだして。

「総理大臣が来た！」

「本当？　本当の首相なのっ!?」

「首脳が一体ここに、何をしにきたんだ!?」

　みんな、口々にあわてふためくばかりだ。

「一体って……、ここ、国際組織なんでしょ？」

「うう～ん」

「うわ、ザウバーが気絶した！」

　あまりの衝しよう撃げきに口から泡あわを吹ふいて倒たおれる職員までいて。

「救急車！　救急車を呼んでくれ～～～～！」

　なんか、大おお騒さわぎになった。

「のえる、……来るトコ、間ま違ちがえたんじゃ」

　健太が聞くと、おじさんも困ったように頭をかいて。

「本物の政治家が訪れたのは何十年ぶりなもので………………」

「……時間ないのに飛行機で一八時間もかけて。のえる、こんな所でいったい何する気だったのさ!?」

　するとのえるは、にぱっとイタズラっぽい笑えみを浮うかべておじさんに顔を向けて。

「あのね、一つ、採さい択たくして欲しい決議案があるんだけれど……」









　国連、米国に大量破壊兵器査察決議




国際連盟、名指しで米国を批判

世界で一番、大量破壊兵器を持っているのは米国！

　スイス・ジュネーブに本部を置く国際連盟が、核かくを含ふくめた大量破壊兵器をもっとも所持しているのは米国であると激しく非難、他国を取り締しまる前に自分たちの軍事力を取り締まるべきだと査察決議を採択した。

　決議によると「米国は査察団にあらゆる軍事施し設せつへの立ち入りを許可し、どのような種類の大量破壊兵器をどれだけ所持しているかを調べさせること」とあり、先日、米国がアルカンタラに突つきつけた最さい後ご通つう牒ちようと同一の内容となっている。

　また、国際連盟に決議の採択を提案した折原総理は「これがお互たがい様ってもんでしょ？　まあ、どっちがたくさん大量破壊兵器を持っているかなんてのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだけどね！」と笑い飛ばした。








「ふざけたことを!!」

　ノアはニュースペーパーを破り捨てた。

　そんなノアとは対照的にオリバー国務長官は冷静な顔で。

「国際連盟から査察団の入国申しん請せいが来ておりますが」

　査察団ですって、とノアは鋭するどい目つきをして。

「断固として拒きよ否ひしなさい！　決まってるでしょ!!」






　開戦予告日、来る！




米国全艦隊、日本に向けて出撃！

折原総理帰国、

しかし動きなし！

　米国は国際連盟の大量破壊兵器査察団の入国を拒否した。

　ノア大統領は、決議採択を主導した折原総理に対する態度をかたくなに硬こう化か。アルカンタラ近海に移動させていた艦かん隊たいまでもが日本へと派は遣けんされることとなった。

　開戦予告時間は米国東部時間本日午前〇時（日本時間東京午後二時）である。

　だが、帰国した折原総理は何の動きも見せようとはしない……。








　首相官かん邸ていである。執しつ務む室である。

　きっぱりと、力強くのえるは腕うで組ぐみをして。

「まったく打つ手なしね!!」

「そんなこと堂々と言われても困るよ、のえるっ！」

「だって健ちゃん、あっちは自衛隊が届かない場所からミサイル撃うってくるのよ。相手にならない、相手にならない。こっちが」

「それはそうだけど～～～～」

「……総理」

　官かん房ぼう長官だった。つらい顔をしていた。表情から声こわ音ねから苦く渋じゆうが満ち満ちているのが分かる。

「どうしたの？」

「総理のお気持ちはお察しいたしますが……」

　長官の言わんとしていることを、のえるは先回りで口にした。

「アルカンタラを見捨てろって？」

「まことに申し上げにくいことではあるのですが……」

　長官、とのえるは釘くぎを刺さした。

「その言葉をもう一度クチにしたらクビよ」

「しかし！」

「長官はアメリカを信じるの？」

　強い意志を帯びたまなざしで、のえるは長官を見み据すえた。

「………………………………………………………………」

　いいえ、と長官は首を振ふった。

「なら、黙だまって従うわけにはいかないでしょう？」

「ですが！　総理の肩かたには日本国民の命がかかっているんですよ！」

「分かってるわ」

「分かっておりません！　総理はまったく分かっておりません！」

「分かってるわよ。ちゃあんとあたしは……」

　言いかけた時だ。のえるの携けい帯たいが鳴った。

　着信音で分かる。シャイニィだった。

『のえるっ！　わたしのことはかまいません、敵に回ってくださいっ！』

「なに焦あせってるのよ、シャイニィ」

『元はわたしの国が付けられた言いがかりです。日本を巻き込むわけには参りません』

「なによ、らしくないわね。天ナチ然ユラルに人をトラブルに巻き込むあなたが」

『ノアは本気です。逆らう人には容よう赦しやしません、そういう人です』

「でしょうね」

『分かっているなら！』

「ノアはきっと、日本にもアルカンタラを攻せめる軍隊を出せって言ってくるわ」

　一いつ瞬しゆん、受話器の向こうでシャイニィが言葉を失った。

『…………それでも、かまいません』

「ダメよ。あたしは日本も守るし、アルカンタラだって守るわ」

『どうやって守るんですか!?　いくらのえるでも、米軍を倒たおすなんて！』

「アルカンタラは核かくを盗ぬすんでいないんでしょ？」

『はい、誓ちかって』

「なら、いいの」

『でも、このままでは日本のみなさんを……』

「安心して、シャイニィ。あたしたちは助かるから」

「ど、どうやって!?」

　目を点にして驚おどろいたのは健太だ。

「簡単よ、健ちゃん、そんなことも分からないの？」

「分からないよ、分かるもんか。打つ手なんか何もないじゃないか！」

「あたしはアルカンタラを守るし、日本も守る。血は一滴も流さない」

　はあっ？

　健太は顎あごが落ちそうになった。これまでもさんざんのえるの言ってることが理解できなくて頭が真っ白になってきたが、今回の今回は極めつきだった。

「この状じよう況きようでどうやって!?　ノアを止めるなんて、日本を守って、アルカンタラも救うなんて。そんなの天変地異が起こったって無理だよ！　艦かん隊たいだって迫せまってるんだよ！　戦って勝てる相手じゃないって、さっき、のえるも言ったじゃないか！」

「言ったわよ」

「じゃあ、どうやって米国に勝つんだよ！」

「初めから、米国に勝てるなんて思ってないし」

「思ってないの!?　思ってないのに米国に逆らったの!?」

　あまりの訳の分からなさに健太は頭を抱かかえた。

　かたやのえるはのびをするように背を反らすと、両手を頭の後ろで組んで。

「ちょっとばかりノアをおちょくって、時間稼かせぎが出来ればな～って思ってただけなんだから。初めっから勝つ気なんてナッシング！」

「ええ────────────────────────っ！」

「そーゆーわけで日本は降こう伏ふくします。よろしくっ」

　のえるはにっこりと笑った。

　実に無む邪じや気きな、無邪気な顔で。
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　ハワイと言われて思い浮うかぶのは、カメハメハ大王の像が建つワイキキビーチだろうか。

　そのワイキキから車で三〇分ほど西に向かったところにあるのが、かの真パール珠湾ハーバーだ。

　今から数十年前に、日本がアメリカとの戦争の口火を切った場所である。

　小さな港だった。歴史的印象とは正反対に驚くほど小さな港である。

　湾わんの中央には小さな島があった。

　そのそばに一隻せきの戦せん艦かんと、真っ白な記き念ねん碑ひが建てられている。

　真っ白な記念碑は、真しん珠じゆ湾わん攻こう撃げきで日本が沈しずめた戦艦アリゾナを慰い霊れいするためのものだ。

　その碑を守るように存在する戦艦ミズーリは、第二次大戦が終結し、日本の降伏文書調印式が行われた戦艦である。

　つまり、この場所には戦争の始まりと終わりが集約されていた。

　日本の降伏文書調印式の場所として、ノアはこの地を選んだ。

　場所は真珠湾に面したアロハスタジアム。ミズーリの甲かん板ぱんからも見ることが出来る野球場だ。

　スタンドを埋うめ尽つくす米国民の視線と、世界中から駆かけつけた報道陣じんがカメラを向ける中心にのえるとノアの二人がいた。

「ありがとう」

　のえるが降伏文書にサインを終えるのを見届けると、ノアはそう言って演台に立った。

　大統領の声を聞き逃のがすまじと、ざわめきが静せい寂じやくへと変わる。

　みなさん──、と一いつ拍ぱくを置き、ノアは観衆を見上げた。

「いったい、歴史とは何でしょうか？」

　数万人の──テレビの前にいる数億人の観客を前に、ノアは言葉を続ける。

「歴史とは血の物語です。我々の国もまた争いから誕生し、争いによってつづられてきました。わたしたちは一体いつまでこの繰くり返しを続けなければならないのでしょうか」

「……………………」

　演台の隣となりで、のえるはノアを見つめている。

「わたしは今日、ここに歴史を終わらせることを宣言します」

　バックスクリーンに新しい国旗が表示された。

　赤地に白のストライプの中に地球が浮かぶ。

　それはアメリカが地球を包み込んでいるようでもある。

　それはノアのイメージそのものだ。

「六〇年前、偉い大だいな父たちが平和を誓ちかったこの場所で、わたしは今、新しい歴史への一歩を踏ふみ出します。それは戦いの歴史を終わらせるための戦いWar for the End of Warを開始することです！」

　言って、ノアは両手を高く広げた。

「今日、この地より、すべての国境線が消えたとき、この星の戦いの歴史は幕を閉じます。わたしはここに平和を希求するすべての国に新たな米国USAへの参加を呼びかけます！

　ユナイテッド・ステイツ・オブ・オールUnited States of All。生まれた国も肌はだの色も関係なく、すべての人が同じ自由と権利を持つ、すべての国による合衆国です！」

　と、バックスクリーンに「ＵＳＡ」の文字が浮かんだ。

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお。

　スタジアムを埋め尽くす観衆から、地じ響ひびきのような雄お叫たけびと拍はく手しゆが沸わき立った。

「降伏してくれてありがとう」

　ノアはのえるに向かって微笑ほほえんだ。

「のえる、あなたにも手伝って欲しいの、歴史を終わらせるための戦いを」

「…………」

　のえるは答えない。

　ただ握あく手しゆを受け取るだけだ。

「ＵＳＡ！　ＵＳＡ!!」

　鳴りやまない愛国者たちの声がスタジアムを包み込んでいた。












　拡大ＵＳＡ誕生




アメリカ合衆国、日本併合へ

新米国は、日本の四七都道府県を含めた一〇〇州に

　ハワイ、オアフ島において調印された式典において、ノア・オルブライト大統領は現在の合衆国を解体し、より発展させたカタチである「拡大ＵＳＡ構想」を宣言した。


　拡大ＵＳＡ（United States of All）は現在の米国五〇州に日本の四七都道府県、そして米国領でありながら州への昇しよう格かくを見送られていたプエルトリコ、マリアナ、グァムの合計一〇〇州でスタートする。

　ノア・オルブライト大統領は「拡大ＵＳＡ（United States of All）は、参加を希望するすべての国に対して平等に門戸を開く」ことを宣言。

　条件としては「保有するすべての軍事力の破は棄き」



　すでにカナダ、メキシコなどの米国と隣りん接せつする諸国を始め、多くの国が拡大ＵＳＡへの参加を検討し始めている。




















　バベルの塔とう




　方はこ舟ぶねから出たノアとその子孫たちは西へ東へ広がっていった。

　このときはまだ、人々は一つの言葉を話しており、一つの民族だった。

　ノアの子孫たちが開かい拓たくした土地の一つに、シンアルという街があった。

　シンアルの人々は、これ以上、世界はバラバラになるべきではないと考え、シンアルを世界の中心とすべく、天まで届く建物を作ろうと考えた。

　後に、バベルの塔と呼ばれる塔である。







　　　　１




　いっぽう、日本ではアメリカに旅立つのえるのお別れ会が開かれることになった。

　お別れ会といっても、ほのかが集めたごくごく身内のパーティである。

　ほのかが呼んだのは、のえると健太の他ほかに、忍しのぶ、さくら、木き佐さといつもの面々だった。

「なんで私が……」

　木佐はとびきり不服そうな顔をのえるに見せた。

「……とかなんとか言っちゃって、あたしの顔が見られなくなると寂さびしいんじゃないの？」

「厄やつ介かい払ばらいできてせいせいするぐらいだ！」

　しかし、隣となりにいた忍はしょんぼりと肩かたを落としていて。

「寂しくなるな」

「うっ、うっ、行かないでください……」

　さくらに至ってはハンカチがぐしょぐしょになるぐらい泣いていた。

「やー、あたしも行きたくないんだけれどね、アメリカ議会の下院議長に命じられた以上、仕方なくね、仕方なく…………」

　のえるは頭を搔かきながら、弁解する。

「ん？　なんだその付ふ箋せんはりまくりの本は」

　木佐はのえるのバッグのポケットからはみ出している一冊の本を見つけた。

「あ、これ？　なんでもないなんでもない」

　と、いかにもごまかし笑いをのえるが浮うかべたものだから、隣にいた健太は疑いを抱いだき。

「あやしい」

　と、ポケットの本を引き抜ぬいた。

「これだけ見れば全部ＯＫ！　ディズニーワールド徹てつ底てい攻こう略りやく…………」

　フロリダ州にある世界最大のテーマパーク、そのガイド本であった。

「アメリカを満まん喫きつするつもり満々なんじゃないか！」

「フロリダだけじゃないのよ。カリフォルニアにもディズニーのテーマパークが二つもあるのよ。それにアメリカからならパリにも近いし」

「少しは日本を名な残ごり惜おしもうよ……」

「あ、そういえばそうよね。健ちゃん、ありがと、大事なことに気付かせてくれたわ」

「だろ」

「日本にいるうちに香ホン港コンのディズニーランドにも行っとかなくちゃね！」

「キミの頭の中にはそれしかないのか！」

　やれやれ、と木佐は肩をすくめて。
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「悪いことは言わん、折原、日本に残れ」

「あらま。センセ、あたしのこと好きになっちゃった？」

「違ちがうわ！」

　叫さけび、木佐は頭を抱かかえた。

「心配だ……、日本の評判が落ちやしないか心配だ……」

「のえるさん、アメリカに行ったら何をするつもりなんですか？」ほのかが聞いた。

「せっかくあっちの学校に通うんだし、新しい部活でも始めようかしら？」

「どんな」

「そうねえ」

　と、のえるは人差し指を唇くちびるに当てると、しばし考え込み。

「ただの人間には興味ありません」

「の、のえる、その台詞せりふ、まさか……」

「世Ｓ界を折Ｏ原のえるのしＳたいようにさせる団、略して……！」

「略しちゃダメ──っ！」

　最後の最後まで、ホントに困った娘むすめだった。
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　人の本音がもっともよく出るのは顔ではなく声だという。

　それを今、ハミッドは痛いほど感じていた。

『お断りします』

　まるで、うざいセールス電話に応じるような態度。

　受話器の向こうから聞こえてきたリース国防長官の冷たい声に、ウルムスタン大統領ハミッドは受話器を持つ手を震ふるわせていた。

「ノア大統領に至急、問いただしたい情報があるのだが」

『閣下は晩ばん餐さん会に出ておられます』

「電話を回してもらえばよいことだろう」

『閣下は米国にとって重要な方々と会食中です』

　言外に込められた皮肉に、ハミッドは腹の底からわき上がってくる屈くつ辱じよくを覚えた。

（ウルムスタンはどうでもいいということか！）

　ハミッドは怒いかりを抑おさえ、つとめて冷静な声で。

「我が国の米軍基地に、国際条約で禁止されている兵器が移送されているという情報がある」

『存じません』

　にべもない、拒きよ絶ぜつ。

「確かな筋の噂うわさだ」

　噂は噂でしょう、とリースは笑い。

『そのような下らぬ情報に振ふり回されぬことですな。ご自身の未来のためにも』

「どういう意味だ！」

『仮にそのようなものがウルムスタンにある米国基地にあるとして、あなたにそれを確かめるだけの力がおありになるのですか？』

　リースの冷たい声は、冷ややかな笑いに変わっていた。

『米国に逆らった国がどうなったか。忘れてしまっているのなら、今すぐあなたのいる官かん邸ていの窓の外を見てみることですな。あなたの国がどうなったか』

「な……、貴様っ！」

　ハミッドの怒ど鳴なり声は届かなかった。

　通話は切られたからだ。

　にべもなく、一方的に。

「……………………！」

　ハミッドは受話器を強く握にぎりしめた。

　肩かたをぶるぶると震わせながら。

　怒りをこらえるように、受話器を強く強く握りしめた。

「ウルムスタンは貴様らのゴミ捨て場ではないッ……！」

　うめき、また震える。

「どこまで……、いったいどこまで人を愚ぐ弄ろうすれば気が済むのだッ……！」

　足りないのは、力だった。
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　たしかに、このときノアはホワイトハウスにはいなかった。

　大統領官邸ほど近くにあるホテルで開かれていた、アメリカの勝利を祝う晩餐会に招かれていたからだ。

　演台に上がった紳しん士しが、グラスをかざしながら挨あい拶さつをしていた。

「地球が一つになり、一つのルールで動く。商売をやるものにとって、これほど素す晴ばらしい世界があるでしょうか！　我らが大統領に乾かん杯ぱい！」

　どっと沸わく参加者たちの手に掲かかげられたグラスが、乾杯の唱和と共にあちこちで鳴る。

　ノアは、前大統領のロバートとグラスを鳴らしていた。

「先日は東京で失礼なことをしましたわ、せっかくお越こしいただいたのに」

　かまわぬさ、とロバートはうなずき。

「それより日本を屈くつ服ぷくさせるとは、驚おどろいた。あの娘を」

「のえる、ですか？」

「キミは知っているだろう、私がした愚おろかなことを」

「あなたはのえるを相当に買っておられますね」

「キミも彼女のえるには期待しているように思えたが」

「そんな時もありましたわ」

「……そういえば、彼女の姿が見えないな。彼女も米国の一員になったのだ。招待状は出してあるのだろう？」

「フロリダですわ、あの娘むすめは」

　呆あきれ果てた顔でノアが肩をすくめる。

「米国民になった途と端たん、さっそくディズニーワールドか。彼女らしい」

　愉ゆ快かいそうにロバートは笑った。

「幻げん滅めついたしました。まさか、あんな下らない要求しかしてこないとは」

「日本を合がつ併ぺいするときに出してきた要求のことかね」

　そうですわ、とノアはため息を吐ついた。

　のえるが出してきた要求とは、こうである。







１．自分のえるにしかるべき地位を与あたえること。

２．日本の国会議員たちのために、米国議会にしかるべき議席枠わくを用意すること。










「それでのえるには下院議長のポストを与えたのかね」

「議長なんて、聞こえはいいですが、特に権力があるわけではありませんから」

　たとえるなら、学級委員長のような立場だと思えばいい。

　いろいろと仕事はあるのに、多数決には参加できず、その結果には従うしかない。

　議長もそうだ。

　中立的立場という理由で、賛否同数の場合を除いては議決に投票することも出来ず、そのくせ議会が開かれている間は欠席することも出来ない。

　ぶっちゃけた話が名めい誉よ職だ。

　なんで上院ではなく下院議長なのかというと、上院議長は副大統領が兼けん務むするポストだからである。

「皮肉のつもりで提示したら、喜んでＯＫしましたわ」




『そーゆー、仕事しなくても偉えらいポストが欲しかったのよねー！』




　とは、のえるの談である。

「まったく、彼女らしい」

　おかしさをこらえきれないのか、それでもノアが腹を立てていることに遠えん慮りよして、笑い声の漏もれる口をロバートは隠かくした。

「自分のことはどうでもいいから国民の安全を保障して欲しいとか。そういう言葉が聞けるかと思ったら、我が身と手下のことしか考えていなかったなんて、そんな浅はかな人だとは思いませんでした。呆れました、軽けい蔑べつしました」

　ノアはかなり腹に据すえかねているようだ。

　普ふ段だんは未成年であることを意識して、公的な場所では決して口にしないワインを一気に飲み干してしまったのだ。

「…………君は本当にのえるを自分の右腕うでにしたかったようだね」

「そっ、そんなことありませんわ！」

「裏切られたと思うから怒いかりを覚えるのだろう？　期待をしていなければ裏切られたと思うこともない」

「………………」

　ノアはそばにいたウェイターから、新しいグラスを貰もらうと、また飲み干す。

　──ちなみに米国議会の場合、下院は人口比例。上院は各州二名が選出される。

　互たがいに一番人口の少ない州県を比べて、鳥取県がワイオミング州を上回っていたため、四七都道府県をそのまま四七州にしてもよいだろうということにして、上院九四人、下院一七四人の新しい米国議会議員を誕生させることにしたのだ。

　ふむ、とロバートはうなずき。

「彼女のえるはまだまだ君を手こずらせるかもしれないぞ」

　思うところがある顔をして、ロバートはうなずいた。

「呆れるのは、もう充じゆう分ぶんですわ」

「そういう意味ではないのだが……。まあいい。それより一つ訊たずねたいことがあるのだが」

「なんでしょう？」

「コルドロンという名を聞いたことがあるかね」

　ノアはきょとん、と首をかしげて。

「Cauldronコルドロン──ギリシャ神話に出てくる大おお釜がまのことですね。煮にえたぎる釜は無限の力のシンボルと聞きますが、それが何か？」

　ずいぶんとあっさりとした答えに、ロバートはあてが外れた顔をした。

「そうなのか、私はてっきり……いや、それならいいんだ。それよりアルカンタラには本当に攻せめ込むつもりなのかね」

「アルカンタラは降こう伏ふくしませんでした。彼らは自分たちの手で地じ獄ごく行きの切きつ符ぷを買ったのです。明日には上院で宣戦布告が決議されます」

「あまり賛成は出来ないな」

「わたしは戦いを望んでいるわけではありません」

「昔の私もそうだった。今は愚おろかなことをしたと思っている」

「わたしはあなたよりもうまく出来る自信があります」

　きっぱりと、ノアは言い切った。

　瞳ひとみに力がある。迷いの欠片かけらもないひたむきなまなざしだった。

「……君はやっぱり、私に似ている」

　ロバートは自分の娘むすめを見るように優やさしいまなざしをノアに向けた。

「だが、私と同じ過ちを犯さないことを祈いのるよ」

「お願いしますわ。新しい米国せかいのために」

「最後に忠告させてもらいたい」

「なんでしょう？」

「コルドロンには気をつけることだ」
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　夢と魔ま法ほうの国というのが、そのテーマパークのキャッチフレーズである。

　もちろん本当の魔法ではない。

　現実を忘れてしまうほどに楽しい空間を作り出すことで、心に魔法をかけてしまう、という意味だ。

　東京ディズニーランドに観覧車がないのは、外の世界が見えてしまうと現実を思い出してしまうからだという。

　心の魔法はすぐに解けてしまうものだから。

　一日いっぱい遊び終えたあと、ゲートを出たときに覚える寂さびしさは、一二時の鐘かねを聞いたシンデレラの気持ちと近いのかもしれない。

　──ならば、ゲートを出ても、魔法が解けない場所を作ればいい。

　真夜中になっても街の灯すら見えなくなる距きよ離りまでの土地を買い占しめて、遊園地、プール、サーカスにサーキットに野球場にゴルフ場、ありとあらゆるエンターテインメントのすべてとホテルを放ほうり込んで、朝起きてから寝ねるまで、遊ぶ以外のことを考えられなくなる場所にしよう。

　誰だれもが夏休みの子供に戻もどれるように。

　フロリダにあるディズニーワールドとは、そういう場所である。

「すごいところだ……」

　目の前に見える光景に、健太はごくりと唾つばを吞のむしかなかった。

　健太が立っているのは東京ディズニーランドのモデルとなったテーマパーク・マジックキングダムのゲート前だ。

　東京のディズニーランドであればゲートを出た途と端たんに、魔法は終わる。

　ＪＲの高こう架か線路。

　建ち並ぶマンション群。

　工場。

　夢いっぱいの異世界から一いつ瞬しゆんにして現実世界に帰ってこられる仕組みだ。

　ところがどうだ、この場デイズニー所ワールドは。

　目の前には島も浮うかぶぐらいの巨きよ大だいな湖。左手にはモノレールが建物の中を貫つらぬく未来建築の高層ホテルが見え、湖の対岸にはアジアンチックな南国風ホテル。そして右手には純白の壁かべがみずみずしいヨーロピアンテイストのホテルが遠くに見えるときたものだ。

「世界観がむちゃくちゃすぎる……」

　異世界から出ても、異世界。

　究極のバーチャルリアリティ。

　ここは目に見えるものすべてがファンタジーだった。

「ここには現実がない……、なにもない…………」

　と、圧あつ倒とうされたかのように立ちつくす健太のそばで、うきうきと両手を握にぎるのえるがいて。

「あー、日本と米国が一いつ緒しよになってよかった♡」

「言ってることが、ちょっと前とまったく違ちがってるし!!」

　がーん、と健太はなった。

「やーねー、環かん境きよう順応よ。人間は柔じゆう軟なんな生き物なの」

「柔軟すぎるよ！　米国と戦争する気でいた君はどこに行ったのさ!?」

「ここは現実を忘れる場所」

「夢と魔法を悪用してるし！」

「まあまあ、今日ぐらいは楽しもうよ、健ちゃん」

「明日は議会でアルカンタラへの宣戦布告が決議されるって知ってる……？」

　そのときだ。

「…………っ！」

　背中を刺さすような殺気に、のえるはハッと振ふり向いた。

　視線の先には、誰もいない。

（そんなはず、ない）

　のえるはつとめて普ふ段だん通りの笑え顔がおを作ると、健太を見やり。

「お金、貸してっ」

「えっ」

「ジュース買ってくるから、先にマジックキングダムに入っててくれない？」

　健太の返事を聞くか聞かないかのうちに、のえるは走り出していた。

「飲み物なら中でも売ってるような……」

　健太の声はもう、のえるには届いていなかった。

　タタタタタ……。

　歩くというにはかなり速い足取りで、のえるは曲がり角を越こえた。

　そこで、ぴたりと立ち止まる。

　誰もいない方角に向かって、一言。

「……わざと殺気を飛ばしたわね」

「今日は貴様を殺しに来たわけではないからな」

「話があるなら、名前を名乗るのが先でしょう？」

「どっちの名か、迷ってな」

　路地の隙すき間まから、足音もなく男が現れる。

「あ、あなたは……！」

「貴様にとってはどっちが馴な染じみのある名前かな、モンヘッド・モルバ。あるいはマスリー・クリューエル」

　ククッ。

　二つの名を持つ男は、暗い笑みを浮かべた。
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「マスリー……？　あなたが……？」

　のえるは目を疑った。

　記き憶おくにあるマスリーの姿とは、顔がまるで違ちがうからだ。

「整形をしているのでね」

「どこで!?　あなたは逮たい捕ほされたはずよ。どうやって逃にげ出したの!?」

　マスリーは、ウルムスタン戦争の時にのえるが捕とらえ、当局に引き渡わたした……はずだった。

「脱だつ走そうなど、聞えの悪いことを」

　ククッ。

　のえるの困こん惑わくを満足げに見やり、マスリーはまた笑う。

「司法取引という言葉を知ってるだろう？」

　米国には、より巨大な犯罪を暴あばくために、それよりも小さい罪を犯した人間に対して、情報提供と引き替かえに、無罪／減げん刑けいを与あたえる法制度がある。

「私は米国の裁判を受け、合法的な手続きを経て、釈しやく放ほうされた」

「そんな……！」

「米国の司法では、一度判決の出たものについては新しい証しよう拠こが出ても訴そ追ついすることはできない。つまり私がウルムスタンで犯した罪は永久に裁かれないというわけだ」

「エネスドラに荷担したことは？　あなた、バルヴェイスの手下だったんでしょう？」

　バルヴェイスとはノアに刃は向むかったエネスドラの大統領である。

　マスリーは名を変え、顔を変え、彼の副官になっていた。

「モンヘッド・モルバは死んだ。そういうことになっている。今の私はまた別の人間だ」

「今度はどこの手先なのよ」

「米国さ」

　あはっ、とのえるは声を上げ。

「笑わせるわね。米国が憎にくいんじゃなかったの？　えらい変わりようね」

「なにも変わらない。私はいつも分ぶん裂れつと破は壊かいと恐きよう怖ふを生み出す側にいるだけだ」

「ノアはそれを終わらせるために戦っているのよ」

「虚むなしい努力だ」

　と、マスリーは言い切り。

「この地上から闇やみが消えることなどない。まだ分からないのか、折原のえる」

「あなたのような人間がいるから？」

「そうだ。人が人であるかぎり憎しみも怒いかりも消すことは出来ない。因果の鎖くさりは呪のろいのように心を縛しばり、新たな死を生む」

　クククッ。

　マスリーの笑みはどこまでも暗い…………。

「かつて、おまえに言った言葉を覚えているか」

「え」

「言ったはずだ。おまえは無力だ、と」

「…………」

「そしてこうも言った。おまえに出来ることは世界を混乱させるぐらいだ、と」

「…………」

「その通りになったな、折原のえる」

　あざ笑うような低い声がマスリーの唇くちびるから漏もれた。

　だが、のえるは挑ちよう発はつには乗らない。

　胸のところで組んだ腕うでを崩くずさないまま、一言。

「それだけ？」

「どういう意味だ」

「つまんない繰くり言を言うためだけに、あなたが現れたとは思えないけれど」

「ラファエル様が、おまえに興味があるそうだ」

「……ラファエル？」

「わたしが真に仕える、ただ一人のお方だ」

「なっ……！」

　マスリーの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、のえるは稲いな妻ずまに打たれたように戦せん慄りつした。

「そいつが……、そいつがあなたを動かしていたの？」

　こくりと、マスリーはうなずく。

　ごくりと、のえるは息を吞のんだ。

「ウルムスタンを戦争に巻き込んだのも……？」

「エネスドラを崩ほう壊かいさせたのも、な」

「ニューヨークに旅客機をつっこませたのも……」

「すべてだ」

「…………ッ！」

　弾はじかれたように飛び出し、のえるはマスリーの胸むなぐらをつかんだ。

　のえるは全身が震ふるえだしている自分に気付いていた。

　肩かたが、腕が、指先が、足が、膝ひざが。

（サラたちの命を奪うばったのは……！）

　胸の奥おくから止めども止めども噴ふん出しゆつする感情に、のえるは身体からだが沸ふつ騰とうしていた。

「そうだ、その顔だ」

　にやりと、マスリーはうなずいた。

「怒りほど、暴力を正当化するものはないな、折原のえる」

「な…………！」

「正義が新たなる死を孕はらむ。いま、貴様が抱いだいた感情、それが人の本質だ。永遠に終わることのない争いの因果だ」

「…………っ！」

　マスリーをつかんでいたのえるの手が緩ゆるんだ。

　ぱしっ、と彼女の手をマスリーは払はらいのけ。

「ラファエル様は貴様を部下にしたいと言っている」

「…………断じて、行かないわ。行くものですか」

「いい答えだ。貴様ならそう言うと思っていた」

　くるりと背を向けて、マスリーは立ち去ろうとする。

「せいぜい見苦しくあがくといい」

「待ちなさい」

　と、のえるは呼び止めて、訊たずねた。

「……あなたはなぜ、そんなことをするの？」

「貴様は大切な者を殺されたことがあるか？」

「………………」

　のえるの胸中に、ある一人の少女の面おも影かげが浮うかんだ。

（サラ…………！）

　だが、のえるはマスリーの問いに『はい』と応じることはなかった。

　それは彼の行動や動機を認めることのように、のえるには思えたからだ。

　代わりに、問いかける。

「…………だから、あなたは復ふく讐しゆうするの？」

「平等を求めているだけだ。そうでなければこの世はおかしいだろう。そうは思わないか？」

「思わないわ、絶対に」

「それは貴様が何も知らないからだ」

「あたしはあなたが理解できない」

「そうだろう。失った者でなければ、この怒いかりは理解できまい」

　マスリーは静かに言い切り、のえるに背中を向けた。

「私が正しいか、貴様が正しいか、歴史が証明するだろう」
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　おまたせー、とのえるが戻もどってきた。

「はい、おつり」

　と、紙し幣へいを手て渡わたす。

　受け取った一ドル紙幣を、健太はしみじみと眺ながめた。

「日本もこのお札になっちゃうのか……」

「来年から入れ替かわっちゃうんだっけ？　円からドルに」

　あれ？　と、健太は首を傾かしげた。

「このドル、微び妙みように違ちがうよ」

　と、のえるは健太に二枚のドル札を見せられて。

「日本とは違うのよ。日本はお札を変える時には肖しよう像ぞうからデザインから全部変えちゃうけど、ドルはちょっとずつ変へん更こうしていくの。真ん中の右下にSERIESシリーズってあるでしょ？　四桁けたの数字が発バー行年ジヨンなの。肖像は昔っからジョージ・ワシントンのままでね」

「てっぺんに書いてある『Federal Reserve Noteフエデラルリザーブノート』ってのは？」

「連邦フエデラ・準備ルリザー・借用書ブノートってことよ」

「借用書っ？」

　びっくりする健太に、のえるはこともなげに答えた。

「そ、ドルは政府が発行している借金なの」
















　神の怒いかり




　シンアルの人々は地上のどこからも見えるほど高い塔とうを作ることで、世界を一つにまとめようと考えた。

　神はそれをとても危険なことだと考えた。

　そこで神はいくつもの言語を作り、人々の話す言葉をバラバラにした。

　言葉が混乱バラルすれば、たとえシンアルの人々が世界の統一を考えても、みながシンアルに集まることはないだろうと考えたからだ。

　神は塔を破は壊かいした。

　そして人々は、シンアルの町をバベルと呼ぶようになった。

　神がそこで人々の言葉を混乱バラルさせ、人々が世界に広がるように仕向けたからである。
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　軽くお腹なかが空すいたので、のえるは近くの売店でホットドッグを買うと、そばにあったベンチに腰こしを下ろした。

　健太はまだ目を丸くして、しみじみと一ドル札を見つめたままだ。

「これが、借用書……」

　のえるは自分が食べていたホットドッグを、健太に『あ～ん』してあげると。

「もともとお金ってのは通貨コインしかなくて、溶とかして地金に戻しても価値のある金とか銀とか銅だったわけ」

「うん」もぐもぐと食べながら、健太。

「で、そこから紙幣が生まれたのね。お札さつはただの紙切れだから、国が持っている資産を裏付けにすることで、価値を保証したわけ」

「金本位制とかいう奴やつだね。歴史の授業で習ったよ」

「日本だと、日本銀行だけが紙幣を発行できる決まりになっていて、だから『日本銀行券』と書いてあるの」

「ドルは違うんだ」

「国こく債さいってあるでしょ？」

「国の借金だね」

「国債って嫌いやな人は買わないでいいでしょ？　だから国もむやみに借金は増やせないわけね」

「みんなが『この国はやばいな』と思ったら買い手がいなくなるしね」

「ドルは強制的に配布される国債のようなものなの」

「ええ──っ!?」

「米国の場合、日本銀行にあたる組織が連れん邦ぽう準備銀行って言うんだけれど、まず政府が連銀に対して借金を申し込むわけね。利子が一％とすると、政府が欲しい一〇〇ドルを連銀は九九ドルで貸し出す。政府は手に入れた九九ドルで国家予算を組む。年末には一〇〇ドルの税金を国民から集めて、連銀に返して差し引きゼロ、というわけ」

「そうか。そういう仕組みなら、国は自由に借金が出来るんだ」

「ホントの国債は嫌な人は買わなくてもいいけれど、お札からは逃にげられないものね」

「確かに…………」

「しかもドルは世界の基き軸じく通貨だから、借金だって世界中にバラまき放題!!」

「うわー！」

「だから、米国は他の国から見たらびっくりするような赤字を垂れ流しても平気なの。政府が無む駄だ遣づかいをしても国民に分担させられるし、米国国民が無駄遣いをしても、世界中に分担させられるからね」

「すごすぎる……、すごすぎる仕組みだ……」

「あー、日本が米国の一部になってヨカッタ！」

「それっていいことなの!?」

「まあ、実際はそこまで政府が好き勝手できるようにはなってないんだけどね」

「そうなの？」

　あーん、とのえるは健太の口にホットドッグを寄せて。

「日本だと、日本銀行の株式の過半数を日本政府が持っているから、日銀の総裁も副総裁も審しん議ぎ委員もみんな政府が任命できるのね。だから政府は日銀をコントロールできるんだけれど、米国は連銀の株式を一株も持っていないの」

「持ってないの!?　自分の国の中央銀行の株を!?」

「自由経済の理論からいうと、政府が経済に介かい入にゆうするのはよくないからってことらしいんだけれど、ホントのところはどうなのかしらね」

「なんでも突つき詰つめる国なんだね……」

「連銀の最高機関をＦＲＢ（連邦準備理事会）って言うんだけれど、合衆国政府は連銀の株を一株も持っていないから、ＦＲＢに一人の理事も出せないし、たとえノアでもＦＲＢのやることには口出し出来ないの」

「へえ……」

「ある意味、ＦＲＢ理事長は米国経済の大統領みたいなものね」

　感心するようなまなざしを、健太はのえるに向けた。

「のえるって、そういうことはよく知ってるんだね」

「もっちろんよ！　どうやったらイタズラが出来るか、必死で必死で考えてるんだもん！」

「イタズラなんだ……」

　がっくりと肩かたを落とし、健太は遠い目をした。

「呆あきれた？」

「ううん、慣れた」

「慣れた？」

「そうやってのえるは人を煙けむに巻くけど、まだ諦あきらめてないんだろ。アルカンタラを助ける方法」

　そう言って、健太はのえるの瞳ひとみをのぞきこむようにして。

「さっき、誰かと会ってたの？」

「……どうして？」

「顔色、変わってたから」

「えっ」

　一いつ瞬しゆん、のえるは顔をハッとさせた。

　そんなことないよ、とのえるは笑おうとして、健太の顔を見て、ごまかせないことに気付いたのか、素す直なおに肩をしょんぼりとさせた。

「…………不安なの。どうしたらいいか分からなくて」

「ノアのこと？」

「それもあるけど、いろんなこと」

　のえるはつぶやき、うつむいた。落とした視線が足下を見ていた。

「怖こわくなったの。あたしのしてることも同じなんじゃないかって思えて。あたしのしてることも間ま違ちがいなんじゃないかって気がして」

「なんだ、そんなことか」

　健太は笑った。

「なによ、あたしが柄がらにもなく悩なやんでるのに！」

「ほんと、悩むなんてのえるらしくないよ」

「あたしだって悩むことぐらいあるもんっ！」

　ムッ、とのえるはふくれた。

　けれど健太は、虫でも追い払はらうみたいに手をひらひらとさせると。

「無む駄だ無駄、のえるが悩んだって、いい答えなんか出るもんか」

「ひどい」

「何が正しくて、何が間違ってるかなんて、のえる、これまで一度も考えたことないだろ？」

「あ、あるもん！　あたしだって！」

　なんだか、とてつもなくバカにされた気がして、のえるはみるみると顔を真っ赤にさせた。

「のえるがこれまで相手にしてきた連中はひどいのが一いつ杯ぱいいたから、たくさん正義の味方みたいなことをしてきたけれど、でもそれは結果論にしか過ぎなくて、のえるは深いことなんて考えてなかったろ？　勘かんみたいなもので」

「か、勘～？」

　心外な、と言いたげにのえるは声を上げる。

「地図も見ないで、コンパスも使わないで。こっちだって思った道に進んでただけだよね」

「健ちゃん、やっぱりあたしのこと、バカにしてる～～っ！」

「褒ほめてるんだよ」

「どこがぁ？」

「他人の目を気にするようになったら、のえるまで大人になっちゃうだろ」

「……大人になるのはよくないことなの？」

「大人はなるものじゃない、気付いたら、なってしまっているものなんだ」

「えっ」
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「小さい頃ころは何にでもなれると思ってたのに、たいしたことない自分に気付いて、身の程ほどを考えるようになるんだ。言いたくても言わないことにしたり、したくてもしないことにしたり。普ふ通つうは誰だってそうなんだ」

「そうなの？」

「昔、再会したてのころ、のえるは僕に言ってくれたじゃないか。しばらく逢あわない間に、僕は変わったって。何でも出来ないって決めつけて、がんじがらめになっちゃってるって」

「そんなこと、言ったっけ？」

　はは、と健太は笑い。

「覚えてないと思った。のえるは深いことなんて考えてないもんね」

「ほら、バカにしてる！」

「のえるはそれでいいんだよ。変わる必要なんてない」

　でも、とのえるは首を小さく振ふった。

　──お前に出来ることは世界を混乱させることぐらいだ。

　マスリーに云いわれた言葉が心をよぎり、不安が胸を締しめ付けた。

「……もし、それであたしが間違ったらどうするの？」

「僕がいるよ」

「健ちゃんが？」

「僕だけじゃない。みんながいる。のえるはみんなを振り回していいんだ。迷めい惑わくをかけていいんだ」

　どこまでも真しん剣けんな顔をして健太が言うので、のえるは逆にびっくりした。

「…………健ちゃん、頭、おかしくなった？」

「実はね、僕、のえるのこと、けっこう苦手だったんだ」

「ええ─────────────────────────────────っ！」

　頭から稲いな妻ずまを浴びたように、のえるはショックを受けた。

　燃え尽つきた灰みたいに、真っ白になる。

「…………今の今まで気付いてなかったのか」

「ごめんなさい…………」

　みるみると、のえるは身体からだを小さくした。

「でも、それがキミのいいところなんだよ、のえる」

「ど、どこがぁ？」

「自由なところが」

「そうじゃなくて、健ちゃんはあたしを嫌きらってたんでしょ？」

「だって、のえるは凄すごすぎるだろ？　そばにいると無力な自分が不ふ甲斐がいなく思えて、落ち込むことなんてしょっちゅうだったよ」

　う……、とのえるはたじろぎ。

「そうだよね……、あたしったら無神経だから……」

「それでいいんだよ。のえるはそれでいいんだ。僕とか、官かん房ぼう長官さんとか、みんな、嫌いや々いやつきあってるわけじゃないんだ。だからムチャクチャの後始末なんて、みんなに任せちゃえばいいんだよ。のえるが僕たちみたいに細かいことを考える必要なんてないんだ。そんなのは僕たちに任せればいいんだ。キミは心のままに動けばいいんだ。キミはそれが出来るんだ。みんな、自分には出来ないことをキミがしてくれるって期待してるんだから」

「あたしに……？」

「のえるは一度だって、僕をバカにしたことなかったろ？」

「うん」

「昔はそれが信じられなかったけれど、やっと理解できるようになったんだ。僕がのえるのことを羨うらやましく思っていたみたいに、のえるには分かってないことが僕には分かってて、それで釣つり合いが取れてるんだって。役割分担なんだって。のえるがピッチャーなら僕や長官さんはキャッチャーなんだって」

　気付くと、健太は大げさな身振り手振りをしながら、全身で話をしていた。

　のえるを励はげましたいし、元気づけたい。

　それだけの想おもいだった。

「難しいことなんて分からないのは、僕も同じだよ、のえる」

「健ちゃんも？」

「でも、のえるのすることなら信じてみようって思えるんだ」

「あたしを？」

「それだけのことを、キミはしてきてるんだよ、のえる」

　健太はのえるの肩かたに手をのせて、まっすぐな目を向けると。

「僕はのえるにはなれないし、のえるも僕みたいにはなれない。けれど、だからいいんだろ？　違ちがうから支え合えるんじゃないか。のえるが聞き分けのいい子になっちゃったら、それこそ、僕や長官さんの仕事がなくなっちゃうよ」

「………………………………」

　のえるは目を点にして、健太を見つめていた。

　すると、パッと瞳ひとみを輝かがやかせて。

「いま、健ちゃん、ちょーイイことを言ったよ」

「えっ」

「そうよね。あたしはあたしなのよね。忘れてた」

　あっはっは、とのえるは笑い出し。

「や～、このあたしともあろう人が自己反省なんて、らしくもない」

「だろ」

「いいか悪いかなんて、やってみなくちゃ分かんないんだから、やりもせずに頭の中でごちゃごちゃ考えちゃってること自体が心がふやけてた証しよう拠こなのよ」

「そうそう」

「だから相手の理り屈くつに吞のまれちゃったりするんだわ。どっちの話が正しいかなんてどうでもいいのよ。だって、あたしはいつだって自分勝手だったんだから」

「そうだね」

「なにやったって、あたしがメチャクチャしたぐらいでどうにかなっちゃうような世界が悪いんだから！」

「そうでなくっちゃ、のえるは」

「でも、あたし、乙女おとめかな」

「おとめ？」

「愛がないと動けないの」

　ニコッとのえるは笑うと、健太の唇くちびるにちゅっと口づけをした。
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　ホワイトハウスの朝は早い。

　ノアはいつものミルクではなく、コーヒーを飲んでいた。

　眠ねむ気けを払はらうためだ。

　昨日はベッドルームには向かわなかった。

　一晩中、執しつ務む室で電話を待っていたからだ。

　アルカンタラから、降こう伏ふくの電話がかかってくることを待っていたのである。

（……米国と戦争をして勝てるとでも思っているの？）

　警告は充じゆう分ぶんにしたはずだった。

　時間を与あたえ、考える猶ゆう予よも与えた。

（武装放ほう棄きをすれば、それで済むものを）

　軍事力を放棄すれば、以降、その国の安全は米国が保障する。

　それはノアが宣言をしたことでもあるし、第二次大戦以降の歴史をみても、米国はいったん相手が降伏すれば、抵抗レジス闘争タンスが始まらないかぎり、占せん領りよう地に手て荒あらなことはしない。

　その点に限っていえば、他の戦争国家と比べても米国という国はまだマシな征せい服ふく者であることは分かるはずなのに……、とノアは思っていた。

（近海に空母を遊ゆう弋よくさせるだけで、降伏してくれればいいけれど）

（なるべく地上戦は避さけたい）

　米兵のことだけではない。ノアはアルカンタラの国民や兵士の命も無む駄だに散らしたくないと考えていた。

（首都強きよう襲しゆうは無理かしら？　エネスドラの時のように）

（アルカンタラの国民は王家を崇すう拝はいしているという。なら王政の維い持じを保障すれば、軍部と民衆を離り反はんできないかしら？）

（利用できる反政府勢力がいるとよいのだけれど……）

　そんなことを考えていた時だ。

「閣下！」

　ドアを蹴け破やぶるようにして、オリバー国務長官が現れた。

「どうしたの？」

「上院が」

「宣戦布告を可決したんでしょう？」

「否決しました」

「否決っ!?」

　信じられない、という顔でノアはオリバー国務長官に詰つめ寄った。

「民主党が？　それとも共和党から造反者が!?」

「あたしよ」

　ドアを開けて、のえるが現れた。

「あたしが議会を乗っ取ったの！」

「ふざけないで！　あなたは議長でしょ!?　賛否同数でなければ投票権もない……」

　言いかけて、ハッとノアは顔をこわばらせた。

「まさか、のえる！」

「あたしが出してきた条件を見たとき、内心、あたしのことをバカにしたでしょ？」

「それも計算のうちだったの!?」

「人間の作るものって、必ずどこかが歪ゆがんでるものなのよ」

　一人ひとりの権利が本当に平等ならば、それぞれの選挙区の議席は人口に応じて平等に割り振ふられなければならない。

　しかし、ほとんどの民主主義国では、政治の都合で原則は歪められている。

　日本では与よ党とうの都合で、都市部より農村部に議席が割り振られている。

　米国も例外ではない。

　ほぼ人口比で議席が配分される下院に対して、上院では人口三〇〇〇万のカリフォルニア州も、人口五〇万のワイオミング州も共に二議席が与えられるルールとなっている。

　つまり、こういうことだ。

　日本を併へい合ごうしたことで拡大ＵＳＡは人口四億を超こえる国家となった。

　下院の議席は人口比で割り振られるため、約三億人の旧米国が議席の七五％。約一億の旧日本が二五％を占しめることになる。

　人口の少ない日本が何を言おうと、どうにもならない。

　民主主義的にはまったくもって正しい議席配分である。

　だが、人口の大小にかかわらず、一州につき同じ数の議席が与えられる上院のルールでは、合計一〇〇州のうち、四七都道府県で四七州を与えられた日本は同時に上院議席の四七％を占めることになる。あと四％ぶん、つまりあと七人、戦争反対の米国議員を呼んでくれば、残り全員が戦争に賛成したとしてもアルカンタラへの宣戦布告を否決できる形になるのだった。

「日本をあっさり降伏させたのも作戦だったというわけ!?」

「国連は無視できても、議会は無視できないでしょ？」

「まさか……」

「そうよ」

　にっ、とのえるはうなずいて。

「外から文句を言っても無駄なら、米国の一部になって、米国をコントロールする側に回るほうがてっとりばやいと思って」

「あなたって人は……」

「なによりこれならどっちの国の兵隊さんも死なずに済むでしょ？」

　あはっ、とのえるは笑った。

「な…………」

　ノアは絶句した。

　よろよろとよろめいて、腰こしが執しつ務むデスクにぶつかる。

「のえる！　ふざけるのもいいかげんにして！」

「ふざけてなんかないわ」

「あなただって、争いのない未来を望んでいるはずでしょ？　どうして邪じや魔まをするの!?」

「邪魔してるわけじゃないよ」

「誰だれかがやらなければならないことだって分かってるはずでしょ！」

「そうね、いつかは」

「あなただってもう喪うしなうのは嫌いやでしょ？　いいの？　同じことが繰くり返されたっていいの!?」

「いやよ、そんなの、二度と」

「だったら！」

「ノア、そうじゃない。そうじゃないの」

　のえるはノアの肩かたをつかんだ。

「世界はそう単純じゃないの。世界はそう簡単には救えたりしないのよ」

「わたしなら出来るわ！」

「自分のためにしてることじゃないから？　正しいことが出来るから？」

「わたしは財産も権力も求めていない。死んだっていい」

「正しい人間のすることが、正しい結果につながるとは限らないわ、ノア」

「えっ……」

「これを見て」

　のえるはポケットから出したメモリーカードを、デスク脇わきのパソコンに挿そう入にゆうした。

　ディスプレイに、二つのデータが表示される。

「これはシャイニィから貰もらった米軍のレーダー記録、こっちは下院議長の権限で国防ペン総省タゴンから手に入れた正式な報告書」

「これは……！」

　ごくり、とノアは息を吞のんだ。

　両方のデータにはズレがあったからだ。

　シャイニィのデータによると、輸送機はアルカンタラ国内ではなく近海で消失している。

　だが、ノアに届けられた報告書にはアルカンタラ上空で消失とあった。

「た、たかだか、一〇〇キロの差で……」

「海の上なら、アルカンタラじゃない国がアルカンタラのせいに見せかけることも容易よ」

「まさか、あなた、我がアメリカ軍に裏切り者がいるって云いいたいの!?」

　ノアは怒いかりを露あらわにした。

　けれど、のえるはあくまで冷静に。

「じゃあ、どうしてわざわざ違ちがう報告書を作った人がいるの？」

「国防総省に戦争をさせたがっている人がいるとでも!?」

「残念ながら、ね」

「アルカンタラが米軍のデータを盗ぬすんだのは事実だわ！」

「そうね」

「アルカンタラのデータが偽ぎ造ぞうという可能性だって……！」

「あるわ」

　でも、とのえるはうなずいて。

「もし、世界がたった一人の人間に治められるようになって、その人が間違いを糺ただせなくなったら、この星はどうなるの？」

「…………………………………………」

「ノアっ！」

　のえるは詰つめ寄った。

　けれど、ノアはうつむいたまま、絞しぼるように声をあげて。

「一人にして、のえる。米国のことはわたしが決めたいの」

「……分かったわ」

　のえるは黙だまって部屋を出て行った。

　ぱたん、とドアが閉まり、ノアはひとりぼっちになった。

（まさか……、我が軍の中に裏切り者が……？）

　ありえない、とノアは首を横に振ふった。

　ディスプレイを見つめる。

　アルカンタラのデータを偽造と決めつけることも出来た。

　いや、そう考えるほうが普ふ通つうだろう。

　だが……、だが……。

（どっちが正しいの……？）

　ノアは苦く悩のうするように首を振った。迷いが迷いを呼び、胸がかき乱れる。

　のえるの言葉が蘇よみがえった。




『もし、世界がたった一人の人間に治められるようになって、その人が間違いを糺せなくなったら、この星はどうなるの？』




（わたしが間違ったら……！）

　じっとりと手のひらが汗あせばんでいた。

（わたしの決断が、たくさんの命を……！）

　ごくりと息をのみ、沈ちん黙もくする。

　やがて、ノアは受話器を手に取った。

「──を、至急呼び出してちょうだい」
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　ひとりになったノアが呼び出したのは、リース国防長官だった。

「なんでしょうか、閣下」

「アルカンタラ侵しん攻こうは中止します。全軍に通知を出しなさい」

「な……！　何をおっしゃられるのですか、閣下！」

　顔色を変えるリースに、ノアはのえるから貰ったデータを提示した。

「これは……！」

「国防ペン総省タゴンに裏切り者がいるわ」

「閣下は敵アルカンタラから与あたえられたデータを信しん頼らいするつもりですか！」

「信じたわけではありません。ですが、核かく危機が何者かに仕立てられた罠わなである可能性がある以上、前に進むわけにはいきません。場合によっては国防総省の不正を明らかにして、アルカンタラに謝罪します」

「世界に恥はじをさらすおつもりですか！」

「わたしたちが真に恐おそれるべきは、自らの間違いを糺せなくなることです」

「ですが、純じゆん粋すい水すい爆ばくが奪うばわれたままであることも事実です！」

「わたしがアルカンタラを敵視したのは、彼らが世界を無む駄だに混乱させている因子だったからです。その可能性がひとまず消えた以上、戦争をする理由もありません」

「それでは米国が直面している危機の解決にはなりません！」

「だとしても、己おのれの間違いを糺せぬ国に世界を率いる資格はありません」

「もし、水爆が米国を敵視する何者かの手に渡わたれば……」

「それは我が国が引き受けなければならない責任です」

「閣下ッ！」

　声を荒あららげたリースが見たものは、ノアの瞳ひとみだった。

　心の奥を見み透すかすような鋭するどさで、ノアのまなざしはリースの心を射い貫ぬいていた。

「辞表を書きなさい、リース」

「な、何をおっしゃられるのです？」

「あなたも、裏切り者の一人なのでしょう？」

　静かに、ただしきっぱりと、ノアは言い切る。

「そうですか……」

　低い声だった。リースは覚かく悟ごしたようにうつむいた。

「わかりました」

　リースはスーツの内ポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、呼び出しのボタンを押した。

　相手が出たところで、電話をノアに渡す。

「お話がしたいそうです、閣下に」

　聞こえてきたのは、優しい声だった。

『コルドロンという名を耳にするのは初めてかね？』




　　　　４




　──コルドロンには気をつけることだ。




　ロバートに言われた言葉が、ノアの胸をよぎった。

『戦争を止やめてはいけない』

　短く一言、冷えた声が電話の向こうから聞こえてきた。

「……あなたは何者なの？」

『ロバートはいい犬だった。途中までは』

「な……」

『私のシナリオ通りに戦争を起こし、ウルムスタンを手に入れてくれた』

「どういうこと？」

『ところが何を思ったのか、奴ロバートは途中で我々を裏切り、平和主義者となった。我々の提供する戦争計画には耳を貸さず、無責任な融ゆう和わに突つき進んだ』

「リース！」

　ノアは叫さけび、傍かたわらにいた国防長官に問いただした。

「……リース？」

　彼の態度が変わっていることに、ノアは気付いた。

　見下ろすようなまなざしを、リースはノアに向けていた。

　彼はすでに、大統領であるノアに対する敬意を喪うしなっている。

「ラファエル様はコルドロンの継けい承しよう者。コルドロンこそ、この国アメリカを長らく導いてきた者。あなたではありません、大統領」

　ノアは手にしていた電話機をぎゅっと握にぎりしめた。

「……ラファエル、あなたは何をしたというの」

『すべてだ。我が国にまつわる争いのすべてだ』

「まさか、ウルムスタンも……？」

『中央アジアの天然資源を手に入れたかったのだ。ソ連（現ロシア）崩ほう壊かいのあと、しばらく様子を見ていたが、予想よりも中国の成長が速くてな。連中よりも先手を打つため、米軍の力を使わせてもらうことにした』

「我が国の!?」

『金のために人を殺す職業テロリストと化していた、アル・ファドルらを使ってな』

　まさか、とノアは息をのんだ。

「９１１もあなたがしたことなの!?」

『正義の国には大義名分が必要だろう？　邪じや悪あくなる者を討うつための』

「あなたって人は……ッ！」

　ノアの声に怒いかりがこもる。

　ははっ、と受話器の向こうから嘲ちよう笑しようが聞こえた。

『まさか彼らがイスラムの大義を信じて、テロリズムを実行しているとでもキミは思っていたのかね？　彼らの行動がイスラムに何をもたらした？　破は壊かいと混乱だけだろう！』

「何の権利があって、あなたは！」

『私は代行者に過ぎない。争いを求める者たちの』

「そんな人たちの……！」

『戦争と平和の繰くり返しこそが人の歴史だ。今の米国の覇は権けんとて、世界大戦がもたらしてくれたものだろう？　もういい加減、平和に飽あいている者たちも多いのだよ』

「そんな進歩のない考え方、わたしは認めないわ！」

『先人を見下すのが子供の悪い癖くせだ。自分がそれほど立派な存在だと思っているのかね。人は進歩などしない。賢かしこくもあり愚おろかでもある。だから互たがいに争う以外によいものを残す方法がないのだ、ノア、キミもそう思うだろう？』

「わたしは……、戦争をなくすために……！」

　震ふるえる声が、ノアの唇くちびるから漏もれた。

　怒りが、全身から怒りが噴ふき出しそうになっていた。

『世界平和、誰もが一度は思うことさ。子供がかかる病だ』

「そんなことない！　あなたは間ま違ちがっている!!」

『無む駄だだよ』

「あなたたちが国防ペン総省タゴンに手を伸のばしていることは分かっています！　断固たる処分をするだけです！」

『ははっ、単純だな。わたしがただの戦争屋だと思っているのかね』

「わたしの首が欲しければ、暗殺でも何でもすればいいでしょう！」

『そんな野や蛮ばんなことはしない。ケネディの時代とは違う。軍隊を押さえれば政府を意のままに出来るだなどと、そんな甘いことを考えているほど、私は子供ではない」

「わたしが子供だって云いいたいの!?」

『こう言えば分かってもらえるだろうか？　私は米国連銀の株式を押さえているのだよ』

「な……！」

　ノアは絶句した。

　連銀──連れん邦ぽう準備銀行、ドルを発行できるただ一つの組織。

　そして米国政府は連銀の株を一株たりとも有していない。

『さすがは大統領閣下、この意味を正しく理解しているようだね』

「けれど……、連銀の株式は何十もの銀行に分けて……」

『そうだ、特定の誰かに米国経済を操あやつられぬよう、合衆国政府は連銀の株式を無数の銀行に配分した』

「それなら！」

『だから慎しん重ちように買収していったさ。いくつものシンジケートを組んで、あたかも別々の企き業ぎよう組織のＭ＆Ａであるかのように見せかけながら、何十年もかけて、こつこつとな』

「な、何十年も……!?」

『私を倒たおせば事が済むとでも思ったかね』

　ラファエルは笑った。

『コルドロンは一人の人間の野望で作り上げられるような砂の城ではない。遥はるか昔から何百年の時をかけてグツグツとくべられてきた知ち恵えと欲望の大おお釜がまだ。小こ娘むすめが日記帳に書きためた程度の浅あさ知ぢ恵えでどうにかできるような代しろ物ものではないのだよ！』

「昔から、こんなことを…………！」

『元は王家に仕える御ご用よう商人の組合ユニオンだった……。時の王に、次から次へと貢みつぎ物をし、王に贅ぜい沢たくを覚えさせ、山ほどの買い物をさせて、山ほどの借用書を書かせて、王を意のままに操るようにした……』

「同じことを米国このくにでも」

『何代前の大統領だったかな？　そう、ハリウッド俳優の出身だった彼には、減税をすれば景気が良くなるという学説を信じ込ませ、税制を骨ほね抜ぬきにしてもらった。おかげで合衆国の財政はほんの少しでも負に振ふれると、慢まん性せい的な赤字を抱かかえ込む病を抱えた……』

「合衆国が赤字を抱え込めば抱え込むほど、ドルを発行してもらうために、連銀の云うことを聞かざるを得なくなる……、それが、あなたたちの企たくらみ……！」

『そうだ。連銀がドルを発行しなくなれば、政府は予算が組めなくなる。現在、米国経済の二〇％を占しめる国家財政が破は綻たんすれば、経済は収縮し、一ブラ九ツク二サー九年ズデイが繰り返される』

「あなた、大だい恐きよう慌こうを引き起こすつもりなの!?」

『すべて、キミの返事次第だよ、ノア・オルブライト』

「…………！」

『戦争さえなければ、みんなが幸せに暮らせる。そんな甘い場所ではないだろう、この世界は』

　あざ笑うような声が、ラファエルの蔑さげすみが、電話の向こうから聞こえてきた。

『貧しさだ！　いつの時代でも貧しさが人を殺す。９１１で何人が死んだ？　二〇〇〇人？　三〇〇〇人？　それがどうした。自殺をする者は毎年何万人いると思っている？　我が国アメリカは独立の旗を立てて以来、奪うばうことで強大になってきた。西部を開かい拓たくし、南部を制圧し、そして太平洋を手に入れた。次は世界だ。誰かが富を運び続けなければ、米国このくにの繁はん栄えいは終わるのだ!!』

「そのために、よその国を……！」

『戦え、そして敵を滅ほろぼせ！　アルカンタラを始めに、刃は向むかう国を滅ぼして滅ぼして、血の果てる場所まで星条旗を打ち立てろ！』

「そんな繁栄、誰も望んでいない……！」

『望んでいるさ、一時の悲しみなど、富が忘れさせてくれる。アルカンタラとて仲間になれば、我々に感謝するようになる。ドイツ人や日本人に聞いてみればいい。米国に負けておいてよかっただろう？　と』

「ふざけないで！」

『君は国民を心から愛しているのだろう？』

「…………！」

『我々に従え、ノア・オルブライト』

「わたしは大統領よ」

『下らないな。キミが大統領にどんな夢を抱いだいていたかは知らぬがね。本当に賢かしこい者は、選挙のたびに入れ替かわる椅い子すなど目指さぬものだよ』

　はははははは！　高らかに、ラファエルは笑った。

「そうやって……、コルあなドロンたたちはいくつもの戦争を起こしてきたのね……！」

『勘かん違ちがいしては困るよ。我々は人類の死し滅めつを望んでいるわけではない。むしろ、その逆だ』

「赤い血で染めた絨じゆう毯たんの上に何があるというの！」

『あるさ。富とはそれだけの価値のある宝だ。だから、犠ぎ牲せいなしには得られない』

「あなたは間違っている！」

『キミは子供だ。実に子供だ』

「なんですって」

『生まれた頃ころから不自由を覚えることのない暮らし、教育、治安、医い療りよう。それらをまかなう金が地面から湧わいてきたとでも思っているのかね？　どこの国に生まれても同じ生き方が出来たと思ってやしないだろうな。すべて我々の父祖が血をかけて手に入れてきた力のおかげだ。米国このくにの富にくるまれて育った君に我コル々ドロンを否定することはできぬよ！』

「…………………………………………」

　ノアは息を吞のんだ。

　こみ上げてくる感情に、胸が焼けるように熱かった。

　喉のどがひりつくように燃えて、苦しい。

『悪い話ではない。私は君を助けようというのだ。君が戦争を起こし、我々は手に入れた利権で米国をますます富ませる。我々は表裏一体の存在だ。共存共栄できる』

「わたしは……、米国だけの繁栄なんて、望んでいない……っ！」

『そうなるさ。君が望まなくともそうなる。誰が自分のパンを人と分けたりするものか。君が望むと望まざるとにかかわらず、世界のすべてが米国のものになる。我々の先祖がこの大陸を征せい服ふくした時、その富をネイティブアメリカンと分かち合おうとしたかね？』

「わたしは…………！」

『そろそろ夢から覚める時間だよ、レディ』

「わたしは……、わたしは……！」

　ノアは電話を握にぎりしめた。

　壊こわれるぐらい、壊れるぐらい強く握りしめた。

『簡単な計算だ。恐きよう慌こうで倒たおれる我が国民の命と、海の向こうで消える命。数学が得意なキミならすぐに分かる話だろう』

「わたしはッ……！」

『キミは国民を愛してるのだろう？』

「わたしはあなたに屈くつしない！」

『残念だ。君にはこれから起こることの責任を取ってもらわないといけない』

　電話は切られた。

「…………」

　しばらく、ノアは受話器を握りしめたまま、立ち尽つくした。

　リースは姿を消していた。
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　健太がホワイトハウスにやってきたとき、庭園にノアの姿を見かけた。

　一目で、ノアの様子がおかしいことに気付いた。

「どうしたの？　何かあったの？」

「なんでもありませんわ」

　ノアは気き丈じように振ふる舞まった。無理にでも振る舞おうとした。

「うそ」

「え」

「噓うそ笑いするの、小学校で初めて会った時もそうだったよね」

「違ちがいますっ」

「違わないよ」

「違いますったら、違いますっ！」

「違わないったら」

　優やさしく、健太は微笑ほほえむ。

　ノアは諦あきらめたようにうなずき。

「健太には昔から隠かくし事が出来ませんね……」

「クセだよね。笑いで隠そうとする」

「悲しい顔をすると、みんな心配するでしょう？　笑え顔がおを見て心配する人なんて健太ぐらいです」

「だって、気になるんだもの」

「健太こそ、どうしてここに？」

「アルカンタラのこと。のえるはあんなことしたけど、怒おこったりせずに、ノアに考え直してもらおうと思って」

「……そのことなら、もう解決しましたわ」

「……何かあったの？」

　ノアは健太に抱だきついた。

「の、のあ……？」

「わたし、わたしね…………」

　弱音が口をついて出そうになる。

　こらえて、我が慢まんして、それでも耐たえきれずに声が漏もれそうになった、その時だ。

「閣下！」

　あらん限りの声をあげて、オリバー国務長官が現れた。

「どうしたの、オリバー」

「ウルムスタンで重大な事故が発生しました」

「事故？」

「炭たん疽そ菌きん爆ばく弾だんが爆発したと」

「なんですって!!」

　ノアの脳のう裏りに、ラファエルの言葉がこだました。
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　アブラハムとサラ




　アブラハムはノアの子孫であり、ユダヤ教、キリスト教、イスラム教のすべてから預言者だと認められた最後の存在である。

　アブラハムは元の名をアブラムと言い、神の言葉によってアブラハムと名を変えた。

　神はまた、アブラハムに妻サライの名前をサラと変えるように命じ、二人の間に子供を授さずけることも約束した。

「わたしはサラを諸国民の母とし、彼女の子と永遠の契けい約やくをする。その子は諸民族の王となるであろう」

　この代より、ユダヤ・キリスト教とイスラム教はたもとを分かつことになる。
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　ノアの唇くちびるから放たれたのは、叫さけびだった。

「誰の仕し業わざ!?」

「現在、調査中です」

　微び妙みように言葉を濁にごしたオリバー国務長官の言い回しに、聡さといノアが気付かないはずがない。

「…………それって、我が軍の爆ばく弾だんかもしれないってこと？」

「テロ攻こう撃げきの可能性も捨てきれません」

「我が軍の確率のほうが高いのね！」

「現在入っている報告を見るかぎり、被ひ害がいが甚じん大だいすぎます……」

　炭たん疽そ菌きんの中でも、比ひ較かく的簡単に生成できる〝白い粉〟を散布する攻撃は、ごく狭せまい範はん囲い、すなわち数人から数十人単位の殺人にしか有用ではない。

　オリバーは、それ以上の惨さん事じがウルムスタンで起こっていると言いたいのだ。

　ノアはみるみると顔を気色ばませた。

「我が軍がそんな兵器を開発してるなんて……、どうしてわたしのところまで報告が上がってこなかったの!?」

「私のほうでも把は握あくしておりません。リース国防長官であれば何か知っているかと」

　オリバー国務長官の口から彼の名を聞いた瞬しゆん間かん、ノアは震ふるえるような怒りにつつまれた。

「ラファエル……！」

　最後に言われた言葉が、胸をよぎった。




『君にはこれから起こることの責任を取ってもらわないといけない』




　電話を切った直後の、炭疽菌爆弾の炸さく裂れつ。

　まったくの無関係だと思えるほど、ノアは吞のん気きな少女ではなかった。

「これが、報復だというの…………？」

　うめくような声を唇から漏らし、ノアはうつむいた。

　顔色を変えるほどの大統領の憔しよう悴すいに、オリバーは気づく。

「……どうされたのですか、閣下」

「リースは罷免クビにしたわ」

「なぜですか？」

「あとで話すわ。今はそれよりも事故の究明を」

「僕は、のえるを呼んでくるよ！」

　健太が飛び出し、反対の西ウエスト棟ウイングへノアたちが歩き始める。

　ワシントンの空は何事もなかったかのように蒼あおく、静かだ。

（地球の裏側では、地じ獄ごくが生まれているというのに……！）

　安全な場所にいる自分を、ノアは呪のろった。
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　ノアが執しつ務む室に飛び込んできたとき、テレビはどの局もウルムスタンからの惨さん状じようを伝えていた。

『ただいま、事故発生地域半径五〇キロは防ぼう疫えき閉へい鎖さ区域に指定され、立ち入ることを許されておりません』

　画面はウルムスタンの米軍基地から次々と離り陸りくしていく輸送機の映像を映している。

『閉鎖区域に指定された米軍基地からは最小限の人員を残して、周辺国の基地に避ひ難なんが始まっております。なお、現時点で米国兵士が被害にあったかどうかの確かく認にんは取れておりません』

　スタジオでは次々に届けられる情報を、キャスターが読み上げていた。

『現時点で確認されている死者は数千人を超こえ、汚お染せん地域の拡大によっては一万人を超える死者が発生するのではないかとも言われております』

「いちまん……」

　呆ぼう然ぜんと、ノアは立ち尽つくした。

「オリバー、ウルムスタンに対生物兵器部隊は配置されていないの？」

「それが、ただちに緊きん急きゆう出動を命じたところ、なぜか部隊は二四時間前にドイツに向けて移動したという報告が」

「どういうこと!?　ドイツに移動する必要がなぜあったの？」

「現在、国防ペン総省タゴンに問い合わせをしているところです」

「…………っ！」

　ダンッ、とノアは拳こぶしを机に叩たたき付けた。

（国防総省に問い合わせたところで、ロクな情報など出てくるわけがない！）

　脳のう裏りにリース国防長官の顔が浮うかぶ。

（リースの言っていることが本当なら、国防総省にはラファエルの息のかかった者たちがいて、わたしが許可した覚えのない指令を出したり、偽にせの情報をホワイトハウスにあげてきていたんだわ）

　ぞくぞくっ、と恐きよう怖ふがノアの背筋をかけあがった。

（知らないうちに、ホワイトハウスは絶海の孤こ島とうになっていたなんて……！）

　もはや、続報を待つまでもなかった。

（そんなに強力な炭たん疽そ菌きん爆ばく弾だんを開発する力を持った国など、アメリカの他ほかにあるわけがない）

（純じゆん粋すい水爆の件も……！）

　自分の知らないところで、自分が完全に統とう率そつしていなければならない軍隊が、勝手な動きを始め、取り返しの付かない事態を招いた。

「………………！」

　悔くやしさに、ノアは唇くちびるを嚙かみしめた。

「なにっ!!」

　部下からの報告を受けて、オリバーが驚おどろきの声をあげた。

「どうしたの、国務長官」

　と、テレビ画面の中でもキャスターが最新の情報を受け取った姿が映し出されていた。

『ただいま、事故の全容が明らかになりました。事故は米軍の車列を襲おそったゲリラの攻こう撃げきによって発生したとのことです。車列の中には炭疽菌爆弾が存在し、それが爆発したことで周辺地域に土ど壌じよう汚お染せんが発生した模様』

　オリバーは自分が言おうとしていたことをキャスターが先取りしたことに、顔色を白くした。

「……どうして、我が軍よりも早い情報が、外に…………！」

「ゲリラが情報を流したのでは？」スタッフの一人が口にした。

（違ちがう）

　ノアは首を振ふった。

（ラファエル……!!）

（アメリわたカ政府したちが情報を隠かくすことの出来ないように、マスコミに情報を流したんだわ……）

　すでにもう米国は、彼ラフのアエル手のひらにのせられていたのだ。

　ノアは戦せん慄りつに震ふるえた。
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　いっぽう、ウルムスタンでは──。

　官かん邸ていから出てきたハミッド大統領を報道陣じんが取り囲んでいた。

　無数のフラッシュと無数の質問が、津つ波なみのようにハミッドに浴びせかけられる。

「この事態をどのようにお考えになりますか？」

「最悪の事態はどこまで想定していらっしゃるのですか！」

「反米ゲリラを鎮ちん圧あつ出来ていない、大統領あなたの責任では!?」

　ムッ、とハミッドは気色ばんだ。

「米軍が運んでいるのがただの爆弾なら、こんなことにはなっていない！」

「米国からは何も知らされていなかったのですか？」

「ああ、そうだ！」

　言い捨てるように叫さけび、ハミッドは黒くろ塗ぬりの公用車に乗り込んだ。

　ばたん、とドアが閉まり、車は静かに走り出す。

　ハミッドは目を閉じ、額に手を当てると、やがてうめくように頭を抱かかえた。

「なんてことが起こってしまったんだ……、すべて私の責任だ……」

「大統領」

　と、運転席でハンドルを握にぎる男が声をかけた。

「自分を責めるのはおやめになってください」

「いや、ウルムスタンで起こったことはすべて私の責任だ。米軍が生物兵器を我が国に運び込んでいることは分かっていたのだから、もっと激しく詰つめ寄るべきだったのだ」

「聞いて応じてくれる国ではないでしょう」

「いざとなれば軍隊を出して、米軍基地を査察する手段もあったのに……！」

「そんなことをすれば、米国からどんな報復があるか」

「そうだ。私は怖おじ気づいたのだ。彼らアメリカの恐おそろしさに。連中アメリカは９１１を起こしたテロリストが逃にげ込んだという理由だけでウルムスタンをテロ支し援えん国家と決めつけ、攻せめ込み、我が国土を蹂じゆう躙りんした…………」

「結局、９１１テロの首しゆ謀ぼう者はウルムスタンとは何の関係もない人間でした」

「そうだ。テロリストはウルムスタンを利用しただけだった。そんな見え透すいた罠わなにアメリカはひっかかり、我が国を粉々に破は壊かいした！」

「９１１で死んだ数千人の米国人の命をあがなうために、数十万人ものウルムスタン人を犠ぎ牲せいにして……」

「そうだ。戦争が終わっても、連中は退去することをせず、無断で基地を作り、ウルムスタンに居座った。反米ゲリラが残存していると言っては勝手に出しゆつ撃げきし、町であろうと村であろうとかまわずに戦せん闘とうをした」

　ハミッドの悲しみは深い。

　両手に顔をうずめながら震える姿は泣いているようでもある。

「米国兵はどんな無法を働こうと、我が国の法律で裁くことは出来ない……。私はこれ以上、国民が犠牲になることを恐れた。だから彼らを怒おこらせまいと思い、査察を躊ちゆう躇ちよした……」

「あなたでなくてもそうしたでしょう」

「その上、奴やつらは国際法で禁止されている兵器を運び込み……！」

「悪いのは、運び込んだ米国です」

「わたしにはウルムスタンの国民を守る責任があるのだ！」

「その大統領閣下にお話があるのです」

　運転手は車を止めた。

　ハミッドはここに来て初めて、運転手がただならぬ気配を漂ただよわせていることを感じ取った。

「……誰だ、貴様は」

「こうでもしなければ話し合えないかと思いまして」

　運転手は言い、サイドシートに置かれたジュラルミンケースを指し示した。

　銀色に光るケースをハミッドは見る。

「これは……？」

「米国が開発した新型核かく兵器、純じゆん粋すい水すい爆ばくです」

「なっ……！」

「貴方あなたに必要なものです」

「……貴様、名を名乗れ」

　運転手は目ま深ぶかにかぶっていた帽ぼう子しを取り、ハミッドにうやうやしく礼をした。

「ドレッド・ストーン。コルドロンの代行者です」
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　数時間後のことである。

　ホワイトハウスでは、炭たん疽そ菌きん爆ばく弾だんに関するレクチャーが行われていた。

　暗くした部屋のスクリーンに、一枚のスライドが映し出される。

「第二次大戦終結後、我ら連合軍は、スコットランド西岸のグリュナード島を買い取り、そこで炭疽菌爆弾の投下実験を行いました」

　オリバーが次のスライドを映す。

「当初の計画では、除染作業によってグリュナード島の汚お染せんは完全に除かれるはずでした。しかし炭疽菌は芽が胞ほうとして残存しつづけ、島内に生息している動物には高頻ひん度どで炭疽症が発生しました。結局、三〇年かけて島全体をホルマリンで消毒することで、炭疽の発生を終息させました」

「で、ウルムスタンのケースでは、原状回復にはどの程度の時間がかかるの？」

　ノアの問いに、オリバーは首を横に振ふり。

「すでに炭疽の芽胞形成が始まった以上、土ど壌じよう汚染が半永久的に持続するかと」

「…………なっ！」

　ノアは言葉を失った。

　両手の拳こぶしで、机を叩たたき。

「なんでそんなものを開発したの!?」

「…………」

　答えられず、オリバーは沈ちん黙もくする。

「米国は一九六九年に生物兵器開発を永久に止めることを宣言したはずよ！」

「その条約では、生物兵器の攻こう撃げきを防ぐための防ぼう御ぎよ的な兵器開発は許されております」

　そう言って、オリバーは次のスライドを見せた。

「米軍は炭疽菌に対するワクチンを作ることを目的にすれば『防御的開発』になるとして、炭疽菌爆弾の開発を条約違い反はんではないと主張したのです」

「そんな……」

「クリアビジョン計画と呼ばれたこの計画は、当時のクリントン大統領にも全ぜん貌ぼうを明かされないまま、国防総省によって秘密裏りに進められました」

「過去にも、そんなことが……」

「大統ホワイ領府トハウスはこうした計画の進行を後から知り、無断で進めた国防総省を批判したものの、うやむやになり、炭疽菌などの開発はそのまま続けられました」

（わたしは何も知らなかった……）

　ノアは後こう悔かいした。

　後悔という言葉では言い表せないぐらいの痛みを、ノアは胸に感じた。

「閣下！」

　扉とびらを蹴け破やぶるようにして、スタッフの一人が駆かけ込んできた。

「ウルムスタン大統領が記者会見を行うそうです！」

　さっそく、オリバーがディスプレイの映像をテレビに変える。

　ニュース番組はウルムスタンの大統領府からの中ちゆう継けいを伝えていた。

『今回の事態について、わたしは世界の皆みなさんに重大な発表をしたい』

　そう言って、ハミッドはかたわらに置かれた鞄かばんを指し示した。

　それは大人が手にするにはちょうどいい大きさをした銀色のジュラルミンケースだった。

　見覚えのあるケースに、ノアは言葉を失った。

「そんな……」

　頭を殴なぐられたようなショックに、ノアはふらついて机に手をついた。

　泣きそうな顔をして、叫さけんだ。

「どうして、あれがあそこにあるの!?」

　純粋水素爆弾だった。
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『まず初めに、今の事態に対してすべての国民に謝罪をしなければなりません。もっとも私が謝らなければならない人はこの放送を見ることも出来ないでしょう。すでに愛する者を喪うしなった人にも私は謝らなければなりません』

　ハミッドは胸に手を当てて、深く、深く頭を下げた。

『すでにご承知の方もいるかもしれませんが、今回の事態は、炭疽菌爆弾を運んでいた米軍の車列をレジスタンス部隊が襲おそったところから発生したものです』

『米国は我が国に炭たん疽そ菌きん爆ばく弾だんを運び込んでいることも、それを基地から持ち出してどこかに移送しようとしていることも、一いつ切さい、我が国に通告をすることはありませんでした』

『私はいま、猛もう烈れつに後悔をしています』

『米国の言いなりになっていた自分にです』

『二度と我が国を惨さん禍かに陥おとしいれたくない。その思いで私は理り不ふ尽じんな要求も飲み込んできました』

『その結果が、今です』

『彼らがなぜ我が国に炭疽菌爆弾を持ち込んだか、分かりますか？』

『ウルムスタンが生物化学兵器禁止条約に加盟していないからです。私は参加の働きかけをしましたが、米国によって阻はばまれました。なぜだか分かりますか？』

『米国は生物化学兵器禁止条約を批ひ准じゆんしていますが、条約に加盟していない我が国でなら、生物兵器を開発しても条約違反にならないと考えたからです』

『我が国でなら何をしようと、万が一に国土が破は壊かいされようと、米国民が犠ぎ牲せいになることはありません』

『それだけではありません』

『彼らは、炭疽菌爆弾をも超こえる、恐おそろしい兵器をウルムスタンに持ち込んでいたのです』

　と、ハミッドはジュラルミンケースを指し示した。

『これは核かく爆弾です』




　オリバーが声を上げた。

「核を盗ぬすんだのはウルムスタンだったのか!?」

「違ちがうわ」

　即そく座ざにノアは否定した。

（ラファエル……、何を考えているの……！）

『我が国はここに核保有を宣言する。核の保有は国家に許された自衛の権利であり、どの国もそれを阻むことは出来ない』

　そして、とハミッドは言いさして。

『わたしは米軍に対し、すべての国からの即そく時じ撤てつ退たいを要求する。すべての国から軍人と兵器のすべてを引き払はらい、自国に戻もどることを要求する。一切の条件なしにだ』

「なにを馬ば鹿かなことを！」

「米軍がいなくなったら、誰が世界の秩ちつ序じよを守ると思っているのだ！」

「独裁者やテロリストが好きなように暴れるだけだぞ！」

　ノアと共にテレビを見ていた諸長官たちから怒いかりの声が上がった。

『今から三六時間以内に米国政府が要求に応じない場合、この核爆弾を米国に投下することを宣言する』

「な…………！」

　一気にホワイトハウスは沸ふつ騰とうした。

「ハミッドは核を使って、我が国を脅きよう迫はくするつもりか！」

「戦争だ!!」

　口々に訴うつたえる諸長官に向かって、ノアは断固と言い放った。

「間違っていたのはわたしたちです」

「大統領閣下！」

　テレビからハミッドの怒りの叫びが聞こえてきた。

『分からぬものは、国土を焼かれる経験をすればよいのだ！』
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　ホワイトハウスの前、である。

「大だい丈じよう夫ぶかしら、ノア……」

　一度は出ていったものの、彼女のことが心配になり、のえるは戻っていたのだ。

　しかし中に入ろうとするも、警備員に両腕うでを抱だきかかえられ、のえるは門から追い出されてしまった。

　と、だ。

　のえるはＳセキユリテイーＳサービスの制服を着た男が西ウエスト棟ウイングに消えていく姿を見た。

　見覚えのある顔立ちに、のえるの表情は凍こおり付く。

「…………！」

　刹せつ那な、のえるは走り出していた。

「アイツ……、どうしてっ!?」
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　執オーバル務室オフイスでは諸長官が一堂に会する会議が続いていた。

「戦争だ！」

「とにかく戦争だ！」

「核兵器を恫どう喝かつの道具に使うなんて信じられない！」

「ウルムスタンの国境を封ふう鎖さして、核兵器持ち出しを阻そ止しすれば！」

　長官や補ほ佐さ官たちが次々に口を開く。

　すでにもう、アルカンタラのことは棚たな上あげになっていた。

「…………」

　ノアは黙だまり込んでいた。

　机の上に両肘ひじをつき、組んだ手を額に置いて、何かを考え込んでいる。

「大統領のご意見は？」

　オリバー国務長官が問うた。

　ノアは重い表情のまま、ゆっくりと口を開いた。

「…………核を恫喝の道具に使った交こう渉しようには決して応じられません」

「開戦……、ですね」

「戦争もしません」

「どういうことですか？　大統領！」

「非は我が国にあります。それを忘れて軍隊を動かすことは出来ません」

「何を言っているのですか、閣下！」

　オリバーは声を荒あららげた。

「すでに純じゆん粋すい核はウルムスタンの国外に出ているかもしれないのですよ！　今さら国境を封鎖したところで記者会見で見せたケースが本物とは限らない!!」

　ノアは冷静に。

「……本気で使う気なら、むしろ、すでによその国に移動させているでしょうね」

「お分かりになっているのなら！」

「現実問題として、我が国が鎖さ国こくをするなんて無理です。世界各国の空港に協力を仰あおいだところで、カナダやメキシコの国境からは徒歩でも入ることが出来ます。完かん璧ぺきな阻止は不可能です」

「だから断固とした態度を見せるべきなんです！」

「ウルムスタンを攻こう撃げきすることをですか？」

「攻撃をためらわないことです！」

「脅迫には脅迫で返せ、と？」

「ひとときの平和を求めてヒトラーと融ゆう和わしたヨーロッパがどうなったか！」

　ヒトラーとは第二次大戦前にドイツを指導した独裁者である。

　ヒトラーはドイツの首相となったころから、ヨーロッパ侵しん略りやくの意志を露あらわにしていた。

　だが、当時の大国であるイギリスやフランスは、ナチスとの衝しよう突とつが戦争へ発展していくことを恐おそれるがあまり、ドイツ周辺地域を次々にヒトラーに譲ゆずり渡わたした。

　それをヒトラーは『戦争をすると脅おどせば、英仏は引く』と解かい釈しやくし、侵略を加速していった。

　それが第二次世界大戦へつながっていったのは歴史の語るところである。

「無責任な融和はハミッドに間違ったシグナルを与あたえる危険性があります!!」

「オリバー、わたしの話を聞いて」

「いま、こうやって躊ちゆう躇ちよしている間にも核かくは米国の上にやってきているかもしれないのですよ！」

　ノアはきっぱりと首を振ふった。

「会議はいったん休会します」

「閣下！」

「頭を冷やしたほうがいいわ。みんなも、わたしもね」

　そう言って、ノアは席を立った。
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　西棟のそばには広い庭園がある。

「…………」

　ノアは一人でベンチに座っている。

　正確には一人ではない。

　大統領が外に出ているときには、どんな時でもＳセキユリテイーＳサービスが最低一人は付いてくる。

　その彼が携けい帯たいに着信を受けた。

「閣下、お電話です」

　ノアはＳＳから電話を受け取った。

『私の言葉を聞く気になったかね』

　ラファエルだった。

「……あなたがやったのね」

　核のことも、炭疽菌爆弾のことも、という意味だ。

『すべて、キミがわたしの言葉を聞かなかったからだ』

「自分が何をしているのか……、分かっているの？」

『核が米国の上に落ちれば、もう止められない。キミが何を訴うつたえようと人々は報復を求める。終わらない戦争の始まりだ』

「何万……、いえ何十万の人が死ぬのよ!!」

『キミが私の話を聞かなかった代だい償しようだ』

「…………っ」

　ノアは唇くちびるを嚙かみしめた。

　悔くやしさがつのり、胸の堰せきを切ってあふれそうだった。

「……わたしは踊おどらされていただけだったのね」

『分かってくれたかね』

「わたしは大統領を辞やめる」

『どういう意味だ』

「あなたがこれまでしてきたことを、すべてを明らかにして、審しん判ぱんを待つわ」

　しばし、ラファエルは沈ちん黙もくし。

『それは脅しかね』

「卑ひ劣れつに屈くつしないだけよ」

「だが、それは許されないのですよ、大統領」

　かたわらにいたＳＳが口を開くや、懐ふところから銃じゆうを抜ぬいた。

「な……！」

　とっさにノアは逃にげるように跳とんだ。

　タンッ……！

　消音器をかませた、かすかな銃声が走った。

　ノアのブラウスに赤い点が生まれ、血が噴ふき出してみるみると広がる。

　撃うたれたのは足と腹部だった。

　ノアは崩くずれるように背中から倒たおれた。

「あ……、ああ……！」

　灼やけるような痛みが身体からだを駆かけ抜け、ノアは意識が飛んでしまいそうになった。

　だが、こらえる。

　歯を食いしばってこらえる。

（ここで死んだら……、誰がラファエルのことを……！）

　立ち上がる力はなくても、ノアは仰あお向むけの身体を横転させて、手の力も使って、はいずってでも逃げようとした。

「無様なものだな。大統領閣下」

「…………！」

　背後から、ＳＳの笑う声が聞こえた。

　どんなに無様でも、ここで命を絶たれるわけにはいかなかった。

（ラファエルのことを、世界に伝えなくちゃ……！）

（ここで死んだら、わたしのせいで犠ぎ牲せいになった命すら、台無しになる……！）

　真っ白な服が、血と土で汚よごれていく。

　フン、と彼は不ふ愉ゆ快かいげに唇を曲げると。

「苦しまずに死なせてやろうとしたものを」

　ＳＳはノアにとどめを刺さすべく、地に伏ふしたノアに銃口を合わせようとした。

　その時だ。

「マスリーッ！」

　矢のような声に彼は振り向いた。

「くっ……」

　気づいたときにはのえるはマスリーの懐に飛び込んでいた。

　宙に弧こを描えがく回し蹴げりが、彼のあごに決まった。

　マスリーは吹ふき飛ぶように空を舞まった。

　だがそれは、後ろに跳ぶことでダメージを打ち消したに過ぎない。

　マスリーは手を突ついて後転を決めると、のえると距きよ離りを取った。

「やはり、貴様か」

「どうして、あなたがここに……！」

「ホワイトハウスにも仲間がいるということだ」

「そこまでコルドロンが侵しん食しよくしていたなんて……」

「貴様が思うより、人の憎ぞう悪おは深い！」

「ウルムスタンの事故もあなたたちが起こしたの？」

「さすがだな、その勘かんだけは褒ほめてやろう」

「あなたなんかに褒められたって！」

　叫さけび、のえるは飛び込んだ。

　とはいえ、マスリーとは絶対的な体格差がある。

　のえるは正面から拳こぶしを打ち合うような愚ぐは避さけた。駆け抜けるようにマスリーの背後に回り込むと、半身の姿勢から彼の腕うでを取ろうと動いた。

　マスリーは左でのえるの手を弾はじくと、銃をしまった右を返し、手刀を放った。

　刃はのような爪つめが空気を切った。

　のえるはかわしきれず、頰ほおに赤い血筋を刻まれた。

　ハハッ、とマスリーは笑う。

「ウルムスタンの要求を拒きよ否ひすれば核かくが炸さく裂れつし、アメリカが屈くつ服ぷくすれば、アメリカは癒いやしようのない敗北感を抱いだく。その復ふく讐しゆうのために新しい戦いが起こる！」

「あたしが起こさせない!!」

「どうやって！」

　マスリーはあざ笑うだけだ。

「あなたこそ！　なんでこんなことが出来るの!?」

「私には世界を不幸にする権利がある」

「そんな権利、誰にもない！」

「あるさ！　私にはな！」

　マスリーは豪ごう語ごし、懐に手をやった。
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「故郷を、家族を、すべてを奪うばわれた私には、すべてを奪う権利があるのだ！」

「間ま違ちがっている、あなたは！」

「神の代わりに因果応報を喰くらわせてやるだけだ」

「されたくなかったことを他人にしてどうするの！　不幸を繰くり返しているだけじゃない！　人間はそんなちっぽけなものじゃないわ！」

「幸せな国に生まれたお前にはわかるまい！」

　タンッ……！

　マスリーは抜ぬいた銃じゆうで、のえるに発はつ砲ぽうした。

　狙ねらいは過たず、のえるの心臓に命中する。

　吹き飛ぶように、のえるの身体からだが宙を舞った。

　どさっ、と音を立てて地をなめる。

「………………」

　硝しよう煙えんの臭においを鼻で嗅かぎ、マスリーはふたたび銃をノアに向けようとした。

　そのとき、だ。

　わずかではあるが、のえるの身体が動いた。

「なにっ!?」

　マスリーの顔が驚きよう愕がくに震ふるえる。

　のえるも自分自身が信じられないような顔をして、一言。

「……あたし、……生きてる」

「馬ば鹿かなッ！」

　再びマスリーが銃口を向けた。

「遅おそいッ！」

　本能の動きだった。

　のえるは自分がなぜ生きているのかも分からないまま、生への衝しよう動どうのままに身を起こした。

　獣けもののような姿勢から前方に跳とび、前転をするように両手を突くと、足を大きく蹴り上げる。

　かかとでマスリーの手から銃を飛ばし、残る足でマスリーの頰を蹴り落とした。

「ガッ……！」

　地面に叩たたきつけられるマスリー。

　のえるはすぐに体勢を戻もどした。

　マスリーもすぐに立ち上がる。タイミングは同時だ。

「……貴様、なぜ!?」

　マスリーは目をこらした。

　銃じゆう弾だんは明らかにのえるの心臓に命中していた。

　その証しよう拠こに、彼女のシャツには黒い穴が空いている。

「友達が助けてくれたのよ」

「ふざけるな！」

「そうでなかったら、たまたまペンダントのあるところに銃弾が命中するなんて幸運、起こるはずないでしょう？」

　と、のえるは首にかけたアクセサリーをシャツから出して見せた。

　それはロケットと呼ばれる。中が開くタイプのペンダントだ。

　もっとも銃弾によって、蓋ふたは割れてしまってはいるが。

「……っ!?」

　マスリーは割れたロケットの写真に目を奪われた。

　サラの笑え顔がおが映っている。

「その写真は……？」

「これをくれた友達の写真よ」

「……待て、いま、貴様、なんて言った？」

　のえるの返事に、マスリーは顔をこわばらせた。

「お前の、友達だと…………!?」

「知り合いなの？」

「どうして妹の写真を貴様が持っているのだ!!」

「いも……!!」

　のえるは絶句した。

　戦せん闘とう中にもかかわらず、頭の中がまっさらな紙のようになって立ち尽つくした。

　この瞬しゆん間かんであれば、のえるを銃殺することは子供でも出来ただろう。

　なのに、マスリーはしなかった。

　したくても出来なかった。

　のえる以上に、動どう揺ようしていたからである。

「貴様……、妹のことを知っているのか？」

　うめくように、それでいて真しん剣けんに、マスリーは聞いた。

　それまでの邪じや悪あくな面つら構がまえとは、打って変わった表情だった。

　世界のどこにでもいる、家族の安否を想おもう兄のそれだった。

　マスリーが見せた、初めての人間らしい表情にのえるは戸と惑まどいながら、それでも答えた。

「死んだわ、サラは」

「…………！」

　マスリーは息を吞のんだ。

　予期していなかったことではなかった。

　家族だ。

　身体の弱かった娘むすめだということは誰よりも知っていた。

　けれど、実際の死を知らされて、落ち着いていられるほどの超ちよう人じんではなかった。

　それでも、平静を保とうと首を横に振ふり。

「だ……、だろうな。長くない命だった。米軍の劣れつ化かウランで……」

「あなたたちが飛行機をぶつけたビルにいたのよ」

「なっ……！」

　何を言われたのか、一瞬分からず、マスリーは立ち尽くした。

「なん、だと？」

「あの朝、世界貿易センタービルにサラはいたの。逢あう約束をしてたの」

「そんな……」

　マスリーはよろよろとよろめいた。

「馬ば鹿かな、そんなことが、あり得ない。どうしてサラが……？」

「いたのよ、あなたが……」

　それ以上は、のえるは言わなかった。

　言わずとも、マスリーは呆ぼう然ぜんとなり。

「噓うそだ……。この私が……、サラの命を奪うばっただと？」

　戦うことすら忘れて、震ふるえを抑おさえるように頭を抱かかえて。

　立っていることすら出来なくなって、がくりと膝ひざを突ついた。

「知っていれば……、こんなことを……」

「不幸をばらまかない道だってあったのよ。その手は銃じゆうの引き金を引くためじゃなくて、誰かを守るためにも使えたはずなのよ」

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　うめくような雄お叫たけびをあげると、マスリーは銃口を自分の頭に向けた。

　引き金を絞しぼる。

　タンッ……！

　銃弾が彼の頭を撃うち抜ぬくよりも、のえるの足が拳銃を蹴けり飛ばすほうが早かった。

　銃声は空にとどろき、空の薬やつ莢きようが芝生しばふに転がった。

　返す手のひらで、のえるはマスリーをひっぱたいた。

「死ねばいいなんて考えないで！」

「死ぬ以外に何が出来る!!　妹を殺した!!　この私に!!」

「あなたはまだ生きてるのよ！」

　泣くように、のえるは叫さけんだ。

「死んだらサラが生き返るの!?　死んだらあなたが奪ってきたものが蘇よみがえるの!?　命って、そんな安直なものじゃないのよ!!　死んで責任を取るなんて、あたしは認めない!!」

「だが……、私は……！　私は……！」

　震えるように、マスリーは首を振った。

「のえる！　何があったの!?」

　健太とＳＳたちが駆かけつけてきた。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　マスリーは逃にげ出した。

　のえるに無防備な背中を見せて、恐きよう怖ふにかられた子こ鹿じかのように全力で走り出した。

　けれど、のえるはマスリーを追わなかった。

　それよりも、倒たおれて動かなくなっていたノアのもとへ駆け寄った。

「救急スタッフを呼んで！　ノアが撃たれたの!!」

　叫ぶと、ノアを助け起こす。

　ノアのブラウスはもう、噴ふきだした血で真っ黒になっていた。

「ノア。死んじゃダメよ！　ノア!!」

「……のえる？」

　今にも途と切ぎれてしまいそうな、ノアの声がした。

「のえる……、どこ？」

　ノアは目を開けていたが、焦しよう点てんはもはや結べていない。

　顔をのえるの方向に向けてはいるが、視線はあらぬ方をさまよっている。

「のえる、謝りたいことがあるの」

「あとで聞くわ。今は喋しやべらないで。出血が」

　ダメよ、とノアは首を振り。

「いま謝っておかないと、もう」

　二度と目が覚めなかったら……、そんな恐おそれがノアにはあった。

「なに弱気になってるのよ！　ノアらしくない!!」

「のえる、あなたの言う通りだった……。世界はひとつになんてならない。ならないほうがいい。誰だれかの手に落としちゃいけないものだったの…………」

「いいから、喋らないで」

　泣き声になっているのはのえるのほうだった。

　血で濡ぬれることもかまわず、ノアを抱だきしめる。

「絶対……、負けたくなかった……！」

　のえるに抱きしめられながら、ノアは唇くちびるを震わせた。

「天国で再会できた時に、サラがいたから頑がん張ばれたのって言いたかった。サラの命は無む駄だじゃなかったって言ってあげたかったの。それぐらいしか、わたしには……」

　ノアの瞳からも一筋の涙なみだがこぼれでていた。

「……でも、ぜんぶ、無駄だった」

「無駄じゃないよ！」

「取り返しのつかない惨さん事じまで引き起こしてしまった」

「悪いのは仕し掛かけた奴やつよ、あなたとは違ちがう」

「敵に利用されただけだった」

「まだ終わったわけじゃないわ」

「どうやって？　いまさら世界を救う方法なんてあるの？」

「思いつくわよ」

「まったく、無責任ね」

「ごめんね」

「ううん、どうしてだろ」

　あっけらかんと言い切るのえるの能天気さが、今のノアにはなぜだか頼たのもしく思えた。

　小さく、にっこりと笑みをこぼして。

「不思議ね」

「どうして？」

「わたし、あなたに期待してるわ。あなたならなんとかしてくれそうな気がしてるの」

「そうね、きっと、なんとかなるわ」

「根こん拠きよもないのにね、あなたはいつも」

「理由ならあるわよ」

「どんな？」

「ノアだよ」

「……わたし？」

「あなたの想おもいを無駄になんてしない。ラファエルの思い通りになんてしない。だから、あたしは絶対に負けないんだから」

　のえるはノアの細い手を握にぎりしめた。

　肌はだ越ごしに熱を伝えれば蘇よみがえるといわんばかりに、冷たくなっていた彼女の手を握りしめた。

「だからノアはあたしを見てて。死んだりしたら絶対にダメよ。あたしが勝って戻もどってくるまで見届けるの、約束よ！」

　こくりとノアは頷うなずいた。

　眠ねむるように目を閉じて。

　それきり、彼女は動かなくなった。
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　──数時間が過ぎた。

　ホワイトハウスからさほども離はなれていない、救急病院の廊ろう下かである。

　部屋から出てきたのえるのもとへ健太が駆かけ寄った。

「手術はうまくいったの!?」

「弾だん丸がんは無事に摘てき出しゆつできたみたい。命にも別状はないって」

「よかった……」

　全身の力が抜ぬけるような安あん堵ど感で、健太はホッと息をついた。

　けれど、のえるの表情は重い。

「どうしたの？」

「…………」

「何かあったの!?」

「目覚めないかもしれないって、もう」

「ノアが!?」

「脊せき髄ずいをやられたみたいで……、仮に目覚めたとしても、もう、歩くことは出来な……」

　最後まで言い切ることは出来なかった。

　途と中ちゆうでのえるは嗚お咽えつしてしまい、手のひらで顔を隠かくしたからだ。

「そんな……！」

　がっくりと、健太は倒たおれ込むように壁かべに背をつけた。

『……、…………』

　そばにあった待合所のテレビから声が聞こえてきた。

　大統領暗殺未み遂すい事件について、インタビュアーが街の声を拾っているところだった。

『こんなことをするのは、ウルムスタンの工作員に決まってる！』

『奴ら、本気で核かくを落とすつもりなんだ！』

『戦うしかない！　私たちは大統領を支持するわ！』

『戦争は嫌いやだけど、今は逃にげてはいけない時よ！』

『陸軍の事務所に行って来たところさ、僕は戦う。愛する家族のいるこの国を守る』

　最後に答えていたのは、まだ二十はたちにもなっていないだろう青年だった。

　すでに心は兵士なのだろう。今日、切ったばかりに見える五分刈がりにした頭がさっぱりとさわやかだった。

　なんて純じゆん粋すいな瞳ひとみをしているのだろう、と、のえるは思った。

　愛する人を守りたい。故郷を守りたい。

　それだけの気持ちで、彼は銃じゆうを取ろうとしている。

「……愛が、戦いを呼ぶのかしら？」

　ぽつりと、のえるはつぶやいた。

「どうしたの？　のえる」

「ノアとあたしは同じ。大切な友達を奪うばわれて、だから奪った連中と戦おうとした」

「サラの、ことだね」

「マスリーは家族を殺されて、家族への愛のために、凶きよう行こうに走ったわ」

「えっ………」

「みんな、そうなのかしら？　だとしたら、戦いを止めることなんて出来るのかしら」
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　健太と別れて、のえるは庭に出た。

　何をするつもりにもなれず、ベンチに座り込み、ぼんやりと空を見つめる。

　たなびくように雲が流れていた。

　どんな時も空は変わらない。

　嬉うれしい時も。悲しい時も。

「……折原、のえるさん？」

　のえるはベビーカーを押す母親に声をかけられた。

　見覚えのない人だ。

　のえるはうなずきながら、立ち上がった。

「一度、お会いしたことがあるんですよ、わたし」

「あたしと？」

　のえるは自分を指さした。

「主人の仕事で今はこの街にいるけれど、去年までは東京にいたんですよ」

　母親は視線を我が子に落として。

「この子がまだお腹なかにいたころに…………」

「お腹？」

「バスで助けられた……」

「あ──っ！」

　すっとんきょうな声を上げながら、のえるは完全に思い出していた。

「犯人に銃を向けられてたお母さん！」

　ずっとずっと昔のことだ。

　帰国早々に、健太に逢あいにいったときに遭そう遇ぐうしたバスジャック事件で助けた母親だった。

　当時、まだ彼女はお腹に子供がいた。

「あのときの赤ちゃんが……」

　のえるは赤ん坊ぼうの手を握にぎった。

　小さいけれど、熱があった。

　確かに息づいていた。

「あなたがいなかったら、この子は生まれてなかった」

「あたしが……？」

「自信を持って。わたしとこの子は何があってもあなたを信じるから」
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　西ウエスト棟ウイングでは、国防長官をはじめとする諸長官が徹てつ夜やの会議を続けていた。

　宙ぶらりんになったアルカンタラに対する宣戦布告問題。

　ウルムスタンの核武装宣言と、報復宣言。

　……にもかかわらず、軍の最高司令長官である大統領が昏こん睡すい状態という事実。

　絶体絶命のような沈ちん黙もくが、オーバルオフィスに立ちこめていた。

　オリバー国務長官が現状を報告する。

「医師団の見解によれば、大統領は意識が回復されたとしても職務の執しつ行こうは困難のようだ」

「では、大統領権限継けい承しよう順位法に基もとづいて、スキナー上院議長代行に大統領代行になっていただくということで」

「異議なし」「賛成」「仕方あるまい」

　諸長官から手があがっていった。

「ちょっと待って！」

　ばたん、と扉とびらが開いた。

　ポニーテールが揺ゆれ、一人の少女が現れる。

「折原のえる！　また邪じや魔まをしに来たか！」

「今度は堂々と中に入れてもらったわよ」

「ＳセキユリテイーＳサービスは何をしているのだ！」

「ＳＳは正しい仕事をしてるわよ」

「なにっ！」

「なんたって、ホワイトハウスの新しい主人がやってきたんだから」

「はっ？」

　のえるの発言に、オリバーたち大人どもがそろいもそろって首を傾かしげた。

「なに言ってるんだ、お前？」「馬ば鹿かじゃないのか？」

　長官たちは、呆あきれ顔を通り越こして、アホの子を見るようにのえるを笑う。

　けれど、のえるは動じるどころか、威い風ふう堂々だ。

　左手を腰こしにあて、右手を胸にあてて、堂々と宣言した。

「あたしが大統領になってあげるわ！」

「何を馬鹿なことを言っている！　冗じよう談だんも休み休み言え！」

　オリバーが声を荒あららげた。

「大統領権限継承順位ってご存じ？」






　アメリカ合衆国は、大統領がさまざまな理由で職務の執行が不可能になった場合、以下の順番で大統領権限が移る仕組みになっている。

　一．副大統領（ノアが大統領に繰くり上がった段階で不在）

　二．下院議長（のえる）

　三．上院議長代行（スキナー）

　四．国務長官（オリバー）

　以下、五．財務長官、六．国防長官、七．司法長官、八．内務長官、九．農務長官、一〇．商務長官、十一．労働長官、十二．厚生長官、十三．住宅都市開発長官、十四．運輸長官、十五．エネルギー長官、十六．教育長官、十七．復員軍人長官
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「そんな決まりなら、ここにいる全員が承知している！」

「ノアもこのルールで副大統領から大統領になったのよね」

　そして、ノアが大統領職に昇しよう格かくした時点で、副大統領職は空席になっている。

「だから、第三位であるスキナー上院議長が……！」

「下院議長あたしは第二位よ」

　オリバー国務長官は拳こぶしを机に叩たたきつけた。

「合衆国憲法第二条第一節第五項こうの除外規定がある！」

　ふふん、とのえるは笑い。

「外国人は大統領になれないっていう決まりでしょ？」

「日本人のおまえが、どうやって大統領職につくのだ!?」

「あら、日本はアメリカの一部になったんじゃなかったの？」

「な……！」

　しまった、という顔をオリバーはした。

「のえる、おまえ、はじめからそれが狙ねらいで、我々の計画に乗っかってアメリカに日本を占せん領りようさせたのか……！」

「どうかしら」

　ふふっ、と謎なぞめかせるような笑みをのえるは浮うかべるだけだ。

　たちまちに諸長官から声があがった。

「ふ、ふざけるな！」

「そんなこと、認められるものか！」

「日本人である貴様に大統領の椅い子すなど！」

「待て！」

　と、オリバーが一同を制した。

「法は、法だ」

「ですが、国務長官……」

「我々は法に従う。だが」

　国務長官は護身用に身に着けていた銃じゆうをのえるに向けた。

「お前にアメリカを救う気がないのなら、ここで死んで貰もらう」

「とんでもない国務長官ね」

「国を守るのが私の仕事だ」

　と、引き金に指をやり。

「私は逮たい捕ほされるが、アメリカは守られる」

　にやり、と笑いながらも、オリバーの額には汗あせが浮かんでいた。

　わずかに銃口が震ふるえているのが分かる。

　娘むすめほどに年の離はなれた少女を、誰が撃うちたいだろう。

　オリバー、とのえるは名を呼んだ。

「あなた、いい人ね」

「私の質問に答えろっ！　お前はアメリカを救うために大統領になるのか！　ウルムスタンを救うために大統領になるのか！」

「後者だって言ったら？」

「ともに地じ獄ごくに堕おちてやる」

　引き金に力を込める。

「口先ならなんとでも言えるわよ」

「どういう意味だ！」

「あたしが噓うそをつく気だったらどうするの？」

「私が判断する」

「救ってあげるわ」

「…………………………っ！」

　一いつ瞬しゆんのような、一分のような、重苦しい時間が流れた。

　国務長官は長い、長い沈ちん黙もくの果てに銃を降ろした。

「いったん、信じるだけだぞ」

「それで充じゆう分ぶんよ、どんなこともね」

　にこりと笑い、のえるは大統領の机の前に立った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしに任せて」

　そのときだ。

　時間を合わせたかのように、のえるの携けい帯たいが鳴った。

　聞こえてきた声に、のえるは笑えみを浮かべた。

「待っていたわ、あなたからの電話」
















　ソドム




　ロトはアブラハムの甥おいである。

　アブラハムに従い、ともに約束の地であるカナンを目指した。

　ソドムとはロトが移住した町の名である。

　ロトは心正しい人であったが、ソドムには人を傷つける者が多く住んでいた。

　心を痛めた神は、この町を滅ほろぼすことに決め、ロトに告げた。

「命がけで逃にげなさい。振ふり返ってはいけない。どんな場所にも立ち止まってはならない。さもないと滅びることになる」

　ロトがソドムを立ち去ったあと、神はこの町に『硫い黄おうの火』を降らせた。

　その凄すさまじさは、逃げている途と中ちゆうでソドムを振り返ってしまったロトの妻を、一瞬で塩の柱としてしまうほどであった。

　ソドムに落とされた『硫黄の火』とは核かく爆ばく弾だんのようなものではないだろうかと類推する学者もいる。
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　あくる日の夕暮れだ。

　のえるはワシントンから南へ千キロほど飛んだ場所に来ていた。

　健太は連れてきていない。たった一人の旅だ。

　湖こ畔はんは夕暮れを迎むかえようとしていた。

　オレンジ色の太陽が山の稜りよう線せんにかかり、湖を赤く焦こがす。

　ぽつんと一軒けん、湖のほとりに瀟しよう洒しやな館やかたが建っていた。

　ここには摩ま天てん楼ろうの喧けん噪そうはない。人よりも牛馬のほうが多い、穏おだやかな草原である。

　暖だん炉ろの前で、ラファエルは本を読んでいた。

「ようこそ、折原のえる」

（妖よう怪かいみたいな男ね……）

　それがラファエルに対するのえるの第一印象だった。

　見事な白はく髪はつだが、老人というわけではない。

　長い髪かみは衣服の生地に溶とけ込み、あるいは白銀の輝かがやきそのものであるかのようだ。

　瞳ひとみには生気がある。肌はだは新雪のように瑞みず々みずしく、息を吞のむほどに美しい。

　かといって若々しいわけでもない。

　まるで人の血を吸って咲さき誇ほこる呪のろい桜のような妖あやしさが禍まが々まがしい美に思えて、のえるは彼に不ふ吉きつを感じた。

「私の招待に応じてくれたということは、私とともに世界を治める側に立つ気になったと考えてもよいのだろうな」

「その逆ね」

「ん？」

「あなたでしょう？　ゲリラに車両を襲おそわせたのは」

「なぜだね？」

「そして炭たん疽そ菌きん爆弾をウルムスタンの米軍基地から運び出させたのも、あなた」

「その通りだ。私はどちらでもある」

　うなずいてラファエルは本を閉じ、立ち上がると。

「だが、その推理では半分だ。半分しか私を満足させていない」

「あなたは米国に戦争をさせたがっていた。けれど、そのためには強力な敵が必要だった。けれど米国が強大になればなるほど敵はいなくなる。だからあなたは強力な兵器を米国に作らせて、それを敵に渡わたせばいいと考えた……」

「七割だな」

「足りないのは戦う理由だけ。ウルムスタンを怒おこらせるためには米軍が決定的に暴ぼう虐ぎやくなことをしでかさなければいけなかった。けれど、米軍がウルムスタンの村を生物兵器で襲ったなんて話では、米国民は軍を支持しない。だからゲリラに金と情報を与あたえて襲わせた。そうすればウルムスタンは危険な兵器を無断で持ち込んだ米国に怒り、核の報復を恐おそれる米国民は軍を支持するしかなくなる……」

「九割だ。しかし、キミはノアよりも有能なようだ」

　褒ほめてもらっても、のえるは少しも嬉うれしくない。

「そんなことをして、人をいがみ合わせたり、殺させたりして、あなたは何がしたいの？」

　世界の繁はん栄えいだよ、とラファエルは言った。

「戦争は世界を次のステップへ進ませるために必要な階段だ。大航海時代がなければ、世界は今よりも富んでいたかね？　黒船がやってこなければ、キミたち東洋人はいつまでも貧しい暮らしのままだったろう？」

「死んでいく人は、船の駄だ賃ちんとでも言いたいわけ？」

「私はすべての人間を救えると思い上がるほど傲ごう慢まんな人間ではないよ、折原のえる」

　ラファエルは静かに笑えみ。

「物事には順番がある。キミの国も、米国の傘かさに入ったことで充じゆう分ぶんな富を得たはずだ。その傘を広げるためには相応の対価が必要になるが、いずれ、すべてが雨から守られる」

「噓うそね」

「噓ではない。真実だ」

「地球を手に入れたら今度はどこから奪うばうの？　宇宙人とでも戦争するつもり？　奪うものがなくなれば、今度は味方を切り捨てて、そこから奪うつもりなんでしょ？」

　ぴしゃりとのえるは言い切った。

「…………」

　しばし、ラファエルは沈ちん黙もくし。

「合格だ。私はキミを過小評価していたようだ」

　そう言うと、歩み寄り。

「キミは聡そう明めいだ。真理を見通す素す直なおな目を持っている。それは勝者になるためには欠くことの出来ない資質だ」

　そっと、白く美しい手を差し出した。

「我々の仲間になれ、折原のえる。この世のすべてをキミにも与えよう」

「……すべて？」

「歴史を変え、世界を変える力だ。我々は大コル釜ドロンだ。時の英えい雄ゆうも独裁者も大釜の中ではどろどろに溶かされるただの肉に過ぎない」

「料理をするのはあなたたちってことね」

「そうだ」

「そんな大した存在には思えないけれど、あなコルたたちドロンなんて」

　のえるは握あく手しゆに応じなかった。

「どういう意味だ」

「世界を変える？　どこが？　あなた、歴史の言いなりになってるだけでしょ」

「キミは木から落ちるリンゴを止めることが出来るのか？」

　くすっ。

　ラファエルは冷たい笑いを浮うかべた。

「この世界が競争でしか進歩しない以上、奪い合いが争いを生み出す。重力と同じだ。落ちるリンゴを誰も止めることは出来ない」

「そんな風に、あたしは考えない」

「人の歴史から戦争を排はい除じよして何が残る？　石器時代を続けていればよかったと？」

「つまらない人ね」

「私が？」

「もっともらしいことを言ってるけど、何も考えてないだけじゃないの」

「なんだと？」

「あなた、やっぱりスケールが小さいわ」

　のえるの答えに、ラファエルは忍しのび笑いをもらし。

「私には、キミのほうが愚おろかに見えるがね」

「あなたみたいに考える人ばかりじゃなかったから、世の中は進んでいったのよ」

「どういう意味だ？」

「昔の人が言ってることがぜんぶ正しいなら、今でも地球は象だか亀かめの上に乗っかってるはずでしょ？」

「なんだと」

「確かに木からもげたリンゴは落ちるわ。でもね、鉄のかたまりだって空を飛べるって考えた人がいたから、飛行機は生まれたんじゃないの？」

　びしっ、とのえるは人差し指を突つきつけて。

「重力？　それが何？　たかだか地球レベルの話でしょ？　空に石を投げて落ちるからって、それが永遠不変の絶対法則だなんて決めつけちゃうところがスケール小さいのよ！」

　のえるは続けて。

「あなたが絶対とか信じてるものなんて、明日には変わってるかもしんないんだから！　秒速七・九キロを突とつ破ぱすれば、石だって重力を突き抜ぬけて宇宙に飛び出しちゃうのよ!!」

「…………」

　ラファエルの顔から感情が消えた。

　ただ、じっと、のえるの瞳ひとみを見つめて。

「だから、どうした？」

「えっ」

「それで、キミは私をどうするつもりだ？」

　ラファエルの口ぶりに焦あせりはない。

　むしろ、愚かな者を哀あわれむようなまなざしをして。

「私はただの代行者に過ぎないよ。コルドロンはネットワークだ。私が死んだところで、新たなコルドロンが新たな混乱を世に起こす。それだけのことだ」

「あたしはあなたを殺さない」

　きっぱりと、のえるは言い切って。

「逮たい捕ほして、裁判にかけるわ」

「無罪になって、釈しやく放ほうされるだけのことだ」

　ラファエルはいくらでも法の目をくぐる方法があることをのえるに教えた。

　そしてそばにあった引き出しから銃じゆうを取り出すと、のえるに投げてよこして。

「私を裁きたければ、この場でキミが殺せ。人にわたしは裁けぬ」

「傲ごう慢まんね。自分が神さまだと思っているの？」

「自分は代行者に過ぎない。銃が人を殺すのではない。人が人を殺すだけだ」

「都合のいいときだけ部外者なのね。そんな屁へ理り屈くつでこれまで生きてきたの？」

「真理と言ってもらおうか」

　のえるは銃を捨てた。

「あなた、人の命をなんだと思ってるの？」

「そんなものに価値はあるのか？」

　ガッ……！

　のえるはラファエルを殴なぐり飛ばした。

　ラファエルは床ゆかをなめるように転がった。

「…………ッ！」

　けれど、そこでのえるは拳こぶしを止めた。

　ラファエルの頭上に掲かかげた拳が震ふるえた。

　許したわけじゃない。

　決して、許したわけじゃない。

　怒いかりはあった。殴っても殴っても飽あき足らないぐらいにあった。

　けれど……。

　けれども……！

（殴っても晴らせるのは自分の憂うさだけ……！）

（誰の命も返ってこない……）

（気持ちに任せて怒りの虜りよ囚しゆうになったら……、コイツと同じ）

　くるり、とのえるはラファエルに背を向けた。

「負けを認めたか、折原のえる」

　クククッ……！

　ラファエルは笑った。

「あなたは話す価値もない人だわ」

「負け犬の遠とお吠ぼえか」

「あなたは必ず逮捕して裁判にかけてあげるわ。逃にげられないように脇わきを固めて、必ずね」

「それまでに核かくがワシントンに落ちなければよいな」

「最後に勝つのはあたしよ。人間をバカにすることしか出来ないあなたじゃないわ」

　扉とびらの向こうに出ようとするのえるの背を、ラファエルの嘲ちよう笑しようが刺さした。

「列車は走り出した！　もう誰にも止められんよ！」

　のえるは振ふり向かなかった。

　振り向く必要も感じなかった。

（あんな奴やつに、あたしは負けない……！）
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　ウルムスタンとの最終電話会談は午後三時と決定された。

　四時が、ハミッドが宣言した核使用のタイムリミットだったからだ。

（一度きりのチャンスに失敗したら、後はない……！）

　のえるは、西ウエスト棟ウイングのすぐそばにある庭園のベンチに腰こし掛かけていた。

　誰も近づけず、一人、空をながめては雲の行方ゆくえを追っていた。

（あたしに出来るかしら。これ以上、誰も傷つけず、世界を救うだなんて大それたこと……）

　と、だ。

　ポケットに入れていた携けい帯たいがいきなり鳴り始めた。






From：白しら峰みね忍しのぶ

無茶するなよ！　なんて言っても無理か。今度は世界中のみんなをびっくりさせてやれ










From：弥生やよいほのか

頑がん張ばって！　でも無理はしないでね！　いつも応おう援えんするばかりで、何も力になれないのが悔くやしいです。のえるさんに出会えてよかった。これからはみんながそう思うようになる。のえるさんは世界中の人を笑顔に出来る人。わたし、これからもずっとのえるさんの１番目のファンだから！










From：桃もも園ぞのさくら

頑張って下さい！　先生、ずっと折原さんのことを応援しているから！










From：木き佐さ孝たか美み

お前は中学生だ。荷物は背負いすぎるな。失敗したって、誰もお前のことは責めない










From：アヤ

わたしは元気だ。まったく、お前はすごいやつだよ。わたしなんかが言えることはないけど、迷ったら、自分自身を信じろ










From：若葉

別にあんたのことなんか心配してるわけじゃないんだから。ただ、メール出してって長谷川に言われたから……、それだけよ、今回だって楽勝でしょ？　ホントに何にも心配してないんだからね！








「健ちゃんが…………」

「びっくりした？」

「わわっ、健ちゃん!?」

　いきなり背後から声をかけられ、のえるは驚おどろいた。

「のえるのこと知ってそうな人、手当たり次第にメール出してみたんだ。元気出るんじゃないかなって思って」

「……なんで分かったの？　あたしが不安になってること」

「わかるよ、のえるのことなら」

「……でも、みんな、あんまり心配してくれてないのよね。楽勝とか、気楽に言ってくれちゃって」

「ある意味、世界の危機なのに、誰も心配してくれないってのは凄すごいことだと思うよ」

「まあね、でも、それぐらいのほうが嬉うれしいわ」

「みんな、のえるを信じてるんだよ」

　そこからも、メールは途と切ぎれることなく続いた。

「じゃ、そろそろ時間だから」

　電話会談の時間が迫せまっている。時計を見て、健太は立ち去ろうとした。

「ちょっと待って、健ちゃん」

「なに？」

「あたし、まだ、健ちゃんからのメッセージ貰もらってないよ」

「あ、ごめん！　今から書くよ……」

「これで我が慢まんしてあげる」

　ちゅっ。

　と、のえるは健太の唇くちびるを奪うばった。
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　執しつ務む室にのえるが入ってきた時には、すでにオリバーが準備を整えていた。

「おはようございます、閣下」

「几き帳ちよう面めんな人ね」

　昨日、銃じゆうを向けた相手にうやうやしく礼をするオリバーの真面目まじめさを、のえるは指した。

「電話はあちらからかかることになっています。通話の仕方は通常のものと変わりありません。それと……」

　オリバー国務長官は電話のそばに備え付けてある、録音機材の電源を切った。

「レコーダーは壊こわれたことにします」

「どうして？」

「会話は一いつ切さいの記録を取りません。どんな話をしていただいても結構です」

「いいのに、聞かれても」

「記録が残れば、それが世に公開された時のことを考えて閣下が果か敢かんな決断をためらってしまう恐おそれがあります」

　だから、オリバーは『偶ぐう然ぜん動かなかった』ことにして、のえるに余計なプレッシャーを与あたえないようにと配はい慮りよしたのだ。

「ありがと。あとはあたしに任せて」

　オリバーは深々と一礼すると、のえるを残し、扉とびらを閉めた。

　ぱたん……、と。

　広い部屋にのえる一人が残された。

　大統領の机も椅い子すものえるには大きかったが、ノアの背せ丈たけに合わせるために敷しかれたクッションのおかげで、不格好なことにはならずに済んだ。

　静かだった。

　窓からは薄うすいレースのカーテン越ごしに、柔やわらかな陽の光が差し込んでくる。

「……？」

　のえるは机の隅すみで伏ふせられていたフォトスタンドを見つけた。

　手に取ってみる。

「ノアと、サラ……？」

　二人がリハビリテーション施し設せつで仲良くしていた時の写真だ。

　のえるがサラと別れたのは五年も昔のことだ。

　だから、のえるは成長してからのサラの姿を見ていない。

　写真の中のサラは、にこにこと微笑ほほえんでいた。

　ただの笑え顔がおじゃない。

（その笑顔にたどりつくまでに、どれほどの努力を重ねてきたんだろう……）

　話したかった。

　いっぱいいっぱいサラと話をしたかった。

　たいしたことじゃなくていい。他愛のないことでいい。

　いま、興味のあること。仲の良い友達のこと。互たがいのマイブームや恋こいの話。どうでもいいような話をパジャマ姿で一晩中してみたかった。




　生きていれば、出来たことだ。




　のえるの胸に、ラファエルの顔が蘇よみがえってきた。

（絶対に、あなたの思い通りになんてさせない……！）




　電話が鳴った。

（来た！）

　と思ったら、鳴ったのは自分の携けい帯たい電話だった。

「……あの、あのあのあのあの」

　受話器から聞こえたのは、シャイニィのたどたどしい声だった。

「どうしたの？」

「い、いえ。こんな時にお電話するのもどうかと思ったのですけれど、こんな時でないと言えないというか、二度と言えなかったらどうしようとか、でもお邪じや魔まになったらどうしようとか、でも後で悔くやみたくないとか、ごめんなさい、こんな忙いそがしいときに」

「なによ、遠えん慮りよするなんて柄がらにもないわね。で、なに？」

「のえるさん、大好きですっ」

「な……なによ、いきなり。焦あせるわね」

「いつ、世界が滅めつ亡ぼうしてもいいように言いたいことを言ってしまおうと……」

「縁えん起ぎでもないわね！　こんな時に!!」

「ご、ごめんなさい……、わたくし、相変わらず空気が読めてませんね……」

「そこがシャイニィらしいんだけどね」

「そういって笑って許して下さるのえるさんが大好きです」

「健ちゃんが好きだったんじゃないの？」

「もちろん好きですわ。どっちもですわ」

「相変わらずアルカンタラは自由な国ね！」

「またいらして下さい♡」

「そうね、みんなで」

「のえるさんとお話をしていたら、不思議です。世界の危機はなんとかなっちゃう気がしてきました」

「なっちゃうわよ。どさくさまぎれに世界最高の権力を手に入れちゃったのはあたしなんだから。悪党どもには感謝状を贈おくりたいぐらいだわ」

「うふふ、そうですね。やりたい放題するのはこれからですものね」

「そーそー。しょうもない連中に地球を壊こわされてたまるもんですか」

「おやすみなさい、のえる。アルカンタラが朝になってるころには、世界中がきっと、のえるのことで持ちきりですね」

「おやすみっ」

　そのあと、軽く再会の約束をして、電話を切った。

　気付いたら、約束の時間まで、あと一分を切っていた。

（シャイニィのおかげで、緊きん張ちようがほぐれたかな）

　一秒の狂くるいもなく電話が鳴った。

　今度こそ〝彼〟からの電話に違ちがいなかった。

「あたしよ」

　聞こえてきたのは、ハミッドの失望の声だった。

『見み損そこなったぞ、米国の手先になったとは』

「あたしはどこの手先でもないわ」

『ウルムスタンの声を聞く気になったか？』

「アメリカは一切の要求を吞のみません」

　けれど、とのえるは言いさして。

「ウルムスタンに対して謝罪し、軍隊を撤てつ退たいさせ、復興支し援えんを行うことは約束します」

『ふざけるな！』

　受話器の向こうから、ハミッドの激げつ昂こうが聞こえてきた。

『金で解決する気か、日本人だな！　我々には純じゆん粋すい水すい爆ばくがある！』

「撃うちたければどうぞ」

　フン、と見み透すかすような声をハミッドは飛ばした。

『出たな、本音が。一発やそこら撃たれたところで撃ち返せば済む話だからな。何発撃ち返すつもりだ？　数十発か？　数万発か？』

「アメリカは撃ち返さないわ」

『信じられるものか』

「このままじゃ、どっちも敗者よ！」

　のえるの魂たましいの声に、ハミッドは一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくした。

『……ここで引き下がれば、ウルムスタンだけが敗者だ』

「その核かくは持ってていいわ」

『な……、どういう意味だ!?』

「あたしはあなたを信じる。持っていても撃たないって」

『私は撃つ！』

「いったん、怒いかりを我が慢まんしてくれるだけでいいの。いったんでいいの。あたしが間違ったことをしたら、その時は撃ってもいい。だから、今は我慢して」

『……なんだと？』

「起きてしまったことは取り返しの付くようなことじゃないわ。分かってる。でも、だからって殺された分だけ殺し返したら、そこで戦いは終わるの？　そのあとにどうなるの？　恨うらみや怒りを未来に続けることが本当に正しいことなの？」

『お前は、ウルムスタンの怒りを知らない……！』

「そうかもしれない。平和な国に生まれたあたしに、分かるなんて言えない。けれど、あたしはあたしの出来ることをするわ。アメリカにしか出来ないことを」

『何をするつもりだ』

「──────────」




　このとき、のえるが何を言ったのか。公式な記録は何も残されていない。

　電話のあと、ハミッド・アルマジフはテレビ演説を通じて、純粋水爆の使用をひとまず凍とう結けつすることを宣言した。
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「……茶番劇だな」

　湖こ畔はんである。

　ラファエルは暖だん炉ろのそばでテレビを見ていた。

　かたわらにはマスリーがいる。

　ニュースキャスターは核危機が解決したことを告げていた。

「こんなことで勝ったと思うなよ、折原のえる」

　何が楽しいのか、ラファエルはほくそ笑んでいた。

　彼の顔には、怒りや失意はない。

「そう思うだろう、マスリー」

　こくり、とマスリーはうなずき。

「確かに折原のえるはあなたを殺せない。それが彼女の甘さだ」

「そうだ。その通りだ」

「だから、こうする」

　ダンッ……！

　静かな邸てい宅たくに、一発の銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　マスリーの手に握にぎられた銃からは、硝しよう煙えんがたなびいていた。

「な……！」

　ラファエルは自分の身体からだから血があふれ出しているのを見て、驚きよう愕がくする。

　自分が撃たれたことが信じられない、そんな顔をして。

「マスリー、なぜ……！」

「あなたは法で裁くことが出来ない」

「血迷ったかッ……！」

「確かに。これまでの私は血迷っていた」

「私が死んでも、争いはなくならない！　世界は何も変わらないのだぞ!!」

「そうかもしれない……、だが」

　マスリーは首を振ふると、手をポケットにやって、中にあるスイッチを押した。

　屋や敷しきの至るところから爆発音が連れん鎖さし、炎ほのおが一帯を包み込んだ。

「マスリー、貴様ッ……！」

「貴方も私も人の命をもてあそびすぎた。共に死ぬべきだ」

　屋敷が崩くずれ去っていく。

　落日の赤い空に、炎が立ち昇のぼっていった。
















　ノエル




　クリスマスを意味するフランス語。

　元の意味は「誕生」であり、イエス・キリストの生誕を意味している。

　聖母マリアが彼を産んだ夜、すなわち最初のクリスマスを祝った賛美歌キヤロルにはこうある。


[image: 〝]The First Noel[image: 〟]

　The first Noel, the angel did say,　「初めてのノエル」と天使は伝えた

　Was to certain poor shepherds in fields as they lay,　草原にまどろむ

　In fields where they lay keeping their sheep,　貧しい羊飼いたちに

　On a cold winter's night that was so deep.　寒くて深い冬の夜

　Noel, Noel, Noel, Noel,　ノエル、ノエル、ノエル、ノエル

　Born is the King of Israel.　イスラエルの王（キリスト）が降誕された
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　あれから、二年の月日が過ぎた。

　ここはニューヨーク州、マンハッタン郊こう外がいにあるリハビリテーションセンターだ。

　待合室のテレビの前には、これ以上ないほどの人だかりが出来ている。

　老若男女、みんながみんな、ニュースの続報を待ち望んでいた。

『たった今、新しい米国大統領が決まりました！』

　速報が入り、キャスターが原げん稿こうを読み上げた。

『折原のえる！　米国を、いや世界を救った英えい雄ゆうです!!』

　おおーっ、と待合室から声が上がった。

　拍はく手しゆをする者。ハイタッチをする者。

　あるいはライバル候補の支持者なのだろうか、地じ団だん駄だを踏ふむ者、それぞれだ。

　その中に──、静かに笑みを浮うかべる少女がいた。

「おめでとう、のえる」

　本当に嬉うれしそうに言うと、少女は車くるま椅い子すの車輪に手をかけた。

　くるりと方向転てん換かんして、リハビリテーションルームに向かおうとする。

　と、彼女の介かい助じよをしている若い女性が声をかけた。

「今日ぐらい休んでもいいのよ、ノア」

「ううん」

　ノアは首を横に振って。

「負けていられないわ。わたしも頑がん張ばらなくちゃ」

　にっこりと笑い、彼女は車椅子を押し出した。
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　午後のことである。

　米国大統領が日々の仕事に勤いそしむのは、テレビによく映るホワイトハウスではない。

　そこから左に目を移したところにある西ウエスト棟ウイングだ。

　綺き麗れいに手入れをされたローズガーデンを窓越ごしに見ながら、のえるは席に着いた。

　少女が座るには、ちょっとぶかぶか深い椅子。

　ホワイトハウスの主だけに許された場所。

　大統領の椅子である。

「さあ、仕事始めるわよ」

[image: ]

「正式な主が座ると、しまって見えますな」

　めっきり薄うすくなった頭に手を当てて、喜んだのは司法長官である。日本で言うところの法務大臣だ。

　するとオリバー国務長官は厳しい顔をして。

「宣せん誓せい式があるまでは大統領代行職のままです。法的には」

「いいじゃないか、オリバー。選挙で勝って、ようやく彼女が本当のボスになったんだぞ」

「司法長官がそんないい加減なことでは困りますな」

「まったく、お堅かたいんだからオリバーは」

　手をひらひらとさせて、のえるは笑う。

「法は法です」

「総理大臣やってた時もオリバーみたいなのが官かん房ぼう長官でね。ガミガミうるさかったけど、けっこう楽しかったわ」

「その人もかなり苦労されたでしょうな」

「この前、奥さんと米国こつちに旅行してる時に逢あったんだけど、わたしの相手って良い老化ボケ予防になったって言ってたわ」

「私はまだ現げん役えきです！」

（そーやって、すぐムキになるところが面おも白しろいんだけどなー）

　心の中でこっそりと思う、のえるである。

「……何を、にやにやとしている？」

「まあ、これからまた四年、毎朝、顔をつきあわせることになるんだなあ、って」

「私がいなければ、実務はまったく進みませんからな」

　複雑な表情で、ため息をつくオリバーである。

「国務長官みたいなのを、日本でなんていうか知ってる？」

　少しだけ興味がわいて、オリバーは聞いてみた。

「…………どういうのです？」

「ツンデレ」

「私が、いつ、どこで、あなたにデレたというのです!?」

「愛を感じるわ～」

　あはははは、とのえるは笑うばかり。

　それを傍かたわらで見ながら、大統領補ほ佐さ官の健太は思うのだった。

（国が替わっても、相手が替わっても、のえるのいるところはいつも一いつ緒しよだなあ）

　ウルムスタンとの核かく紛ふん争そうが終わってからも、いろいろなことがあった。

　大手術のあと、ノアは意識を取り戻もどした。

　歩けない身体からだにはなってしまったが、足以外には致ち命めい的な怪け我がもなく、とりわけ言語や思考能力には損傷がなかったため、医師はノアに大統領職への復帰も可能という診しん断だんを下した。

　けれど、ノアは大統領を辞職することを決意した。

　ノアはノアなりに責任を感じたということだろう。

　大統領代行は、引き続きのえるがつとめることになった。

　次の大統領選挙がやってきた。

　女性には女性を、ということで野党は、上院議員であった元大統領夫人を候補に立ててきたが、米国を核かくから救った英えい雄ゆうにかなうわけもない。

　のえるはほとんどの州で大差を付けて圧勝し、第四五代米国大統領の座に輝かがやいたのだった。

　オリバーの言うように、大統領になるのは宣誓式のあとからなのだが、実質的には同じことだ。

「さっそくあなたたちには、この書類にサインしてもらうわ」

　居並ぶ諸長官たちを前に、のえるは一冊のファイルを見せた。

「「「「「「なッ……！」」」」」」

　ファイルのタイトルを見た途と端たん、老いも若きも、男も女も、肌はだの色もさまざまな長官たちがそろいもそろって同じ顔をした。

　息をのんで。

　目を点にして。

　常識を絶するタイトルに正気を疑った。




『核兵器の一方的全ぜん廃ぱいに関する法案』




「「「「「「無理です！」」」」」」

　コンマ一秒のズレもなく、長官という長官が立ち上がった。

「なんで？」

　あっけらかんとのえるが聞く。

「なんでって……、常識で考えて下さいよ!!」と、司法長官が。

「自分たちは一万発も二万発も持ってて、他の国には持つなって言う方が常識に反してると思うんだけど……」

「なんでわざわざ自分たちから、核を捨てる必要があるんですか！」と、内務長官が。

「いちばん持ってる人から捨てるのが、普ふ通つうでしょ」

「一方的全廃ってことは、米国から核兵器を破は棄きしていくってことでしょう？」と、農務長官が。

「そーよ」

「他の国はどうするんです？　査察に漏もれがあって、危険な権力者が核を保有したらどうするんですか！」と、エネルギー長官が。

「あたしより危険な権力者はいないでしょ」

「自じ慢まんしないで下さいっ！」と、商務長官が。

「や、でも、これにはサインしてもらわないといけないから」

「なぜ!?」と、住宅都市開発長官が。

「ハミッドに約束したから」

「ま、まさか……」と、財務長官が。

「あたしが選挙に勝って、正式に米国の大統領になったら、米国はすべての核を捨てるって。噓うそついたら、純じゆん粋すい水すい爆ばくを使ってもいいって」

「そんな脅きよう迫はくありなのか──!!」

「アリなのよ」

　のえるは豪ごう快かいに笑った。

「ＯＨ、ＮＯ！」と、厚生長官が。

「信じられない！」と、復員軍人長官が。

「神よ!!　これは現実ですか！」と、労働長官が。

　長官たちは次々に頭を抱かかえたり、泡あわを吹ふいたり、気絶していったりした……。

　その中で、ただ一人。

　落ち着いたまなざしでのえるを見つめる長官が、一人だけいた。

　オリバー国務長官である。

「ひとつ、聞いてもいいですか？　大統領閣下」

「なぁに？」

「それは本当に米国のためにしようとしていることなのですか？」

「口先ならどうとでも言えるけど」

「私が判断します」

「作れるけど作らない。使われても作らない。心の力は核のエネルギーよりも凄すごいことをあたしは確信しているわ」

「…………」

　オリバーはしばし沈ちん黙もくすると、ファイルに真っ先にサインをした。

「道のりは長いですよ。私のように物わかりのいい者たちばかりではない」

「あなたを説得できたんだから、大だい丈じよう夫ぶよ」

























　ホワイトハウスの一角には、桜がある。

　今をさかのぼること遥はるか昔に日本が米国に送った苗なえ木ぎが、庭園の片かた隅すみで大輪を咲さかせているのだ。

　その桜を、閣議を終えたのえると健太は見上げていた。

「……ついに、やり遂とげたね、のえる」

　んー、とのえるは背せ伸のびをして。

「一番の大仕事はいきなり片付いちゃったんだけどね」

「ハミッドさんとの約束のこと？」

「とりあえず、これでいつ辞やめてもいいわ」

「なったばかりなのに、もう辞めちゃうの!?」

「どうしよっかなー」

　いたずらっぽい目をして、のえるは笑う。

「それはそれである意味、キミらしくはあるんだけれど……」

「なに言ってるの、健ちゃん」

「えっ」

「これからが本番なんじゃないの！　せっかく米国の大統領になったんだから。権力をほしいままにむさぼらなくっちゃ!!」

　と、のえるは手にしていたファイリングケースから、一冊の登記書を健太に見せた。

　ぺらりと表紙をめくった途と端たん、健太は顔を真っ青にした。

「太陽系、全惑わく星せいの土地を登記した～～～～～っ!?」

「健ちゃん、宇宙条約って知ってる？」

「……ええと、たしか、宇宙は南極と同じで、どこの国の領土でもないって決まりだっけ」

「調べてみるとね、その条約、民間企き業ぎようの土地登記は規制していないのよ」

「だから、勝手に会社を作って、太陽系全部の土地を手に入れたのか!?」

「そう、早い者勝ち」

　ふふん、とのえるは胸を張った。

「馬ば鹿か馬鹿しい」

　健太は肩かたをすくめた。

「そんなのよくある話じゃないか。月の土地とか、火星の土地とか、ネットでいくらでも売ってるよ。行けやしないところの土地なんて、権利なんか発生しないんだから」

「そうなのよ」

　にんまり、とのえるは手のひらを口にあてながら微笑ほほえんだ。

「実際の権利は、早く乗り込んだ者勝ちなのよ。つまり……」

「ま、まさか……」

「ＮＡＳＡを使えば米国が一番に決まってるわよね！　つまり、あたしっ！」

「大統領になっても、そのノリなのか!!」

「人類は新しい夢を必要としているのよ！　新しいアポロ計画を！」

「ずいぶんと私利私欲にまみれたアポロ計画だね……」

「そしてあたしは太陽系の支配者となーる！」

「世界はバラバラなほうがいいって言ってなかったっけ!?」

「太陽系の主は、地球の覇は権けんにはこだわらないものよ」

「そういう意味だったのか～～～～!!」

　健太は真っ白になった。紙のように真っ白になった。

　呆ぼう然ぜん、啞あ然ぜん、愕がく然ぜん、どんな言葉を当てはめたとしても、今の健太の心を言い表すことは出来ないだろう。

「キミは……、ホントに……、面おも白しろいか面白くないかだけで生きてるんだね……」

「まずは宇宙ステーションへ行って、人類初の宇宙結けつ婚こん式よねっ」

「僕の話、聞いてるっ!?」

「そして初夜。つまりハネムーンベイビー。人類初の宇スペ宙ース生チヤまれイルドの誕生よ！」

「人類初にこだわりすぎだよ!!」

「なに言ってるの健ちゃん、この世に生命を受けた以上、歴史に名前ぐらい残さなくちゃ！」

「もう充じゆう分ぶんに残してるだろ！　キミは!!」

「あたしはまだ一六歳。可能性は無限大……」

「これからますますパワーアップするつもりなのか!?」

「日本の総理じゃ出来なかったことが山ほどあるんだもの」

「どうなるんだ地球…………」

「さっそくＮＡＳＡに予約を入れておこーっと！」

「…………宇宙ステーションに何泊ぱくするか知らないけど、そんなに都合良く、子供って孕はらめるものなの？」

　すると、のえるはあっけらかんと。

「孕まぬなら、孕んでみせよう、ホトトギス」

「また間ま違ちがった故事成語を……」

「なんか自信があるのよねえ。排はい卵らん日もコントロールできるんじゃないかしら、あたし」

「無理だろ！　でも君ならやってしまいかねない気がする!!」

「やあねえ、冗じよう談だんよ」

「そ、そうだよね～。いくらなんでも結婚式を宇宙でなんて」

「それは本当」

「ええええええええっ!?」

「健ちゃん、大好きっ」

　ちゅっ。

　抱だきしめて、口づけを。

　これはちょっと変わった女の子の、有り得ないようなホントの話。





おしまい　　









　巻末付録〈あすか正太＆剣康之対談＋一部編集者〉




今日は完結対談ということですき焼きを食べながら……

担当編集・難波江（以下担）：６年も続いたシリーズがひとまず完結ってことで、感かん慨がいというか抱ほう負ふを聞きたいんだけれど。

あすか正太（以下あ）：３人とも仕事の遅おそさにかけては天下一品だったね！

担：いきなりぶっちゃけるなよ!!

あ：いや、今回はホントにみんな、息を合わせたように仕事が遅かった！　まずオレが書くのに時間がかかって……。

担：いろいろ理由があって、俺が発売日をズルズルとズラしてしまい……。

剣：最後は僕が原げん稿こうを遅おくらせてしまいました。すみません。

あ：それぞれの遅れた日数を割ったら、ちょうど三等分になるんじゃない？　すごいチームワークだよ、これ。そんじょそこらに出来ることじゃない。

担：イヤだよ、そんな連係プレイ!!

あ：そういう運命だったんだよ。この３人が出会った瞬しゆん間かんに（笑）。

担：確か、ぴったりのイラストレーターを探すために秋葉原の本屋めぐりをしたんだよね。

あ：そうそう、で、某ぼう書店の壁かべに貼はってあった剣さんのポスターを見て、この人がいいって。

担：２人とも一発で気に入ったもんね。

剣：ありがとうございます。

担：んで、剣くんを編集部に呼んでみたら、すごい前向きで熱意を感じたもんだから、安心していたら……。１巻目のカバーから締しめ切きりぶっちぎりだった（笑）。

剣：初めての大きい挿さし絵え仕事で、緊きん張ちようしてたんですよ！　きっと!!

あ：でも、２巻からはオレのほうが仕事が遅いことが多くて、巻き返した（笑）。

担：何を巻き返してるんだよ!?




のえるは小学生だった！

担：初稿の段階だと、のえるは小学生だったんだよね。

あ：ラブコメもやりたくなってきて、途と中ちゆうから中学生になった。

剣：最初の構想から、この巻までの話って考えていたんです？

あ：何も考えてなかった。１巻から先の話は何にも（笑）。

担：考えとけよ！

あ：２巻出せるほど売れるとは思ってなくて……。

担：謙けん虚きよなんだか、向こう見ずなんだか分かんないな！

あ：それで２巻を書く段になって、シリーズ構成を考えてみたんだけれど、その２巻の話ってのが、のえるがテロリストの疑いをかけられて、最後の舞ぶ台たいの都庁が崩くずれ落ちるって話だったんだよ。そしたら９・11で、都庁によく似たツインタワーの建物が崩れちゃってさ！

担：途中まで書いた話が全ボツ（笑）。

あ：それでもう先のことを考えるのはやめにしたんだよね。考えても、現実で何か事件が起こったら、ダメになる。そういう宿命の作品だって分かった。

担：オレはあすかさんは世界を動かす力があると思ってる（笑）。「ケロロ軍曹」のノベライズ（『愛爆発！　地球消滅５秒前!!』）でさ、ホリエモンっぽいキャラが地球を侵しん略りやくしようとして、失敗するって話があるんだよ。そしたら発売日にライブドア事件でホリエモン逮たい捕ほ！

剣：ライブドアショックを起こしたのは、あすかさんだったのか！




若さって、怖こわいもの知らず

剣：ところで、のえるのお父さんとお母さんって最後まで出なかったけれど、どんな設定だったんですか？

あ：ない。ついでにいうとメフィの設定もない。

剣：えっ？　え───────────────────────っ！

あ：メフィたちが何で存在するのかとか、猫ねこ魔ま法ほうの意味とか、何にも考えてなかったんだよ。あんま売れずに１巻で打ち切りになると思ってたから。

担：またそのパターンか！




いちばん気に入ってる巻は？

担：６巻（『花嫁がいっぱい』）かな？

あ：７巻（『神様だよ、全員集合！』）じゃないの？

剣：なんで？

あ：難波江さんが書いてるページがあるから（笑）。

担：[image: 100]冊ぐらい本作ってきたけど、あんなメチャクチャ言われたのは始めてだったよ！

あ：初めは印刷屋さんを待たせないために仮で書いてもらった原稿だったんだけれど、いざ、見てみると、愛情がわいてきて、台詞せりふをキャラらしく直すだけでそのまま決定稿にした。

担：そういう意味では、どの巻もなんか伝説を残してるね…………。

あ：剣さんも登場してるよね、キャラとして（『愛の支配者』）。

剣：原稿をもらったときはひっくり返りましたよ！　健太の知り合いの漫まん画が家か・剣康之って誰だれのことだ!?　みたいな。

担：剣くんをびっくりさせようと思って、あのパート、最後の最後まで見せなかった。イラストレーターが作中に登場してくるライトノベルって、そうそうないよ。

剣：ぽこぽこ出てこられても困りますよ！




最後に、今後の野望とか

担：あすかさんとは新シリーズの準備をしてるんだよね。毎週打ち合わせしてる。

剣：毎週っ!?

担：次回作は死ぬほど面おも白しろいよ！　これまで担当してきた作品の中で一番下らなくて面白い。これは断言してもいいね！

あ：あの内容でスニーカーがＯＫしてくれるかどうかは別にして（笑）。

担：剣くんの野望は？

剣：他社でやってるコミック連れん載さい（『魂たま姫ひめ』ジャイブ刊）がおかげさまで支持していただいてます。イラストの仕事もまだまだやっていきたいですね。

担：てな感じでまとまったところで、剣くん伝票よろしく（笑）。

剣：え？　え？　そうなんですか？　聞いてないですよ。

担：締切り遅れたのを１日[image: 100]円として……。

あ：ごちそうさまでしたー。

剣：え、え、えええええ───っ！　待ってくださいよ────！


（２００７年11月都内某所にて）









　あとがき




　オレは謝らないぞ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！




　うそ。ごめんなさい。お待たせしました。しすぎました。地べたに這はいつくばって反省します。ひらにひらにご容よう赦しやを～～。

　いやー、ホント、長かったね！

　のえるが世界の頂点に立つところまで描えがいてしまえるとは。

　それもこれも根気強く、辛しん抱ぼう強く、原げん稿こうを待ってくれた、担当さま、角川書店さま、そして読者のみんなの応おう援えんのおかげです。そう、キミのおかげだ！

　最大級のありがとうを言わせてほしい。本当に、本当に、ありがとう。

　元々、熱しやすく冷さめやすい性格で、趣しゆ味みにしろ、何にしろ、次から次に新しいものに目移りする人間だったから、まさか、こんなに長く、のえるを書き続けていられるなんて、想像もしていなかった。絶対にどこかで飽あきると思っていた。

　スケジュール管理とかも下手で、著者紹しよう介かいんトコにもあるように、のえるを１冊出す間に、他社さんのシリーズ（『初恋マジカルブリッツ』集英社スーパーダッシュ文庫）を10冊も書くような不始末もしでかしてしまう。

　だから、それだけに、何の迷いもなく断言できることがある。

　この作品をここまで育ててくれたのは、みんなのおかげだ！

　小説に向かうときはいつも、プレゼントをお返しするつもりで書いている。ちょっとでも笑えたり、喜んでもらえたらいいなと思いながら、文章をつづっている。

　読んでくれたキミの元気になりたい。キミが明日、何かをするパワーになりたいんだ。

　のえるの話はここでひとまず終わるから、キミとも、ここでお別れになるけれど、オレはずっとキミを応援する。本屋さんの本ほん棚だなから、ずっとずっと応援し続ける。

　こっからは勝負だ。

　オレとキミ、どっちが燃え続けていられるかの勝負。

　負けないぜ。

　なんか、また、へこむようなことがあった日は、本屋を探して。

　オレはいるから。このライトノベル戦国時代を生き抜ぬいてやるから（笑）。

　そして、キミにとびっきりの元気を送る！　もっと凄すごいパワーを送る!!

　だから、思いっきり走ろうぜ！

　オレも走る！　キミも走れ！


あすか正太　　


















カバー・口絵・本文イラスト／剣康之
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総そう理り大だい臣じんのえる！




歴れき史しを変かえる大だい勝しよう利り
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